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Episode 1　虹野、魔法少女やめるってよ







　文化祭が近付いてくると、どこの部や同好会も活動が活発になる。それはコスプレ研究会にとっても同じだ。特に彼かの女じよ達たちの場合、コスプレをする上でルールやマナーを守る事を信条としているので学内で大っぴらに活動できる機会は少なく、その分だけ文化祭への取り組みは熱心だった。加えてコス研の会長は先日世代交代をしたばかり。会長へ昇しよう格かくしたばかりの元・副会長は、初めての大きなイベントを立派にやり遂とげようと張り切っていた。

「ゆりかちゃんの衣装、そろそろ新しくしたいわよね………。あの衣装でもう随ずい分ぶん長い事引っ張ってる訳でしょ？」

「会長、そうは言っても―――」

「こら、会長はもう貴女あなたでしょう」

「そ、そうでした。ともかく先せん輩ぱい、虹野さんの場合、魔ま法ほう少女への拘こだわりが非常に強い訳ですから、安易に新しい衣装って訳にもいきませんよ」

「確かに………あの拘りは見習いたい部分だけど、こういう時には問題よね」

　文化祭におけるコスプレ研究会の出し物は、写真の展示と実際のコスプレだ。写真の展示については活動報告も兼かねているので、コスプレの写真だけでなく、準備の段階からの写真や資料が一いつ緒しよに飾かざられる事になる。またコスプレの方もコスプレそのものが目的ではなく、衣装を着て校内を歩いたり、ステージでイベントをこなしたりしながら、新入会員の獲かく得とくを狙ねらっている。コス研が校内でアピールできる機会は少ないので、文化祭は大きなチャンスなのだった。

　そうなってくると、コスプレで写真展示と同じ衣装を着ていると効果が弱まる。同じ衣装を着回していると取られてしまうと、活動が活発ではないと思われてしまうからだ。そんな訳で新しい衣装が必要なのだが、その場合一番の問題はゆりかだった。ゆりかは魔法少女に対する拘りが強く、なかなか他の衣装を着ようとしない。何かがあると、ゆりかは大たい概がい魔法少女の格好をしている。一意専心と言えば聞こえがいいが、ワンパターンと取られてしまうリスクが存在していた。

「そうだ先輩、いっその事、あの衣装のバージョンアップを図はかるのはどうでしょう？　虹野さんがあの格好に拘っても、その上から追加の衣装を被かぶせれば問題ないんじゃ？」

「そうか、その手があったわ！　流石さすが私が選んだ新会長、冴さえてるわねっ！」

「………なんだか褒ほめられてる感じがしないんですけど………」

「そんな事ないない！　褒めてるわよぉっ！　さあ、早さつ速そくデザイン画を起こすわ！　ゆりかちゃんの写真を集めて！」

「既すでにここに」

「貴女のそういう所を見込んで新会長に推おしたのよ」

「先輩が何もしないからこうなっただけですけど」

「さぁ、忙いそがしくなるわよぉっ！」

「………聞いてないし………」

　前会長と新会長の二人は協力してゆりかの新しい衣装のデザインを進めていく。昨年から培つちかわれたコンビネーションは健在で、その作業はスムーズに進んでいった。そんな二人の様子を見て、コス研に所属する他の少女達も自らのコスプレの方向性を定め始めた。

「どうせだから魔法少女とか、その敵でデザインを統一する？」

「それがいいかもね。今後の活動はコスプレに熱心な虹野さんが軸じくになる訳でしょ？」

「んじゃ、アタシは悪の女幹部っ！」

「あぁんっ、ずるいっ！　あんたいつも美味おいしいとこ取ってっちゃうわねっ！」

「へっへっへ、早いもん勝ちよ！」

　今年の文化祭のコスプレは、魔法少女アニメをモチーフにしたものにまとまりつつあった。これは実質的なリーダーを別におき、思想的なリーダーと言うべきゆりかをコスプレに専念させようという、長期戦略に基もとづいた考え方だ。コス研の少女達は、なんだかんだでゆりかの事を認めているのだった。










　だがこの直後、そうやって力を合わせて前向きに歩むコス研を激げき震しんさせる、緊きん急きゆう事態が発生する。

　その報は今年の春に入部した一人の新入会員によってもたらされた。彼かの女じよは男の子に間ま違ちがわれる事さえある程ほどに元気な少女なのだが、この時の表情には普ふ段だんの覇は気きは少しも感じられなかった。彼女はコス研の部室へ飛び込んでくるなり、まるで地じ獄ごくの底を覗のぞき込んだかのような表情を作り、深い絶望に彩いろどられた悲鳴のような声で訴うつたえた。




「虹野、魔法少女やめるってよ！」




　その一言が部室に響ひびき渡わたった瞬しゆん間かん、コス研は全員がパニック状態に陥おちいった。










　虹野ゆりかという少女は、長い時間を経て魔法少女として完成した。彼女は愛と勇気を身に付けた事で、絆きずなと友情を重んじ、善を為なし悪を正す、本物の魔法少女になったのだ。そしてゆりかが魔法少女を名乗るに相応ふさわしい成長を遂げた事で、彼女を取り巻く環かん境きようが急激に変化し始めた。六畳間の住人達は、今のゆりかが本気で言った言葉なら何でも信じるだろう。それがたとえ突とつ飛ぴな内容だとしても。魔法少女レインボーゆりかは、信じるに足る仲間なのだった。

「ホントですかぁっ!?　すぐに行きましょうよぉっ！　たいやきたいやき！」

「駄だ目めだ」

「里さと見みさんっ、どうして意地悪言うんですかぁっ!?」

　しかし普段の生活においては、未いまだゆりかの地位は向上していない。普段のゆりかは相変わらず怠なまけ癖ぐせが直らない。かつてよりは自覚が出て大分いい方へ変化しているのだが、時折かつての悪い癖が出てしまう。また、相変わらずうっかりも多い。そのおかげで緊急時以外は、孝こう太た郎ろう達からいまいち信用されていないのが現状だった。

「お前、まだ進路申しん告こく表出してないだろ」

「ウッ」

「たいやきはあれを書いた後だ」

「テストでいい点を取ったご褒ほう美びなんだからぁ、後回しでいいじゃないですかぁっ！」

「駄目だ。お前はもっと自分の将来を大事にしろ。目先の楽しい事にばかり注目するんじゃない」

　ゆりかは孝太郎と続けている勉強が実を結び、先日のテストで一つも落第点を取らなかった。落第点だらけのかつての彼女からすると、これは目覚ましい進歩と言える。だから孝太郎はそのご褒美にゆりかをたいやきを食べに連れて行く事にした。しかしゆりかは締しめ切りが間近の進路申告表を出していないので、孝太郎はそれを先にやるように求めた。ゆりかの『あとでやりますぅ』という言葉を信じなかったのだ。そんな訳で、今もゆりかは不満そうにむくれていた。

「桜さくら庭ばせんぷぁい、里見さんに何か言ってあげて下さいよぉっ」

　そんなゆりかが頼たよったのが、隣となりに座すわっていた晴はる海みだった。今日は天気がいいので、編み物研究会は外で活動している。その場所に選ばれたのが、吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうで一番日当たりのいいベンチ。孝太郎達はそこへ三人並んで腰こし掛かけ、編み物をしている最中だった。そしてゆりかに意見を求められた晴海は、編み物の手を休めて孝太郎に笑いかけた。

「里見君はゆりかさんの将来だけは、自分の思い通りにしようとしますよね」

「そうですそうです、横暴ですぅ」

　ゆりかは晴海の言葉で勢いを得て、その頬ほおを不満げに膨ふくらませた。

「お前、放っておいたらろくでもない人生を送るだろ」

「だから私は、ゆりかさんが羨うらやましいです」

　だが、晴海の言葉は途と中ちゆうからゆりかの望む方向から大きくそれた。ゆりかは一緒に非難して欲ほしかったのに、晴海の結論は違ちがう場所へ行ってしまった。

「羨む必要はないですよぅっ!!　たいやきで意地悪するんですよっ!?」

　そこでゆりかは晴海に意見を変えるよう懸けん命めいに訴える。晴海の援えん護ごが得られなければ、たいやきが遠とお退のいてしまうからだった。

「ふふ、ゆりかさん、里見君はあなたの人生に責任を持つ気でいるんですよ。だからゆりかさんの将来に厳しく口出しするんです」

　晴海は軽く目を細め、そっと微ほほ笑えむ。実は晴海はどちらの味方でもなかった。だから彼女はあっさりと孝太郎の本音を暴ばく露ろしてしまった。これに驚おどろいたのはゆりかと孝太郎だった。

「えっ………」

「さ、桜庭先輩っ!?」

　ゆりかを放っておけば悪い人生に転落していくのは間違いない。それが嫌いやだから、孝太郎はゆりかの将来に口を挟はさむ。そして口を挟むからには、ある一定の覚かく悟ごが必要になる。結果的にだが、孝太郎はゆりかの人生の責任を取る覚悟をしたのだ。ゆりかが悪い人生に転落してしまうぐらいなら、手の届く場所において自分が面めん倒どうを見よう―――それが孝太郎なりの責任の取り方だった。

「私が里見君にそう思って貰もらう為ためには、騎き士し団だんに入れて貰う必要がありました。でもゆりかさんにはその必要はなかった。それがどういう事なのかって、少しだけ考えてみるといいと思いますよ」

「里見さんが、私、の………」

　微笑む晴海を見ていたゆりかは、横目でちらりと孝太郎の顔を覗き見る。するとゆりかの瞳ひとみに、晴海の言葉にたじろいでいる孝太郎の姿が映った。そんな孝太郎の顔を見ていると、ゆりかは段々と表情が変化していく。

　―――もしかしてぇ、いま私ぃ、里見さんに凄ぉく大事にされてた………？

　不満と驚きが和やわらぎ、代わりに何かを訴えかけるような表情と瞳に変わる。不満で微かすかに上気していた頬は、これまで以上に赤く染まっていく。ゆりかは先さき程ほどの孝太郎の言葉が、厳しい訳でも意地悪を言っている訳でもない事に、気が付いたのだ。

「あっ、あのぉっ、里見さん、わたしぃ………そ、そうだっ、進路申告表っ、申告表書かないとっ！」

　そしてゆりかはぎくしゃくとしながら鞄かばんの中から一枚のプリントを取り出した。このプリントが進路申告表で、高校卒業後の進路の希望を書いて提出する必要があった。

「名前、まず名前書いてっ！　そ、それでぇ………」

　ゆりかは頭に血が上って思考が完全に空回りしており、ペンの向きを間違えたり、名前を書き損じたりと惨さん憺たんたる有り様だった。

「高校の卒業後はっ、け、結けつ婚こんして―――じゃなくてぇっ、だっ、大学っ、吉きつ祥しよう春はる風かぜ大学に入りますぅっ！」

　ゆりかは大して難しくない質問に対して、非常に大きな苦労をしながら必死に答えを考える。ゆりかの頭の中には既に明確な人生設計があるのだが、それをダイレクトに書き込む訳にはいかない。その前に、まずは吉祥春風大学。ゆりかは真っ白になった頭で懸命に漢字を思い出しつつ、答えをプリントに記入していった。

「里見君、責任重大ですね？」

　そんなゆりかを見て、晴海は楽しそうに孝太郎に笑いかける。

『さぁ、どうするの？』

　孝太郎には、晴海の瞳がそう言っているように感じられた。

「………桜庭先輩は、ゆりかの事をよく分かっているんですね？」

　こういう時の晴海には誰だれも敵かなわない。孝太郎はすぐに白旗を揚あげ、苦く笑しよう気味に肩かたを竦すくめた。孝太郎がゆりかを大事にしているのは紛まぎれもない事実なのだ。

「私だって女の子ですよ？　それに私も進路志望はゆりかさんと同じですから、分かります」

　晴海は来年、孝太郎達よりも一足早く吉祥春風大学へ進学する。だがここで晴海が言う進路志望は、その事ではない。もっとずっと先の未来に関する話だった。

「俺おれは………桜庭先輩が願うような未来を選ばないかもしれませんよ？」

　多くの少女達が自分を思ってくれている。孝太郎はそれに気付いている。そして孝太郎の方も少女達を大切に思っている。もはやそれを誤ご魔ま化かそうとは思わない。だが、だからこそ不義理は出来ない。道理に適かなった正しい選せん択たくをしなければならない。その選択は場合によっては、晴海達を傷付けるかもしれない―――孝太郎はそう考えていたのだ。

「甘あまいですよ、里見君」

　しかし晴海は動じない。彼女はほっそりとした指を伸のばし、笑え顔がおのまま孝太郎の鼻をつつく。そして深い優やさしさと強い決意を湛たたえた瞳で、じっと孝太郎の瞳を見つめた。

「私は―――ううん、私達は、里見君がどんな未来を選んでも、同じ事をするでしょう。あなた一人の選択で、私達全員を思うように動かせるだなんて、思い上がりも甚はなはだしいです」

　晴海は孝太郎がどんな未来を選ぼうとも、必ずその横を歩もうと心に決めていた。そしてそれはきっと、他の少女達も同じだろうと思っている。更さらに言えば、少女達の人間関係は、孝太郎との間にだけある訳ではない。少女達同士の間にも濃のう密みつに存在している。それが孝太郎一人の選択で覆くつがえる筈はずがない―――晴海に言わせれば、未来の結論は既に出ているのだった。

「………なんだか責任ばかり重くなっている気がします」

「あは、そう思いますよ。でも………あなたは投げ出さない」

「もう勘かん弁べんして下さい、桜庭先輩」

「ふふ、じゃあ、今回はこの辺で」

　バツが悪そうに苦笑する孝太郎。限りない優しさと深い愛情を湛えて微笑む晴海。二人を見比べれば、どちらが正しいのかは論ずるまでもないだろう。孝太郎もその事には薄うす々うす感付いている。けれど今それを受け入れるのは難しい。だから晴海は孝太郎を許す。孝太郎が今受け入れられない事も未来の選択の一つだ。だからここでも晴海の行動は変わらないのだった。










　孝太郎との会話の途中に出てきた言葉で、晴海はある問題を思い出した。それは差し迫せまった重大な問題で、早さつ急きゆうに解決する必要があった。そこで晴海は話題の転てん換かんも兼ねて、それを孝太郎に相談する事にした。

「そうだ里見君、未来と言えば、そろそろ決めないといけない事がありましたね」

「決めないといけない事？　なんですか？」

「この編み物研究会の次期会長ですよ」

　現在編み物研究会の会長は晴海なのだが、彼女は三年生なのでもうすぐ卒業する。だから彼女が卒業する前に、次の会長を決めねばならなかったのだ。するとその話を聞きつけて、これまでプリントと格かく闘とうしていたゆりかが顔を上げた。

「次の会長はぁ、里見さんですよねぇ？」

　幾いくらか時間が経たったおかげで、ゆりかは普段の調子を取り戻もどしていた。編み物研究会は晴海を除くと孝太郎とゆりかの二人だけ。そうなると必然的に次期会長は孝太郎だろう、というのがゆりかの考え方だった。自分が頼りないという自覚はあったのだ。

「私もそれがいいと思うんですが」

「うーん………」

　ゆりかと晴海は次期会長は孝太郎で決まりだと思っている。しかし当の孝太郎は乗り気ではないようで、両りよう腕うでを組んで考え込んでいた。

「やりたくないんですか？」

　晴海は孝太郎の反応をそう解かい釈しやくした。孝太郎がそう考えるのは無理もないが、一緒に活動してきた研究会なので寂さびしくもある。晴海は軽く眉まゆを寄せ寂しげにしていた。だが乗り気ではない理由はそうではなかったから、孝太郎は晴海の様子を見ると慌あわてて首を大きく左右に振ふった。

「そういう意味じゃなくてですね………桜庭先輩、正直なところ、編み物研究会の会長が俺で、入ってくれる新入生がいると思いますか？」

「えっ？　私なら喜んで入りますけど………」

　晴海は軽く首を傾かしげ、不思議そうにする。彼女には孝太郎が会長を務める研究会に入らない道理はなかった。

「それは桜庭先輩が俺の事を個人的に良く知っているからでしょう？」

「新入生の人達はぁ、里見さんの事を知らない人達ですよねぇ？」

「だから絶対、怪あやしい研究会だと思って入会を思い止とどまると思うんですよ」

　孝太郎が心配していたのは、自分の性別と風ふう貌ぼうだった。編み物研究会という名前と活動内容の温おん厚こうさに比べると、背が高くしっかりした体格の孝太郎はイメージが大きくかけ離はなれている。だから孝太郎は自分が会長では、新入生が尻込みして入ってくれないのではないか、そんな風に考えたのだ。

「………それを認めるのは、一人の女の子として抵てい抗こうがあります」

　晴海は孝太郎の事が大好きなので、新入生が孝太郎を怖こわがると認めたくはなかった。しかしその可能性が高い事もまた事実。孝太郎の本質はともかく、どうしても表面上の誤解は生じてしまう。晴海としてはもどかしい状じよう況きようだった。

「里見さんはぁ、ぬぼーんっておっきいしぃ、いつも怖い顔してるしぃ、何かと意地悪するしぃ、すぐに叩たたくしぃ、新入生は絶対怖がりますぅ」

　しかしゆりかはそうではないようで、孝太郎の欠点をあげつつ、うんうんと繰くり返し頷うなずいていた。ゆりかが孝太郎に対して優位に立つ事は滅めつ多たにないので、彼女はここぞとばかりに強気だった。

　ぽかっ

「それはお前だからだ」

「ほらぁっ、すぐそうやって意地悪を言うじゃないですかぁ！　それに叩くしぃ！」

「新入生には絶対にやらん」

「あ～やしいなぁ～～～」

　ぽかっ

「すっ、すびばせんでしたっ、いいすぎましたっ」

「結構」

　だがゆりかが優勢であったのはほんの数十秒間だけだった。孝太郎はすぐに主導権を取り戻すと、話の流れを元に戻した。

「ともかく、次期会長は俺じゃない方がいいと思うんです」

「でも、里見君ではない場合、新しい会長は―――」

「そういう事です。………ゆりか、頼たのむぞ」

「ほへ？」

　新会長は孝太郎だと頭から思い込んでいたゆりかは話の流れが理解できず、目を丸くする。何を頼まれているのか、ゆりかには全く分かっていなかった。

「何妙みような顔してるんだ。俺が駄目なら、お前が会長に決まってるだろ」

「えっ、えっ、えええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?　私ですかぁぁぁぁぁぁっ!?」

「どうしてそこに気付かないんだ、お前は………」

　編み物研究会の会員は晴海を除くと孝太郎とゆりかの二人だけ。当然、新会長はそのどちらかという事になる。孝太郎が駄目ならゆりかしかいないのだ。

「むっ、むっ、無理ぃっ、無理ですよぉっ！　私が新しい会長だなんてぇっ、絶対に無理ですぅっ!!」

　ようやく事情が呑のみ込めたゆりかは懸命に首を横に振った。そのおさげが左右に大きく揺ゆれる。自分が会長になるなど想像もつかなかったし、上う手まくやる自信もなかった。

　するとそんなゆりかの両りよう肩かたに孝太郎が手を置いた。孝太郎の大きな手は、ゆりかの身体をがっしりと支えた。

「心配するな、あくまで名目上だ」

「へっ？　名目、上？」

「実際の仕事は俺が全部やってやる。その代わり部活紹しよう介かいで演説する時とか、そういう対外的な行事にはお前が会長として出てくれ。それで大分印象がまともになる筈だ」

　だが孝太郎も重責の全てをゆりかに押おし付けるつもりはなかった。緊急時はともかく平時のゆりかがリーダーに向かない事は孝太郎もよく分かっている。だから実務は孝太郎が取り仕切り、対外的なイベントの時に限ってゆりかに会長役をさせる。そうやって会長を二に人にん三さん脚きやくでこなす事で、孝太郎は見た目の印象を和らげようという魂こん胆たんなのだった。

「そ、それぐらいならぁ………」

「とはいえ、ちょっとぐらいは編み物の練習もしてくれよ？　仮にも会長になるんだからな」

「がんばりますぅ」

　新入生の勧かん誘ゆうを始めとする、イベントの時だけであれば、ゆりかもやれそうな気がしていた。また、孝太郎がバックアップしてくれるという事も、ゆりかを安心させる要素の一つだった。それに来年新しい会員が確保できなければ編み物研究会が消しよう滅めつするので、あらゆる手を打たねばならない。ゆりかもそれがよく分かっていた。

「それにしても、会長さんになって学内行事に参加かぁ………」

　ゆりかはしみじみと呟つぶやく。

「どうした？」

　孝太郎がその顔を覗き込むと、ゆりかは笑顔を作った。深刻な話ではないのだ。

「そうなると、私が魔法少女の格好をする事もないんだなぁって」

　ゆりかはこれまで、学内で行事がある毎ごとに、コス研の一員として参加してきた。しかし編み物研究会の会長として学内行事に参加する場合、コス研の手伝いは出来なくなる。だがゆりかが編み物研究会の会長役を求められる学内行事はそう多くはないし、コス研の活動の場は主に学外イベントなので、実際は微び々びたる変化しかない。けれど一年以上続けてきた事なので、安あん堵どと寂しさが半分ずつという、ちょっとした感かん慨がいがあるのだった。

　―――魔法少女の格好をする事はないだって!?　嘘うそだろ、虹野っ!?

　そしてこのゆりかの言葉に狼ろう狽ばいしたのが、コス研の新入会員の少女だった。

　彼女は偶ぐう然ぜん、三人が座っているベンチのすぐ後ろを通りかかった。楽しそうにしていたので、気を遣つかった彼女はゆりかに声をかけずにその背後を通り過ぎた。

　しかしそこから離れる直前に耳へ飛び込んできたゆりかの一言は、どうしても無視出来なかった。話の最後の部分だけを聞いた彼女は、ゆりかがコスプレを辞やめると勘かん違ちがいし、大おお慌あわてでコス研の部室へ向かったのだった。










　新入会員から『ゆりかが魔法少女をやめる』という報告を聞いたコス研は大きく動どう揺ようしたものの、それでも最初に出た反応は否定の言葉だった。

「そんなまさかっ、嘘でしょ!?」

　ゆりかが魔法少女のコスプレにどれだけの情熱を注いでいるのかはコス研の誰もが知るところだ。だからゆりかはコス研の中でも一目置かれる存在だった。ゆりかならきっと生しよう涯がいを魔法少女のコスプレに捧ささげるのだろうと、誰もが信じていたのだ。だから会長の口から飛び出した言葉は否定の言葉となり、それは研究会の総意でもあった。

「嘘なもんかっ！　あたしがこの耳で聞いたんだっ、間違いないっ！」

　そしてそれはこの報をもたらした新入会員にとってもそうだった。自分の耳で聞いた事が信じられず、彼女は苛いら立だっていた。

「それが本当だとして、どうしてなの!?」

「知るかよ！　男でも出来たんだろっ！」

　代々コス研に言い伝えられている『コスプレイヤーが引退する十の理由』によれば、最も有力な引退理由は『交際相手が出来る事』だった。

　交際相手が出来ると、私生活の充じゆう実じつにより相対的にコスプレの価値が下がり、コスプレに割さかれる時間が減っていく。一度そうなるとあとは悪あく循じゆん環かんで、急激にコスプレに対する情熱を失う。逆に彼かれ氏しに見せる為のコスプレは増えるのだが、積極的に新規の衣装を作る理由がなく、創造性が失われてしまう。彼氏がコスプレイヤーやカメラマンである場合など一部の例外は存在するが、多くの場合、彼氏の出現はコスプレイヤーとしての死を意味するのだった。

　こうした事情で、コス研では男性関係は蛇だ蝎かつのように嫌きらわれている。だから新入会員の少女が『男が出来た』と口にした瞬間、部屋の温度がグッと下がった。

「そういえば、虹野さんのクラスには有名な女たらしがいたわね」

「マッケンジー先輩ですか？　まさか………あの人には今ちゃんとした交際相手がいる筈ですよ？」

「分からないわよ………男なんてみんなケダモノなんだから」

　コス研の少女達は口々に噂うわさ話ばなしを始める。その槍やり玉だまに挙がったのはやはり賢けん治じで、彼の女性関係の悪評は着実に学内全体に広がっている様子だった。

「みんな落ち着いてちょうだい！」

　動揺する仲間達を見かね、前会長が声を張り上げた。長年コス研を支えてきた彼女に対する信しん頼らいは絶大で、研究会の少女達は噂話を止やめ、彼女に視線を向けた。

「ゆりかちゃんの言葉が真実だとしても、その理由はまだ分からないわ！　慌てて騒さわぐ前に、まずはそれを確かめましょう！」

　ゆりかが口にしたという『魔法少女をやめる』という言葉が真実なのだとしても、その理由ははっきりしていない。本当に交際相手が出来たのなら大問題だが、家庭の事情などという場合も考えられる。噂話を先行させるよりも、まずは真相の究明こそが第一。この理り屈くつは誰にも正しく感じられ、結果的にコス研の少女達の動揺は収まっていった。

「しかし先輩、確かめるって言っても、どうやって？」

　新会長が話を先に進める。これもコス研の言い伝えなのだが、特定の交際相手が出来た場合、直接尋たずねても返答は得られない。多くの場合、交際それ自体を隠かくそうとするのが基本的なパターンだった。

「ふふふ、私達はコスプレイヤーよ。コスプレイヤーらしいやり方で、ゆりかちゃんの私生活を探さぐればいいのよ！」

　彼女達はコスプレ研究会。その実力をフル活用すれば、変装も容た易やすい。彼女達には隠おん密みつ裏りにゆりかの私生活を探る事も、そう難しい話ではないのだった。










　警察官、ナース、コンビニ店員、ウェイトレス、その他諸もろ々もろ。コス研のコスプレレパートリーの中には一いつ般ぱん的てきな職業も数多く含ふくまれていて、その衣装は部室の倉庫内に多数用意されている。彼女達はそれらを身に着けてゆりかの追つい跡せきを開始した。本人を問い詰つめるよりも、生活を覗き見る方が確実に真相を暴あばく事が出来る。思想的なリーダーの裏切りとも目されている事件なので、少女達の意気は揚がっていた。







「ねえ、里見さん、綺き麗れいなお花がいっぱい咲さいてますよ」

「もうそういう時期か………秋だもんな」

「食べられるお花ですかねぇ？」

「食う事ばかり考えるな!!　お前の秋は食欲の秋だけか!?」

「だってぇ、いつ貧びん乏ぼう暮らしに戻るか分からないじゃないですかぁ」

「お前はもう、貧乏暮らしにはならん」

「………あのあのぉ、そ、それってぇ、里見さんが………ずっと養ってくれる、から、ですかぁ？」

「………」

「え、えと………えと………えへへへっ」

「………馬ば鹿かな事言ってないで、さっさと行くぞ」

「たいやきですよね？　えへっ、えへへへへっ」







「桜庭先輩の身体ってぇ、どこが悪いんですかぁ？」

「どこというより、全体的にだな。身体に無理をさせるだけの余力がないんだ」

「………だから、動き回ったりすると倒たおれてしまうんですね………」

「でも、もう心配ないだろ」

「えっ？」

「いつもお前が一緒だから安心だ」

「さとみさん………」

「違うのか？　親友なんだろう？」

「………い、いいえっ、違いませんっ！　虹野ゆりか、粉ふん骨こつ砕さい身しんして励はげみます！」

「結構結構」

「ねぇ、里見さん」

「うん？」

「なんだか今、とっても優しいですね？」

「茶ちや化かしていい話題じゃないだろ」

「だったらあの、桜庭先輩の診しん察さつが終わるまで、手、握にぎっててもいいですか？」

「………好きにしろ」

「はいっ！」







「桜庭先輩、たいやきですよぉっ、たいやきぃ！　らんららーん♪」

「ゆりかさん、ご機き嫌げんですね。何かあったんですか？」

「特に何も」

「そういう風には見えませんけど」

「ゆりかが桜庭先輩の身体の心配をしていたから、親友のお前が一緒にいるんだから心配要いらないだろって言ったら、以降あの調子です」

「それは何かあったって言うんですよ、もぅ………里見君ったらぁ………ふふふ」

「………俺には女心は分かりません」

「分かっていないのに、必要な事が出来ているから、ゆりかさんは里見君が大好きなんですよ。里見君が何もかも計算尽ずくの人だったら、好きになったりしません」

「桜庭先輩………」

「もちろん、私もですよ？」

「………」

「ほらほらぁっ、里見さんも桜庭先輩も早く早くぅっ!!　信号変わっちゃいますよぉっ!?」

「ほら、里見君、お呼びですよ」

「………はい」

「早く行かないと、たいやきが冷めちゃいますよぉっ！」

「買う前に冷める訳ないだろっ！」

「ふふふ………」







「んじゃ、買ってきます」

「行ってらっしゃい、里見君」

「たいやきが冷めないうちに帰ってきて下さいねぇ？」

「買ってすぐ冷める訳ないだろ！」

「わかりませんよぉ、里見さんすぐ意地悪するからぁ」

「馬ば鹿か者もの！」

　ぽかっ

「いたっ!?　ほらぁっ!!」

「自じ業ごう自じ得とくだ。それじゃホントに行ってきます」

「………まったくもぉ………すぐ実力行使なんだからぁ………」

「ふふっ」

「笑い事じゃありませんよぉ」

「でも、大好きなんですよね？」

「………うぅ………はいぃ………」

「ゆりかさんは、里見君のどこが好きなんですか？」

「………えと………里見さんはぁ、私の駄目なところを全部知ってるのにぃ、必要だって思ってくれてるんですぅ………なかなか、言葉にしてはくれませんけどぉ………」

「里見君は男の子ですから、言い難にくい事もあるんですよ。それに………言葉にしたら価値が薄うすれる事って、あると思いませんか？」

「はい………今は、凄すごくそう思いますぅ」







「あっ、里見さんのたいやきの方が大きくないですかぁっ!?　交こう換かんして下さい!!」

「大きい訳ないだろ!!　同じ型で焼いてるんだぞ!?」

「ほらぁっ、厚みが全然違うじゃないですかぁっ！」

「それはお前が中のあんこだけ吸ったからだろ！」

「里見さんのも吸ってみれば分かりますよ。むちゅ～～～～」

「吸うなっ!!」

　ぽかっ

「ぷはぁっ………ほらぁ、やっぱりおっきいですよぉ？」

「そりゃあな。ちょっとしか吸わせなかったからな」

「………んー………はぐっ」

「わー!?　桜庭せんぱーいっ!?」

「はぐはぐ………里見君、やっぱりここのたいやきは美味しいですね。尻尾しつぽの先まであんこたっぷりです」

「………あぁ………尻尾がなくなっちまった………」

「里見さん、やっぱり私自分のを食べますぅ」

「そうだろうなっ、そうだろうともっ!!」







　だがコス研の少女達たちに勢いがあったのは最初だけだった。ゆりかの暮らしぶりを眺ながめるうち、真実を追求しようという意志の力が急激に削そがれ、代わりにフラストレーションだけが高まっていった。

　ゆりかは仲良しの親友と彼氏に恵めぐまれ、代わり映ばえはしないけれど、底そこ抜ぬけに明るく楽しい毎日を送っている。それはコス研の少女達に限らず、誰もが思い描えがくような理想の高校生活だった。

「なっ、なんなのよこれはぁっ!?」

「裏切りよぉっ、これはコスプレイヤー全体に対する重大な裏切りだわぁっ!?」
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「虹野さんは堕だ落らくしたのよっ！　恋こいに魂たましいを売ったんだわっ！」

「道理でコスプレを止める訳だわっ!!　これ以上何を望むって言うのよぉっ!?」

「神様っ、どうかゆりかちゃんに天てん罰ばつをををををっ!!」

　そんなゆりかに比べて、自分達は一体何をしているのか。コス研の少女達のイライラが急激に高まっていくのも当たり前だろう。

「み、みんな落ち着いてっ、まだ結論が出た訳じゃないでしょうっ!?」

　新会長は必死に仲間達をなだめようとする。彼かの女じよは新しく会長になったという責任感の分だけ、辛かろうじて冷静さを保っていた。しかしもはや、彼女の言葉だけでは仲間達を止める事は出来なかった。

「もぉうっ、がまんできなぁぁああぁぁぁぁいっ!!」

「ああっ!?　駄目ですせんぱぁ～～～いっ!!」

『うおぉぉおおぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!』

　新会長とは逆に責任から解き放たれた前会長が、先せん陣じんを切って走り出す。向かう先にはもちろんゆりかがいる。直接問い詰めようというのだ。するとコス研の少女達もそれに続く。新会長の制止はもはや誰の耳にも届かなかった。

『おおおおぉおぉおぉぉおぉぉぉぉぉぉっ!!』

「きゃああぁあぁぁぁっ、なんですかぁっ!?」

「ゆりか！」

　突とつ然ぜん沢たく山さんの少女達に取り囲まれたので、孝太郎は反射的にゆりかを背後に庇かばった。ゆりかの方も孝太郎に縋すがるようにして身体を縮こまらせる。その様子がなおの事コス研の少女達の気持ちに油を注ぐ。今や少女達の心は化学工場の火災並みに燃え上がっていた。

「コ、コス研の皆みなさん!?　何事ですかぁっ!?」

　顔を見て正体が分かったおかげで若じやつ干かん気持ちが落ち着いたものの、コス研の少女達の異様な雰ふん囲い気きにゆりかは怯おびえていた。

「ゆりかちゃんっ、正直に答えてっ！」

　目を血走らせ、眼鏡めがねをギラギラと輝かがやかせながら、前会長が一歩ずつゆりかに近付いていく。すると他の少女達もじりじりと包囲の輪を狭せばめていった。

「か、かまいませんけどぉ………？」

　ゆりかはその迫はく力りよくに押されて一歩後退した。しかし孝太郎を抱だき締める力は少しも緩ゆるめなかったから、孝太郎も一いつ緒しよに下がる形になる。そしてそれが更に少女達の感情を逆さか撫なでしていた。

「編み物研究会の会長になるって本当なのっ!?」

「はっ、はいっ、その予定ですぅ」

　前会長の声は、まるで地じ獄ごくの悪あく魔まのそれのようだった。ゆりかの経験上、こういう相手には逆らわない方がいい。ゆりかは素す直なおに質問に答え、首を縦に振った。

　―――なるほど、それを心配して様子を見に来てくれたのか………。

　ゆりかはまだ怖がっていたが、孝太郎はここで緊きん張ちようを解いた。コス研の少女達は別にゆりかをどうこうしようという気はなく、むしろその逆だったと気付いたのだ。

「ゆりか、大だい丈じよう夫ぶだ」

「里見さん？　………は、はい」

　ゆりかはまだよく分かっていない様子だったが、孝太郎が軽く手を握ってやった時点で緊張を解いた。孝太郎が大丈夫というのなら大丈夫だろう、ゆりかは孝太郎の判断を信用していた。

「里見さんと二人で、編み物研究会の活動をするっていうのねっ!?」

「新入会員がなければそうなる予定ですぅ」

　ぽかっ

「そんな弱気でどうする」

「あいたぁっ!?　………里見さんは私と二人だけは嫌なんですかぁ？」

　落ち着きを取り戻したおかげで、ゆりかと孝太郎のやり取りはコス研の少女達がやってくる直前の雰囲気に戻り始めていた。多少ぎこちなくはあったのだが、遠からず完全に元に戻るに違ちがいないだろう。

「おう。このままじゃ研究会潰つぶれちまうだろ」

「あは、私と二人だけなのが嫌なんじゃないんですねぇ？」

「ほ、ほっとけよっ」

「………優しくして下さいねぇ？　えへへへっ」

　ゴンッ

「ずびばぜん、わるノリがすぎばした………」

「分かれば結構」

　そして間近でゆりかと孝太郎のやり取りを目にする事となったコス研の少女達は、あっという間に燃え上がっていた激情を鎮ちん火かさせた。

「全くお前という奴やつはもー………」

「里見さん、出来れば涙なみだだけじゃなく、鼻水も拭ふいて下さい」

「ったくぅ………ちょっと顔上げろ」

「ふぁ～い」

『………あ～～～………』

　驚おどろきと困こん惑わく、真実の追求、強きよう烈れつなフラストレーション。そうやって段階を経て変化してきたコス研の少女達の感情は、最終的にあるマイナスの感情に落ち着いた。

「………いいなぁ………」

「………私にもああいう人現れないかなぁ………」

「………無理無理、ああいうのって競争率高いじゃん………」

「………神様って不公平だよね………」

　それは圧あつ倒とう的てきな敗北感だった。正確には、火力が強過ぎて燃え尽つきたというべきかもしれない。

　ゆりかと孝太郎があまりに自然と恋こい人びと同士のように振る舞まうので、至し極ごくあっさりとコス研など眼中にないのだろうと思わされてしまったのだ。自分がゆりかの立場なら、きっとそうだと思うから。

「………かえろっかぁ………」

「………うん………」

「………あぁ～あ、来て損しちゃったなぁ………」

　少女達は女性としての敗北感を覚えながら、とぼとぼと去っていく。だがゆりかはそれに気付く事はないだろう。彼かの女じよ達はその事もよく分かっている。あれだけ幸せな環かん境きようで暮らしていて、去っていくコス研の少女達に気付くとは思えないのだ。

「お前、ちゃんとしてれば可愛かわいいんだから、身だしなみは気を付けろよ？」

「ええっ!?　里見さんっ、私って可愛いですかぁっ!?」

「うわっと!?　そ、それはだなぁ………あれっ、コス研の人達どうしたんだ!?」

「そんなのでは騙だまされませんよぉ！　ちゃんと言って下さいぃ！」

「嘘じゃないって。見てみろ」

　グキッ

「きゃああぁあぁぁぁっ!?　いたたたっ、あいたたたたたっ!!」

「あ、すまん」

「すまんじゃないですよぉっ、もぉぉぉぉっ！」

「でも、ホントだったろう？」

「それは………そうみたいですねぇ。凄く痛いですけど」

「桜庭先せん輩ぱい、コス研の人達はどうしたんですか？」

「えーと………しばらくそっとしておいてあげて下さい」

　晴海は苦く笑しようするばかりで何も答えなかった。一歩引いて騒そう動どうの流れを見ていた晴海にはコス研の事情がおぼろげに分かっていた。しかし彼女はその事をあえて孝太郎達には伝えなかった。今コス研の少女達を呼び止める事は、傷口に塩を塗ぬり込むような行こう為いだという事も分かっていたのだ。

「はぁ」

「分かりましたぁ」

　晴海の言う事なので、二人は素直に従った。代わりに孝太郎とゆりかは不思議そうに顔を見合わせる。急にやってきて急に去っていったコスプレ研究会の少女達が、不思議でならないのだった。

「………それにしても………」

　晴海は再び去っていくコス研の少女達の背中に目を向ける。

　―――普ふ通つうの人達からすると、私達の関係は恋人同士のように見えるのね………。

　恐おそらく、ゆりかに限った話ではないだろう。孝太郎達の関係は、無関係の人間からは恋人同士のように見えるのだ。それが確かく認にんできたから、晴海はコス研の少女達を可か哀わい想そうだと思いつつも、少しだけ満足しているのだった。










　翌日になっても、コス研の少女達はショックを引ひき摺ずっていた。やはり理想的な高校生活を見せ付けられたショックは大きく、新しいコスチュームの作製にも身が入らない有り様だった。

「………きっとさー、ああいうのを青春って言うんだよねぇ………」

「………でしょうねー………」

「………それにお相手は青騎き士し様だしねー………」

「………超ちよう絶ぜつ恵めぐまれてるよねー………」

「………漫まん画がやアニメじゃしばしば見かける光景なんだけどさー、実際目の前でやられるとショックだよねー………」

「………青春は二次元だけのフィクションだと思ってたのになぁ………」

「………結局さぁ、コスプレなんてそのフィクションと一体化したいが為ための代だい償しよう行こう為いでしかないんだよねぇ………」

「………そーかも。やぁな現実に気付いちゃったなぁ………」

「………そりゃあさぁ………三次元の青春を選ぶよねぇ………」

　コス研の少女達は何の活動もせず、机や椅い子すにぐったりと寄り掛かかるようにして、無む為いな時間を過ごしている。ゆりかのあまりに幸せそうな日常を目にした事で、自分達の日常を必要以上に過小評価して一方的に落ち込んでいる、そういう状況だった。

　だが、ここで彼女達の予想だにしていなかった事が起こる。

「こんにちはぁ！　今日も張り切って頑がん張ばりますよぉ！」

　問題のゆりかがドアを開けて部室に飛び込んできたのだ。

「まさかっ!?」

「ゆりかちゃんっ!?」

　会長と前会長が驚きよう愕がくの表情で立ち上がる。立ち上がったのはその二人だけだったが、他の会員達も二人同様に驚きの表情を浮うかべていた。

「あれぇ？　みなさんどうしたんですかぁ？　なんだか様子が変ですよぉ？」

　ゆりかは部室に満ちた奇きみ妙ような空気を感じ取り、不思議そうに目を瞬またたかせる。かつてとは違って、多少周囲の空気が読めるようになったゆりかだった。

「………あ、あの、ゆりかちゃん、どうして？」

　そんなゆりかに、前会長が代表して話し掛ける。愛用の眼鏡の位置を直しながらである事が、彼女の動揺の大きさを如によ実じつに表していた。

「どうしてって、何がですかぁ？」

　ゆりかはもう一度目を瞬かせる。やはり状況はよく分からない。

「会長になるから、編み物研究会に専念するんじゃなかったの？」

　だが前会長がその言葉を口にした瞬しゆん間かん、ゆりかはコス研の人々が何を驚いているのかを理解した。

「………ああ！」

　コス研の人々は、ゆりかが編み物研究会の会長になって、コス研を引退すると考えている―――それに気付いたゆりかは、微ほほ笑えみながら首を横に振った。

「えっとぉ、確かに会長にはなるんですけどぉ、実質的には里見さんが会長ですぅ」

「里見さんが？」

　今度はコス研の少女達が瞬きをする番だった。ゆりかはそれを眺めながら、笑え顔がおで説明を続けた。

「男の人が会長じゃあ新入会員が入り辛づらいだろうからぁ、私は校内の特別なイベントの時だけ会長さん役なんですぅ。雇やとわれ会長さんですねぇ～」

　ゆりかはニコニコと笑いながら説明を終えた。一人で会長をやらせられるのなら困った問題だったが、孝太郎と二人三脚なら楽しみでもある。ゆりかの笑顔は輝いていた。

「そ、そうだったんだ………」

　コス研の少女達の頭に、ゆりかの言葉が染しみ込んでいく。すると彼女達は自分達の勘違いに気付き、元気を取り戻もどしていった。

「誰だれよ、虹野さんが魔ま法ほう少女やめるなんて言ったのぉっ！」

「ごめん、あたしだ………」

「またあんたの早とちり!?　しっかりしてよぉっ、もぉっ!!」

「ごめんごめん、悪気はないんだって！」

　コス研の少女達にとって、ゆりかがコスプレを辞めるという事が最大の問題だった。おかげでゆりかが辞めないと分かった段階で、大分普ふ段だんの調子を取り戻しつつあった。

「ふんふ～ん♪」

　ゆりかは元気を取り戻したコス研の少女達の様子に満足すると、部室の端はしに置かれている大きな戸と棚だなに近付いていく。その戸棚は共用のアクセサリー類がしまわれており、コス研の会員なら自由に使っていい決まりになっていた。

「あら、ゆりかちゃん、珍めずらしいわね？」

　戸棚を開けて中を覗のぞき込んでいるゆりかの様子に気付き、前会長が笑顔で近付いていく。前会長の知る限り、これまでのゆりかは小物類などには無む頓とん着ちやくで、ストイックなまでに正義の魔法少女スタイルに拘こだわっていた。だからゆりかが小物に興味を持つのは初めての出来事だった。

「えへへへ………ちょっと、可愛くしてみようかと思ったんですぅ」

　ゆりかはちょっとだけ頬ほおを赤らめながら、順番にアクセサリーを手に取っていく。そして時々鏡を覗き込みながら、自分に似合いそうなものを選び始めた。

「遂ついに新たなスタイルを模も索さくするのね、ゆりかちゃん！」

　ゆりかの熱心さに感動した前会長は、その瞳ひとみと眼鏡を輝かせつつ、ゆりかの隣となりに並ぶ。ゆりかのアクセサリー選びを手伝おうというのだ。

「そ、そんな大それたものじゃあ………ただぁ、里見さんが可愛いって言ってくれたからぁ、もう少し可愛く出来たらなぁって………」

　ゆりかは顔を真っ赤に染め、酷ひどく恥はずかしそうにそう言った。ゆりかは人格面の成長と共に、女性としての部分も成長している。自分と孝太郎の為に可愛くなりたい。そんな想おもいが芽生えていたのだ。

「………がっ………」

　しかしゆりかがそう言った瞬間、部室の空気は凍こおり付いた。少女達はゆりかのこの言葉で気付いてしまったのだ。ゆりかはコス研を辞めないが、自分達とは比べ物にならない、素す晴ばらしい日常を生きている事には変わりないと。

「あれっ？　皆さんどうしたんですかぁ？　また変ですよぉ？」

　ゆりかはまたおかしくなった少女達の様子に、再び目を瞬かせる。ゆりかは自分の言葉が少女達にショックを与あたえたとは少しも思っていないのだ。

「ちくしょ～～～！」

「エリートはエリートなのかぁぁぁっ!!」

「結局格差は残るのよぉぉぉっ!!」

「嘘だぁっ、こんなの嘘だぁぁっ、神様ぁぁぁっ!!」

　少女達は妙みように興奮した様子で口々に叫さけび始める。中には机を両手で叩たたく者もいた。見た感じからすると怒いかりのやり場がないというような雰囲気なのだが、ゆりかにはその理由がさっぱり分からない。今日は分からない事だらけだった。

「ゆりか、どうしたの？」

　そんな時、真ま希きが部室に姿を現した。真希もコス研に所属しているのでやってきたのだが、部室の異様な雰囲気に困惑している様子だった。

「真希ちゃん………それがさっきからみんなの様子がおかしいんですぅ。理由はよく分かりませぇん」

「ふぅん………まぁ、元気なのは良い事じゃないかしら？」
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「それもそうですねぇ………そうだ、真希ちゃんも一緒にぃ、アクセサリーを選びませんかぁ？」

「私は別に―――」

「里見さん、きっと可愛いって褒ほめてくれると思いますよぉ？」

「―――興味があるわ。早さつ速そく始めましょ」

「はいですぅ」

　やがてゆりかと真希は一緒にアクセサリーを選び始めた。そんな二人の様子からは、深い友情の絆きずなが感じられる。そして同じ男性を思う、ほのかな恋こい心ごころも。それもまた青春の一ページ。だからコス研の少女達は叫ぶのだ。

『ちくしょ～～～!!　青春が何だバカヤロ～～～!!』

　そしてコス研の少女達は、凄すさまじい勢いで文化祭の準備に取り掛かった。それはゆりかに関する一件を通して、自分達にはコスプレしかない、コスプレが全てなのだと、理解するに至ったからだった。

「何かしら？」

「さぁ………」

　文化祭までは一ヶ月を切った。だがこれだけの熱意と団結力があれば、成功は間ま違ちがいないだろう。コスプレ研究会は、その活動に限れば、順調そのものだった。







Episode 2　ルース＆早苗・イン・ワンダーランド







　それはよく晴れて気持ちがいい、秋の日の午後の事だった。ルースが買い物を終えて一〇六号室へ戻ってくると、部屋の真ん中で孝こう太た郎ろうが大の字になって眠ねむっていた。この日は土曜日で高校は休み。孝太郎は朝からアルバイトへ出で掛かけていて、ついさっき帰ってきたばかり。シャワーを浴びてリラックスしたところに、秋のぽかぽかした日差しが窓から降り注ぎ、眠気を誘さそわれた孝太郎は昼ひる寝ねを始めたのだった。

「ふふっ、おやかたさまったら………」

　ルースは買い物袋ぶくろを台所に置くと六畳間へ入っていく。そして押おし入いれからタオルケットを引っ張り出すと、孝太郎の身体にかけてやった。そうしている間中、ルースの瞳は優やさしく穏おだやかで、生まれついての心優しい性格がよく表れている。眠る孝太郎と同じく彼女も無防備だった。

「へぷしっ」

　ルースがタオルケットをかける時に軽く鼻先を掠かすめたせいで、孝太郎はくすぐったくなって小さくくしゃみをした。それで孝太郎が目覚める事はなかったが、その動きのせいで胸のあたりのタオルケットがめくれてしまった。

「もう………ふふふ………」

　小さく笑いながらルースは孝太郎のすぐ傍そばに座すわり、両手を伸のばして乱れたタオルケットを元に戻した。

「あっ………」

　覆おおい被かぶさるようにして胸のあたりのタオルケットを弄いじっていたので、ルースは孝太郎の胸に手を添そえ、まるでキスでもしようとしているかのような姿をしていた。その事に気付いた彼女は、顔を赤くしてそのまま動きを止めた。

　―――ええと、これは………そのぉ、意図的という訳ではなくて………。

　ルースは頭の中で必死に言い訳を始めた。やろうとしてやった訳ではないのだが、貞てい操そう観念の強いルースにはこれはいささかはしたない行動に思える。彼女にとって、腕うでを組んで歩いたりするのとは次元が違う重みがあった。だが恥ずかしい反面、本当に大好きな相手なので止めたいという訳でもない。ルースはずっとこの距きよ離りで向かい合っていたかったし、できれば物理的な距離をもっと詰めたかった。それは丁度、ルースと孝太郎の唇くちびると唇の間の距離分ぐらい。ルースの視線は孝太郎の唇に釘くぎ付づけとなり、身体は勝手に孝太郎に顔を近付けていく。この時のルースの表情は、まるで夢でも見ているかのような、ぼんやりと曖あい昧まいで甘あまい雰囲気だった。

「きゃーきゃーきゃー！　ちっ、ちがっ、そんな大それた事をっ！　しかも寝込みを襲おそうようなやり口でっ！　だめだめだめっ、そんなのいけませんっ!!」

　もう少しで唇同士が接せつ触しよくするという時になって、ルースは我に返った。決定的な瞬間を前にして、彼女の生き真ま面じ目めな性格が辛うじてブレーキをかけたのだ。ルースは自分が何をしようとしていたのかを思い、恥ずかしさでどうにかなってしまいそうだった。自他共に認める真面目な自分が、我を忘れるほど一人の男性を好きになっているという事が信じられない。出来れば畳をめくってその下に隠かくれたいぐらいだった。

　―――でもよかった、虚むなしい事をせずに済んで………。

　そしてその反面、ルースは安あん堵どしていた。ルースが欲ほしいのは気持ちであって、行為そのものではなかったから。

　―――恋人同士ならともかく………そんな事………既すでに恋人同士より親しいような気がしなくもありませんけれど………最初が一方的ではあまりに………。
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　寝込みを襲い、一方的に行為を強しいるのはあまりに虚しい。既に恋人同士ならばそれでもいいのだろうが、今はそうではない。真面目な彼女だから、それでは後で後こう悔かいするに違いなかった。

「………おやかた、さま………」

　やがてルースは指先で孝太郎の頬をつんつんと突つつき始めた。ルースは自分一人で恥ずかしい思いをして大おお騒さわぎしたのは孝太郎のせいでもあると思っている。これは言いがかりに近いものなのだが、多少の悪戯いたずらをするぐらいは許される気がしていた。

「………えい、えいえい………ふふ………参ったか、おやかたさま………」

　日ひ頃ごろは従順で自己主張が少ないルースなのだが、この時は非常に楽しげに孝太郎への悪戯を繰くり返していた。誰も見ていないという安心感が、その背中を押おしていたのだ。

「ん、んんぅぅぅうぅぅぅ………」

　だが唐とう突とつにルースの手が止まる。孝太郎が寝ね苦ぐるしそうに表情を歪ゆがめたからだ。

「………しまった、調子に乗って………済みません、おやかたさま………」

　再び我を忘れてしまっていた事を反省し、ルースはここで悪戯を止めた。

「そうだ、こうすればきっと………」

　そしてルースはやり過ぎた償つぐないにと、孝太郎に膝ひざ枕まくらをしてあげる事にした。そうすれば少し寝ね易やすくなるので、失敗を帳消しに出来る筈はずだった。ルースは孝太郎の頭の下に自分の膝を滑すべり込ませると、間近から孝太郎の顔を見下ろす。

　―――これは、仕方がありませんよね。この方がよく眠れる筈なのですから………。

　ここは自宅なのだから、本当は押入れから本物の枕を取り出した方がいい。けれどルースは恋をしている少女であったから、その事には気付かないふりをした。










　早苗が一〇六号室へ駆かけ込んで来たのは、ルースが帰ってきた時から三十分ほど後の事だった。両親に買って貰もらったばかりの、フードにウサ耳がついたパーカーを自じ慢まんしたくて弾だん丸がんのように駆け込んで来たのだ。

「孝太郎孝太郎！　見て見てっ、可愛いでしょっ！」

「サ、サナエ様っ!?」

　これに驚いたのはルースだった。眠っている孝太郎に膝枕をしてやりながら、時折その髪かみに触ふれたり、頬を撫でたりと、帰宅してからの三十分間はルースにとって夢のようなひと時だった。おかげで完全に気を抜ぬいていて、誰かが飛び込んでくるなど考えもしていない。それだけにルースの驚きは深く、心臓を掴つかまれたかのような衝しよう撃げきを受け、身体を硬こう直ちよくさせてしまっていた。

「なんだ、寝てるのかぁ………」

「………」

「ん？　どしたの、ルース」

　反対に早苗はルースがなぜ驚いているのかが分からない。早苗には幽ゆう霊れい時代に培つちかった、孝太郎にはくっつくものだという強固な信念があるので、ルースがそうしているのを見られて驚いたり照れたりする感情が想像出来ないでいた。

「い、いえ、べつに………」

　ルースは首を横に振ふりながら、急激にその顔を赤らめる。今の彼女はまるでトマトのようだった。

『早苗ちゃん、これはね………』

　すると早苗の中にいる『早苗さん』の部分が働き始め、ルースの反応の意味を『早苗ちゃん』の部分に伝える。最近は孝太郎達にも慣れ、時々『早苗さん』もこうして顔を出すようになっていた。

「ああ、そういう事か！」

「!!」

　早苗の表情に理解の色が走り、ルースは慌あわてて顔を伏ふせる。おかげで耳まで真っ赤になっているのが早苗からよく見えた。

「いいじゃない、孝太郎にくっつくぐらい。アニメみたいで」

　ルースが照れる理由は分かっても、やはりその感覚は早苗にはよく分からない。おかしな事に照れているものだと笑うばかりだった。

「うぅっ………そう言われましても………」

　ルースは恥ずかしくて顔が上げられない。二人の価値観には大きな隔へだたりがあった。だが見られたのが早苗だったのは不幸中の幸いではある。これが静しず香かやゆりかであったなら、もっとおかしなからかわれ方をしたに違いないのだ。

「好きならいいんだよ。くっつかないと気持ちなんて伝わらないんだから」

「………サナエ様のように考えられれば楽だったのでしょうが………なにぶん生まれついてのもので………」

　ルースが僅わずかに顔を上げ、早苗をちらりと見る。早苗が優しく微笑んでいるのを確認して安堵したルースは、ここでようやく顔を上げる事が出来た。

「ルースは真面目だもんね。もうちょっと自分の心に素直でいいと思うんだけど」

「素直にやって、これが精せい一いつ杯ぱいです。サナエ様のように、おやかたさまの心は見えませんから。それにやりすぎておやかたさまに嫌きらわれたくはありませんし………」

「孝太郎はルースの事を嫌ったりしないよ」

「そうだと、よろしいのですが」

　ルースは軽く眉まゆを寄せて微笑むと、再び孝太郎の顔に視線を落とす。孝太郎はこの騒さわぎにもびくともせず、呑のん気きに眠り続けている。楽しい夢でも見ているのか、その表情はどこか明るい。

「何を考えていらっしゃるのか………わたくしには想像もつきません」

「なんだったらルース、見に行ってみる？」

「えっ？　見に行くって、何をですか？」

　早苗の唐突な提案に、ルースは首を傾かしげる。言葉の意味がまるで分からない。

「孝太郎が何を考えているか。どんな夢を見ているのか。知りたいんでしょ？」

「それは、そうなのですが………でもそんなものをどうやって？　フォルトーゼでも人の心の中を直接見る技術は開発されておりませんが」

「そんなのいらないよ。もっと簡単」

　早苗の言うような事が出来るとは思えない。出来るとすればクランぐらいだろうが、早苗の様子からするとそうではなさそうだった。

「幽ゆう体たい離り脱だつして、孝太郎の夢の中に潜もぐり込むの。簡単だよ」

「ゆっ、幽体離脱ぅっ!?」

　早苗は腕うで組ぐみをして自信満々にその方法を明かしたが、ルースにとってそれはあまりに予想外の手段だった。










　夢とは精神活動の一形態。ならば精神だけの存在、魂になれば孝太郎の夢と同化する事が出来る。その為に必要なのが幽体離脱である―――早苗はその事をルースに説明していった。早苗の説明なので擬ぎ音おん語ごが多くて分かりにくいのだが、程ほどなくルースも早苗の提案の意味を理解した。

「それではわたくしとサナエ様が幽体離脱をして、おやかたさまの心の中に入り込むという事なのですね？」

「そそそ。なんも難しい事じゃないんだって」

「仰おつしやる意味は分かりましたが、サナエ様はともかく、わたくしには幽体離脱は出来ませんから」

「平気平気。いくよー！」

「ちょ、ちょっと―――」

『はい、完かん了りよう～♪』

『―――お待ちくださ………って、あら？』

　せっかちな早苗はルースの返事を待たずに幽体離脱を実行した。早苗はルースの霊れい体たいを掴んで思い切り身体から飛び出したので、至極あっさりとルースも幽体離脱を果たしていた。

『サッ、サナエ様っ！　あっ、あっちにもわたくし達たちがっ！』

『落ち着きなさいってルース。幽体離脱したんだから、向こうにあたし達がいるのなんてあたりまえでしょ』

『そう仰られましても………』

　あっさりと幽体離脱を果たしたルースだったが、気持ちはそうあっさりと納なつ得とくしてはくれない。いきなり幽体離脱という未知の状じよう況きように放り込まれ、すっかり混乱していた。

『サナエ様、もしかしてわたくしは死んだのでしょうか？』

　唐突に身体が半はん透とう明めいになって、動かなくなったもう一人の自分を目にすれば、混乱したり自分が死んだのではないかと疑ったりするのは自然な反応だろう。

『そんな訳ないでしょ。ほら見て、有線有線』

　そんなルースに早苗は背中を向け、腰こしのあたりをリズミカルに揺ゆらす。するとウサギをモチーフにしたパーカーの腰のあたりについている尻尾しつぽの飾かざりから、一本の線が伸びていて、それが早苗の腰の動きに合わせて左右に揺れている。そしてその線は、もう一人の早苗に繋つながっていた。

『この線が身体に繋がってれば大丈夫』

『あっ、わたくしにもあります！』

　ルースの腰にも同じ線があり、もう一人のルースに繋がっていた。これは文字通りの意味での生命線で、身体と魂たましいを接続してくれている命いのち綱づな。これが繋がっている限り、身体に戻るのは簡単だった。

『納得した？』

『は、はい、なんとか』

　どうやら早苗がいつもやっている分ぶん離りに近いものらしい―――それを理解した事で、未知の体験に振り回されていたルースも落ち着き始めていた。

『じゃあ今度はあっち！　行くよー！』

『ちょ、ちょっと待って下さいサナエ様っ！　今度は一体何をっ!?』

『じゃーーーんぷっ！』

　だがルースには完全に落ち着く暇ひまは与えられなかった。早苗は再びルースを掴むと、眠っている孝太郎に向かって思い切りジャンプする。すると不思議な事に、早苗の足は孝太郎の身体を踏ふみつける事なく、そのまま中へと吸い込まれていく。そうなると早苗に掴まれているルースも同じ運命を辿たどった。

『きゃああぁあぁあぁぁぁぁっ！』

　その間、ルースは叫んでいる事しかできなかった。

『………なんだか楽しそうだね、ルース』

『全然楽しくありませんよぉぉぉぉぉっ!!　きゃあああぁぁあぁぁぁぁっ!!』

　こうしてルースと話を聞かない白いウサギは、孝太郎の心の中にある世界へと飛び込んでいった。










　孝太郎の中に飛び込んだ二人が辿り着いたのは、とても明るい空間だった。そこには何もなかったが、まるで秋の日の陽ひだまりのように過ごしやすい場所だった。

「………ここは………それに身体が元に戻って………」

　ルースは不思議そうに周囲を見回す。この場所が何ど処こなのかが分からないし、身体はいつの間にか実体を取り戻している。早苗と一いつ緒しよに幽体離脱して孝太郎の中に飛び込んだ筈なので、これは奇妙な状況だった。

「孝太郎の夢の中に入ったから、孝太郎が見ている夢の中にいるあたし達の姿になったんだよ。よく見て、いつもと服装が違うでしょ？」

「そういえば、運動をする時のウェアになっていますね」

　困っていたルースに、早苗が事情を説明した。おかげでルースにも事情が呑のみ込めてくる。今の二人は孝太郎の夢の中にいる。だから孝太郎が見ている夢の中に登場しても不自然ではない格好に変化したのだ。おかげで身体は実体に戻り、服装は運動をする時のものに変わっていた。

「では、おやかたさまは運動に関する夢を見ていると」

「そうだよ。この格好だと、多分あれだと思う」

　早苗には孝太郎がどんな夢を見ているのかに心当たりがあった。早苗は日常的に孝太郎の中に入り込んでいるので、これまでにも何度かこの格好をしている時の夢に入った事があったのだ。

「あれって何なのでしょうか？」

「ああ、説明するより見た方が早いよ。いこっ！」

　早苗はそう言うと、ルースの手を握にぎって歩き始める。勝手知ったる他人の夢。早苗は慣れた雰ふん囲い気きで進んでいく。

「は、はいっ」

　それに対するルースは、まだこの不思議な状況に慣れた訳ではなかった。おかげできょろきょろと辺りを見回し続けている。だが、危険は感じない。相変わらずあたたかで明るく過ごし易い。敵が襲ってきたりもしない。ここはどうやら安全な場所らしい―――ルースはその事に思い至り、落ち着きを取り戻し始める。そして彼かの女じよは少し落ち着いた事で、ここが孝太郎の中だという事に意識が回り始めていた。

　―――ここがおやかたさまの夢や心の中だというのなら、どうなろうがむしろ本ほん望もうというもの………。

　自分は孝太郎の中にいる。その明確な認にん識しきが生じた結果、ルースには不思議な場所だという感覚だけが残り、恐きよう怖ふは完全になくなっていた。だからルースは見慣れない場所に戸と惑まどいながらも、どこか楽しげだった。

「おおっ、ルース凄すごいね！」

　そんな時だった。先を行く早苗が笑顔で振り返る。

「えっ？」

「ここへ来たの初めてなのに、もう次の場所に着くよ！」

「それはどういう意味なのでしょうか？」

　ルースには早苗の笑顔と言葉の意味が分からない。確かに周囲の風景は変化しつつあった。真っ白い光の向こうに、何かが見えつつある。だが、それを早苗が凄いという意味がよく分からない。すると早苗はどこか自慢げに説明を始めた。

「えっとね、ここって孝太郎の夢の中でしょ？」

「はい」

「だから別のトコへ行く時にはね、あたし達が歩く事より、どこかへ向かいたいという気持ちが大事なの。するとね、孝太郎があたし達をそこへ連れてってくれるの」

「なるほど、双そう方ほうの気持ちが大事なのですね」

　夢の中で歩く意味は無い、双方の気持ちが一いつ致ちしたら別の場所へ行ける―――それはルースの感覚的にも正しいように感じられた。

「だからおめでとうございます」

「はい？　なにがでしょうか？」

「だからぁ、ここは孝太郎の夢の中なんだよ？　ルースはその中をうろうろしておっけーって思われているの。それって、どーゆーこと？」

「あっ………」

　ルースはそれが何を意味するのかに思い至り、目を丸くする。つまりこれこそが、ルースが知りたいと思っていた答えそのものだったのだ。

「孝太郎はね、ルースが勝手に心の中に踏み込んでも怒おこってない。その反対に歓かん迎げいしてくれてる。そのぐらいルースの事が好きなんだよ。だから、おめでとうございます」

　夢とは心の一部。その中に他人を入れるのは人間にとって大きな苦痛を伴ともなう。だがもし夢の主が夢の中でも会いたいと思うような相手なら、どの夢に出てきても構わない相手であるなら、自由に出入りや移動が出来る。それはつまり―――

「―――わたくしは、おやかたさまに大切に思って頂けているのですね………」

「そゆこと。孝太郎はルースの事が大好きなんだよ。だからさぁ、現実の方でくっつくぐらいなんてことはないんだよ。心の中に招き入れてくれるぐらいなんだからさ」

　早苗とて、最初から自由に孝太郎の中に出入り出来ていた訳ではない。最初は心の壁かべに阻はばまれて入る事さえ出来なかった。しかし一緒に時間を過ごすうちに、徐じよ々じよにそれが可能になっていった。そして今では多くの場所へ遊びに行ける状態にある。その変化を知っているから、早苗は孝太郎に遠えん慮りよなく接する事が出来た。孝太郎がどこまで許してくれるのか、早苗は誰よりもよく理解していたのだ。

「それでも………わたくしが急にサナエ様のように振る舞まったら、おやかたさまは驚おどろいてしまうのではありませんか？」

「それはあると思う。だからちょっとずつやりなよ。何事も下積みが肝かん心じん」

「ふふ、そうする事に致いたします」

　そうやって笑い合っているうちに、二人は新たな場所に辿り着く。到とう着ちやくは早苗が想像していたよりもずっと早い。きっと早苗とルースが仲良くしているから、孝太郎はいつも以上に歓迎してくれているのだろう―――早苗はそんな風に感じていた。










　新たに二人が辿り着いたのは河か川せん敷しきだった。この場所にはスポーツの為のグラウンドが幾いくつか整備されている。野球やサッカー、テニスやバレーボールとバリエーションは豊富で、日頃から多くの人々が利用していた。そして相変わらず周囲は明るくあたたかで、スポーツ向きの天気だった。

「この格好と天気の意味が分かりました」

「孝太郎の夢だもん」

「はい」

　そうした多くのグラウンドの一つに、孝太郎自身の姿があった。孝太郎は多くの仲間達と共に、野球をしている最中だった。

「見て見て、みんないるよ」

「ほんとうですね。ああ、殿でん下かや皆みな様さま………マッケンジー様、他にも高校や町の皆さんまで………」

　野球は二つのチームに分かれて行われていた。まず孝太郎と六畳間の少女達が五人ずつの二チームに分かれ、そこにエルファリアや賢けん治じ、クラスメイトやコス研、演劇部、町内会の人々が加わっている。チームに入り切れなかった者達はベンチに居たり、スタンドで応おう援えんしていたりする。非常に豪ごう華かな顔ぶれだった。

「これはきっと、おやかたさまの想い出の人達なのでしょうね」

「ウン。だからホラ、たまに複数人いる人もいたりして」

「あは、あれは小さい頃ころのキリハ様でしょうか」

「そそ、ここには孝太郎の想い出の人達が全員集合なのです」

　この場所にいるのは、今の孝太郎を形成する上で重要な人々ばかり。だから中には重複している人間もいるし、故人も含ふくまれている。ここは夢の中なので、それほど厳密ではないのだ。しかしそのおかげで、この野球場は孝太郎の人生の縮図となり、精神世界そのものでもあるのだった。

「ただ………わたくしがマッケンジー様のチームなのが納得いきません」

　そうした事情を分かった上で、それでもルースは不満だった。やはり自分は孝太郎と同じチームがいいという、少女じみた願望があったのだ。

「しょうがないじゃない。あたし達と孝太郎だけで十人もいるんだから。それにね、この夢の時は毎回チーム分けが違ちがうから、今日はたまたまだよ」

「そ、そうだったのですか………」

「でもね、いつも一つだけ変わらない事があるんだ」

　早苗はルースの言葉に苦く笑しようしていたのだが、ここで声の調子が少し落ちた。その『変わらない事』を、残念に思っていたからだった。

「それは？」

「メガネ君だけはね、いつも孝太郎とは違うチームなんだ。多分、誰よりも信しん頼らいしているからなんだと思う」

「マッケンジー様が………」

　男女間の感情まで含めれば、六畳間の少女達の存在感は賢治を上回るのかもしれない。だが単純に人間としての信頼という意味に限れば、孝太郎が最も信頼しているのは賢治になる。それは孝太郎を最初に救った人間が賢治だったからだ。だから孝太郎はある意味において賢治を自分以上に信頼しており、だからこそ相手チームのリーダーに固定されている。賢治になら大切な人達の事を任せられる、つまりはそういう事なのだった。

「きっとね、あたし達の真のライバルってメガネ君なんだよ。だからね、いずれ孝太郎にあたし達をメガネ君以上だって思わせないといけないんだ」

「そうですね。きっと、そのように致しましょう」

　孝太郎を真に救う為には、賢治以上の救いをもたらさねばならない。そうなった時、少女達は孝太郎にとって例外的な地位を賢治から譲ゆずり受ける事になるだろう。それは誰の為でもあるから、少女達がそれを目指さない理由は何処にもなかった。










　試合は一進一退の展開。そして個々のプレーは選手達の性格をよく反映していた。ゆりかは三さん振しんするし、静香は場外ホームラン、ティアはただのヒットを俊しゆん足そくで二に塁るい打だに変え、キリハは変へん幻げん自じ在ざいのピッチング、といった具合だ。早苗とルースは客席に座って、そんな試合の様子をしばらく楽しんでいた。

「またティアがバッターみたいだね」

「打順が間違っていますけれど、夢ですからね。ふふふ………」

　二人が見守る中、バッターボックスにティアが入っていく。そして小さい身体が大きく見える大だい胆たんなフォームでバットを構えた。するとピッチャーの賢治が小さなフォームから鋭するどい球を投げる。器用な賢治は技ぎ巧こう派はのピッチャーで、容よう赦しやなく打ち難にくいコースに投げ込んできた。

　カキンッ

　だがそのコースを読んでいたティアはバットをフルスイング。打ち返されたボールはセカンドの頭上を越こえてライトとセンターの間をコロコロと転がっていった。

「殿下っ、走って走ってっ！」

　グラウンドに響ひびいた快音に、ルースは思わず立ち上がって声せい援えんを送る。するとグラウンドにいるもう一人のルースも同じように声援を送っていた。もう一人のルースの行動は、現実のルースの行動をよく再現している。これはルースだけでなく、他の者達もよく再現されていた。

「素晴らしいです殿下ぁっ！　ないすばってぃんぐですっ！」

　ティアはこの一打で三塁まで進んでいた。彼女はルースの呼びかけに応え、手を振っている。グラウンドのティアにとっては、ルースが二人いる事などどうでもいい事であるようだった。

「ルース、そろそろいこっか」

　次のバッターがバッターボックスへ向かうのを見て、早苗はティアの活かつ躍やくを見て興奮気味のルースに笑いかけた。

「まだ試合は途と中ちゆうですが………」

「あはは、実はこの試合ね、いつまで経たっても終わらないんだ」

「もしかして、おやかたさまがこの夢をずっと見ていたいと思っているからですか？」

「たぶんね」

　孝太郎の望みは明らかだった。平へい凡ぼんな幸せがずっと続きますように。この野球はその願いを反映したもの。だとしたらこの試合はいつまでも終わらない。孝太郎が目覚めるその時まで、このまま試合は続いていくに違いなかった。
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「そだ、折角だから孝太郎に会ってく？」

「えっ………おやかたさまは今、バッターボックスに………」

　ティアに続いてバッターボックスに入ったのは、孝太郎だった。今はピッチャーの賢治と何かを言い合っている。その声はよく聞こえないが、いつもの軽口の応おう酬しゆうである事は明らかだった。

「こっちこっち」

「えっ………サナエ様？　おやかたさまはあちらにおいでで………」

「いいからいいから」

　戸惑うルースの手を引き、早苗は何な故ぜか河川敷の土手を上り始めた。この土手は下の方は増水に備えてコンクリートで作られているが、上の方は芝しば生ふが敷しかれているだけの簡単な作りになっている。そしてそこに、孝太郎が寝そべっていた。

「孝太郎」

『また来たのか、早苗』

　孝太郎は芝生で横になり、日ひ向なたぼっこをしながら試合の様子を眺ながめている。早苗はこの孝太郎が本物―――正しくは孝太郎の意識の中心―――である事を知っていた。

「今日はルースも一緒だよ」

「おやかたさま」

　ルースは早苗の背後から抜け出して孝太郎の前に立った。すると孝太郎は彼女に笑え顔がおを向けた。

『いらっしゃい、ルースさん』

「ぶぅ、あたしとリアクションが違うじゃないっ」

『お前はもう何度も来てるだろ』

「起きたら忘れちゃうくせにっ」

『今は覚えてるからいいんだよ』

「毎回全力で歓迎しなさいよね」

『いらっしゃいませ、敬愛してやまない早苗お嬢じよう様さま』

「うむ、くるしゅうない」

　孝太郎は二人の事を歓迎していた。やはり孝太郎にとって、この二人は特別なのだ。夢の中に訪ねてくるぐらい、どうという事もない相手だった。そして孝太郎はひとしきり早苗の相手をした後、その隣となりに立っているルースに目を向けた。

『ところで、どうしてルースさんまでいらっしゃったんですか？』

　孝太郎はルースの来訪は歓迎していたが、彼女が来た理由までは分からない。日常化して遊び半分の早苗ならともかく、ルースが自分から他人の夢に入るとは思えないのだ。

「………そ、それは………そのぉ………」

　ルースは顔を赤くして俯うつむく。流石さすがに、孝太郎に積極的に甘えていいかどうかで悩なやんでいたとは答えられない。すると困っているルースを見かねて、早苗が助け船を出した。

「それはね、おとめちっくな事情！　質問禁止！」

『俺おれの夢なのに？』

「乙おと女めの事情は全てに優先するの！」

『さてはお前が無む理り矢や理り連れてきたな？』

「てへへへへぇ」

『全くお前という奴やつは………』

「でもルースの悩みをここで無理矢理解決しようかなって思って」

『………ならいいか』

「うむ、いいのだ！」

　早苗の勝手な言い草に少しばかり抗こう議ぎをしようと思った孝太郎だが、どうやら早苗なりの配はい慮りよがありそうだったので、不問とする事にした。それに周囲の天気もお説教には向かない。のんびりと過ごす休日でいい筈だった。

　ルースはそんな二人のやり取りを楽しそうに見守っていたが、やがて一つの疑問を感じ始めた。そこで二人の会話が途と切ぎれたのを見計らい、遠慮がちに話を切り出した。

「おやかたさま、一つ質問してもよろしいでしょうか？」

『構いませんけど』

　孝太郎にはルースに訊きかれて困るような事はないので、あっさりと首を縦に振った。

「どうしておやかたさまは、ここから試合をご覧になっているのですか？」

　ルースの疑問は、孝太郎の視点が夢の外にある事だった。この野球の試合が願望や理想であるなら、孝太郎は試合のプレイヤーとしてグラウンドに立つべきだろう。なのにグラウンドに立っているのはもう一人の孝太郎で、本人は土手に寝ね転ころんで第三者的に試合を眺めている。ルースにはそれが不思議に思えたのだ。

『俺にはこれが夢だって分かってるんです。現実は片付いてない問題が山積みで、なかなかこんな風には出来ませんから』

「夢の中でぐらい、そんなの忘れていいのに。ぶきっちょなんだからもうっ」

　孝太郎が第三者的に試合を眺めているのは、これがあくまで夢である事を自覚している為ためだった。だからのめり込めず、遠くから眺めている。夢ぐらいは、自由に見ていいだろうに―――ルースも早苗と同感だった。

『お前らの事だからな。簡単には忘れられないんだ』

「おやかたさま………」

　しかし続いた孝太郎の言葉で、ルースはそれが不器用だからではない事を悟さとった。孝太郎はルースや早苗の事を思えばこそ、これが夢だと理解している。その事に気付いたルースは胸がいっぱいになり、その瞳ひとみに涙なみだを滲にじませた。

「おっ、今のはかなりラブな感じだったよ孝太郎！」

『そういう話じゃないだろ。茶ちや化かすなよ』

「茶化してないよ。おっきなラブだよ」

『ああ、それなら合ってるかもな』

　個々の人の繋がりではなく、もっと大きな意味での愛。孝太郎がここから試合を眺めているのは、確かにそれが強いからなのだろう。

『ともかく、試合ならややこしい事が全部片付いたら………かな』

「ようやくあちらで試合に参加できるのですね？」

　ルースは零こぼれかけた涙を拭ぬぐいつつ、孝太郎に笑いかける。全ての問題が片付いて、孝太郎も自由に夢が見られるようになる。それはどれだけ素す晴ばらしい事なのだろう。ルースはそう感じていた。

『いえ………試合なら現実でやります。夢は叶かなえるものでしょう？』

　しかし孝太郎の結論はルースの想おもいを大きく上回るものだった。それは孝太郎が自覚しての言葉ではないだろう。しかしその結論は、非常に大きな愛情の表明に他ならない。そこに男女の愛情があろうがなかろうが、もはや問題ではなくなっていた。

「………お、おやかた、さ、ま………」

　ルースは心臓が止まりそうな強い衝撃を受け、胸には強い想いが溢あふれてくる。頭の中が真っ白で空回りし、言葉が上う手まく出てこない。この時のルースに分かっていた事は、自分が孝太郎と共に生きると決めた事に、間ま違ちがいはなかったという事だけだった。

『ル、ルースさんっ!?』

　だからルースは、一度は我が慢まんしたにもかかわらず、結局泣き出してしまうのだった。










　孝太郎と合流してからしばらくの間、早苗とルースは孝太郎とのおしゃべりに興じていた。夢の中の孝太郎は普ふ段だんよりも幾らか素す直なおで、二人にとって興味深い話を幾つも聞く事が出来た。そんな事もあって、少し前には泣いていたルースも、今ではすっかり元の調子を取り戻もどしていた。

「やはりおやかたさまは殿下の事がお好きなのですね」

「あたしの事も好きだよ。もちろんルースもね」

『そりゃそうだ』

「よかったね、ルース」

「はい」

　だが時間が経つにつれて、夢の中とはいえ時間が心配になり始める。幽体離脱して孝太郎の中へ入ったのは、もうすぐ夕方になるという頃。だからそろそろ帰らねばならない時間だった。

「………それではおやかたさま、わたくし達はそろそろお暇いとま致いたします」

　ルースは名な残ごり惜おしかったのだが、一いつ旦たんは別れの言葉を告げた。現実ですぐ再会するのだろうが、夢の中でもその几き帳ちよう面めんさは健在だった。

「え～、まだいいじゃない」

　早苗はまだまだ遊び足りないようで、孝太郎と一緒に芝生の上を転がりながら、その足をばたつかせる。

「晩ばん御ご飯はんの用意をしませんと。それにおやかたさまの事も起こさねばなりませんし」

「あ、もうそんな時間だったっけ」

　しかしルースの口から食事の話が出ると、早苗はすぐに不満な様子を消して、勢いよく起き上がった。

「遊ぶなら起きてからでもよろしいのではありませんか？」

「そうしよ。よし、さっさと起きて孝太郎起こそっと」

　立ち上がった時には、早苗はもうすっかり夢の世界から帰るつもりになっていた。この場所にいるのも楽しかったが、なにぶん三人だけでは派手さに欠ける。だから現実の世界で遊ぶ方がいいという、非常に早苗らしい動機だった。

『俺の事はもうちょっと寝かしとけよ』

　孝太郎は横になったまま早苗とルースを見上げる。孝太郎はこの夢を作っている者なので、二人と一緒に帰る必要はない。というより、二人と一緒に帰るのは不可能だった。

「もうちょっとって、五分？」

『もう一声』

「十分ね」

『それで手を打とう』

「よかろう、もうしばらくうたたねを許す」

『ありがとうございます早苗お嬢様』

「うむ」

「ふふふ………それでは失礼します、おやかたさま」

　孝太郎と早苗のやり取りを見て楽しそうに目を細めると、ルースはもう一度改めて別れの言葉を告げる。厳密には一度姿が見えなくなるというだけなので、その声にはいわゆる別れの深刻さはない。それは孝太郎と早苗も同じだった。

『ええ、またあとで』

「十分経ったら起こすからね」

『分かってる分かってる』

　孝太郎は横になったまま二人に手を振ふると、再び野球の試合を眺め始めた。すぐに現実で再会できる事もあって、孝太郎はすぐに早苗達に興味を失って、試合に集中し始める。早苗もその辺は分かっているのだが、常に構って貰もらいたい彼かの女じよは不満を隠かくせず、その唇くちびるを尖とがらせた。

「まったく、本当に野球バカなんだから」

「ふふ、そう仰らずに」

　人が見たくて見ている夢の中に入り込んで、それを邪じや魔ましていたにもかかわらず、少しも反感を買わなかったのは本来凄い事なのだが、それを成し遂とげた二人には今一つその自覚はないようだった。










　帰りも来た時と同じで、早苗とルースが帰りたいと思う気持ちに反応して、周囲の風景が変わっていく。おかげで彼女達が足を動かしている速度よりもずっと速く、河川敷と野球場が遠ざかっていった。

「この感じは何度やっても不思議です」

「あんた達の不思議ワープ程じゃないでしょ」

「そういう考え方もありますね」

　二人が進むと、周囲は徐々に明るくなっていく。そしてその明るさが頂点に達する場所こそが、夢と現実の接点。現実世界への出口だった。

「あら？」

　しかしルースは出口へ至る少し前で足を止めた。出口から離はなれた場所に、気になるものを見付けたのだ。

「どうしたの？」

「サナエ様、あれは何でしょう？」

　ルースが見つけたのは、黒い塊かたまりだった。距きよ離りがあるし、白い光にも邪魔されて、大きさはよく分からない。しかし一度気付いてしまうと気になる存在だった。

「ああ、あれはね、孝太郎が悲しかったり、寂さびしかったりする部分が集まってる場所。ここは孝太郎の心の中だから、そういうものもあるんだよ」

　黒い塊は先さき程ほどの河川敷と同じく、孝太郎の精神世界の一つ。だがその黒い色が象しよう徴ちようするように負の感情が集中しており、河川敷とは真逆の性質を持った世界だった。

「でも孝太郎はそれをあたし達から遠ざけてくれてるでしょ？」

「はい」

「だから触ふれないであげるのがいいと思う」

　黒い塊は二人の進行方向―――出口とは全く違う方向にある。また白い光に隠れて見えにくくなっており、普ふ通つうは気付かずに通り過ぎる可能性が高い。ルースが見付けたのは単なる偶ぐう然ぜんだ。孝太郎は二人が不用意に踏み込んでしまわないよう、きちんと気を付けているのだった。

「サナエ様は、あの中へ行った事はあるのですか？」

「最初の頃に訳が分からないまま、迷い込んだ事がある」

　今でこそ孝太郎の中の世界に詳くわしい早苗だが、初めからそうだった訳ではない。知らずに孝太郎にとって辛つらい部分にまで踏み込んでしまう失敗をした事がある。この黒い塊に関してもその一つで、おかげで彼女には詳しい知識があった。

「だから御ご存ぞんじだったのですね」

「うん。でも途中で引き返した。あの黒いのがね、凄い力で押おし返してくるの。押し潰つぶされそうになったから、逃にげてきたの」

　二人は道を逸それ、黒い塊に近付いていく。塊との距離が詰つまると、それが固体ではなく霧きり状じようの何かである事が分かった。黒い霧、あるいは闇やみに包まれた世界。二人はその手前で足を止め、黒い霧を見上げる。その大きさは河川敷がすっぽりと入りそうなくらいの大きさだった。

　しばらくそのまま黒い霧を見上げていた二人だったが、やがてルースは何かを決意すると早苗の手を掴つかみ、その顔を覗のぞき込んだ。

「サナエ様、わたくしと一緒にもう一度挑ちよう戦せんしてみませんか？」

　もう一度挑戦する―――それはこの黒い霧の中に入るという事だ。早苗はこの提案に驚き、思わず素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ええっ!?　あぶないよっ!?」

　早苗は反対だった。孝太郎の辛い部分に触れるのは可か哀わい想そうだし、何より黒い霧が発する圧力が危険に思えたのだ。

「わかっております。でも………本当におやかたさまとわたくし達たちの未来を思うなら、避さけて通れない問題だと思うのです」

「そうかもしれないけどさぁ………」

　ルースも危険は承知の上で、あえて提案していた。孝太郎の過去との対たい峙じは、いずれどうしても必要になってくる問題だった。早苗もそれは分かるのだが、危険を肌はだで感じた事がある分だけ及および腰ごしだった。しかしルースにはもう一つ、そうすべきだと考える理由があった。

「それに………おやかたさまもきっと、それを望んでおいでです」

「どうして分かるの？」

「ここへ来る事自体は簡単だったからです」

「そっか。本当に嫌いやだったら、これ自体に近付けないようにするよね………孝太郎自身も何とかしたいとは思ってるんだ」

「はい」

　もし孝太郎が本当にルースと早苗が黒い霧に触れるのが嫌なら、二人が近付きたいと思ってもそうならないだろう。ここは孝太郎の自由になる世界なのだから。だから辛かろうじて見える場所にあり、近付こうとして近付けるという事が、孝太郎の真の願いを表しているという訳なのだった。

「………おやかたさま、わたくし達も頑がん張ばりますから、どうかわたくし達を受け入れて下さいませ………」

「あたし達がいないと全然駄だ目めなんだからもぉ」

　ルースと早苗は手を繋つないで霧の中へ踏み込んでいく。孝太郎の心の闇は深い。その奥おく底そこまで行った事があるのは、同じく心に闇を抱かかえた真ま希き一人しかいない。その真希ですら、シグナルティンの助けがあってこそなので、自分達の力だけでそこへ至ろうとする試みはこれが初めてだった。

「く、こ、これが………」

「しっかり、ルースッ！」

　二人が歩を進める度に、周囲の黒い霧が深まる。そして黒い霧が深まるにつれ、二人に二種類の力が襲おそい掛かかってきた。それは二人を押し潰そうとする圧力と、黒い霧の外へ押し出そうとする斥せき力りよくだ。これは孝太郎の精神が悲鳴を上げ、二人の足を止めて追い返そうとする働きだった。

「でっ、でも、前より弱い、かも………」

「おやかたさまも、がんばっておられるのでしょう」

「そう、だねっ」

　二人は支え合うようにして黒い霧―――心の闇の中を進んでいく。圧力と斥力は強かったが、二人であったおかげで何とか耐たえる事が出来た。二人は両足を踏ふん張ばり、半ば抱だき合うような格好で必死に進み続けた。

「おやかた、さまっ、だいじょうぶ、ですからっ」

「あんたは、もう、ひとりじゃないんだ、からっ、あたしたちにっ、もっと、たより、なさいっ！」

　河川敷で野球を見る事が出来たように、この場所では孝太郎が過去に経験した不幸な出来事を垣かい間ま見みる事が出来た。母親が自分の身代わりになって交通事故で死んだ時の事。それをきっかけにして父親との関係がうまくいかなくなり、家庭が崩ほう壊かいした事。それらは孝太郎が目を向ける事を避けている事なので、まるでシャッフルしたトランプのように、時系列や出来事が入り乱れ、バラバラに並んでいた。しかしそれでも十分に悲しみは伝わってくる。だから二人は辛くても必死に足を動かし続けた。それが誰だれの為でもあると分かっていたから。

「ル、ルースッ、あ、そこに、誰か、いるよっ」

「小さな、お、おとこの、こ？」

　早苗とルースの―――そしてきっと孝太郎の―――懸けん命めいな頑張りによって、二人は遂ついに黒い霧の中心近くまでやってきていた。そして二人はそこで一人の少年を見付けた。返り血を浴びて真っ赤に染まり、編みかけのセーターを抱えた少年だった。

「孝太郎っ！」

「おやかたさま！」

　その少年こそが、この闇の中心。孝太郎の悲しみの化け身しん。二人が救わねばならない存在だった。二人は圧力と斥力に耐え、必死に少年に向かって手を伸のばす。

「も、もうちょっとぉっ！　がんばれぇっ！」

「届きまし―――きゃああぁぁぁぁっ!!」

　しかし少年に手が届いたその時、ほんの一いつ瞬しゆんだけ二人の気が緩ゆるんだ。おかげで二人は圧力で叩たたき伏ふせられ踏ん張りが利かなくなり、斥力によって吹ふき飛ばされてしまった。

「きゃああぁあぁぁぁぁぁあぁぁぁぁっ!!」

「あとちょっとだったのにぃぃぃぃぃっ!!」

　結局二人は何も出来ないままに黒い霧の中から弾はじき出されてしまった。そして霧の中心にいた少年は、弾き出されていく二人の姿をただ無言で、じっと見つめていた。










　孝太郎が目覚めた時、傾かたむいた太陽の赤い光が顔に当たっていた。太陽の光は六畳間全体を赤く染め上げ、あたたかみのある雰ふん囲い気きに仕立てている。だが、孝太郎を目覚めさせたのはこの赤い光ではなかった。

「………こいつか………」

　孝太郎の胸の上には早苗がもたれかかっており、すやすやと眠ねむっていた。その重みで息苦しさを感じて、孝太郎は目を覚ましたのだ。

「毎度毎度、何が楽しくてこんな寝ね方かたをするのか」

　孝太郎はあくまで普通の人間なので、夢の明確な記き憶おくはない。早苗の夢を見たような気がしても、早苗が夢に侵しん入にゆうしているとは思わない。だから幸せそうに寝ている早苗の気持ちは想像できなかった。

「一体、どんな夢を見ているんだろうな………？」

　その早苗の方は、霊れい能のう力りよくのおかげで夢の中の出来事を覚えている。だがあえて孝太郎に話す必要はないと思っているから、孝太郎には話していない。説明がややこしいし、本当に嫌ならとっくに夢の中に入れないようになっている筈はずだから。

「あれ？　ルースさん？」

　そして早苗をどうしようかと考えながら孝太郎が何気なく視線を上げた時、意外なほど近くにルースの顔があった。だがその両目は閉じられ、早苗同様に穏おだやかな寝息を立てている。また、頭の下には柔やわらかい感かん触しよくがあった。ルースは眠ったまま、孝太郎に膝ひざ枕まくらをしてくれていたのだ。

「そうか、俺が寝てたから、寝ね易やすいように膝枕をしてくれたんだな」

　孝太郎はこうなった理由をすぐに思いついた。まずルースが孝太郎に膝枕をし、日差しの暖かさに誘さそわれて居眠りを始めた。早苗はそこへやってきて、一いつ緒しよに寝てしまった。逆の順ではルースが膝枕をするのが難しい。孝太郎はこの想像に自信があった。

「なんだ………？」

　二人の存在を近くで認にん識しきした時から、孝太郎の胸にある衝しよう動どうが現れた。その衝動はあっという間に強く、大きくなり、やがて孝太郎の胸はその衝動一色に染まった。

　―――俺はどうして、早苗とルースさんを抱き締しめたいだなんて思ってるんだ？

　その衝動とは、二人をぎゅっと抱き締めたいというものだった。だがもちろんそれをする訳にはいかない。眠っている二人を起こしてしまうし、寝ている女の子を抱き締める訳にもいかない。そして何より、自分がどうしてそう感じるのかが分からないのだ。

　寝かしておいてやりたいし、常識として抱き締める訳にもいかないし、原因が抜ぬけ落ちたまま行動するのはどうにも気分が悪い。仕方なく孝太郎は強い衝動に突つき動かされながら、そう感じる理由を自分自身に問い続ける。しかし結局、二人が目を覚ましても理由は分からなかった。










　目を覚ました早苗が真っ先にやった事は、着ている真新しいパーカーを孝太郎に自じ慢まんする事だった。そもそもそれが目的で一〇六号室へやってきて、居眠り孝太郎と膝枕ルースに遭そう遇ぐうしたのだ。

「どうだぁ、可愛かわいいか孝太郎！」

「可愛い可愛い」

「どこが？」
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「ウサギの耳と尻尾しつぽが可愛い」

「それを、より格調高く！」

「耳と尻尾がお美しゅうございます、お嬢様」

「うむ！　くるしゅうない！　くるしゅうないぞっ！」

　早苗はいつものように孝太郎に褒ほめて貰うと、満足してちゃぶ台に這はいよって行く。早苗が上からどいた事でようやく解放された孝太郎は、大きな伸びと欠伸あくびをした。そんな二人の様子を眺めていたルースは、近くに来た早苗の耳にそっと囁ささやく。

「………おやかたさまは覚えておられないようですね」

「うん。いつもそうなんだ。だから向こうは向こう、こっちはこっちで分けてる」

「そうなのですか………」

　ルースはそこで残念そうに小さく溜ため息をついた。早苗は顔を上げ、不思議そうにその顔を覗き込む。

「どうしたの？」

「結局、何も出来なかったなと………」

　ルースが残念に思っていたのは、孝太郎の中にある黒い霧に対して、結局何も出来なかった事だった。

　黒い霧には孝太郎の負の感情や記憶が集まっていて、その中心には少年が座すわり込んでいた。ルース達は恐おそらく負の感情を受け入れ、少年を霧の中から連れ出してやらねばならない筈だった。しかしもう少しというところで弾き出され、そのまま現実世界に押し出されてしまったのだ。

　ルースは早苗の力に守られていたので、夢から覚めてもその事を覚えていた。だからそれを残念に思っていたのだった。

「残念だったねぇ」

「はい。でも、一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはいかない問題ですし」

「うん。気長にやっていこうよ」

　早苗も残念だった。しかし悪い材料ばかりではない。かつてよりも核かく心しんに近いところまで行けたのは間違いないのだ。だから早苗もルースも表情は決して暗くはなかった。

「何の話だ？」

　そんな時、孝太郎もちゃぶ台のところへやってきて二人の会話に加わる。まさか自分の話とは思ってもいないので、孝太郎は呑のん気きなものだった。

「女の子の秘密。ねっ、ルース！」

「はい。秘密でございます」

「それじゃ、仕方がない」

　孝太郎は小さく笑うとちゃぶ台の上にあったリモコンを手に取り、テレビの電源を入れた。そしてチャンネルをニュースに合わせる。

「そんなのじゃなくて、アニメの再放送にしようよ」

「最初だけ見せてくれよ。これでも世帯主なんだから」

「あたし扶ふ養よう家族？」

「ああ」

　孝太郎はすぐに頷うなずいてやる。早苗はもうずっと前から、孝太郎にとって妹かそれ以上の存在になっていたのだ。そのやり取りを聞いて、悪戯いたずらっ子のような顔で笑ったのがルースだった。

「わたくしは？」

「ルースさんはちゃんと自分で収入あるじゃないですか」

　ルースの場合、孝太郎の扶養家族というにはあり得ない程ほど、莫ばく大だいな収入と資産がある。フォルトーゼの騎き士しの名家、パルドムシーハには六畳間は狭せますぎるのだ。

「建前が重要なのです」

「………ルースさんも扶養家族です」

「ありがとうございます、おやかたさま」

　照れ臭くさそうな孝太郎の言葉に満足したルースは、テレビの方に注意を向ける。するとテレビの画面の左上のあたりに時刻表示があり、それが五時過ぎである事を彼かの女じよに教えてくれた。そろそろ夕食の準備をする時間だった。

「それではおやかたさま、サナエ様、わたくしはそろそろ夕食の準備を致いたします」

「ああ、ちょっと待った、ルースさん」

　孝太郎は台所へ向かおうと立ち上がりかけたルースの手を掴んで引き留めた。

「は、はい？」

　ルースは突とつ然ぜんの事に驚おどろき、また孝太郎の手のぬくもりを感じて胸を高鳴らせる。

「膝枕のお礼に、お茶でも淹いれますよ。夕食の用意なら、その後に」

「お茶ならわたくしが―――」

「いいからいいから。なんだかそうしたい気分なんです」

　孝太郎は戸と惑まどうルースに笑いかけると、テレビのチャンネルを再放送のアニメに切り替え、席を立って一人台所へ向かう。そして孝太郎が六畳間の入り口にかかっているのれんの向こうに消えると、後に残された早苗とルースは二人で顔を見合わせた。

「………何も出来なかった訳じゃなさそうだね」

「はい、そのようですね」

　二人はそのまま笑顔になり、声を合わせて笑い始めた。大好きな人の役に立てたのは、とても嬉うれしい事だった。

「おーい、早苗、ルースさん、お菓か子しは何がいい？」

「あたしこないだのもなかがいい！」

「そういえば、お菓子ならようかんを買い足してありますよ」

「じゃあそれもー！」

「はいよー」

　しかし二人の気持ちはすぐにお菓子の話に引き寄せられ、夢の中での出来事は頭の片かた隅すみに追いやられてしまう。だがそれで構わない。二人はそれが孝太郎の望みだという事を、ちゃんと知っているのだった。







Episode 3　藍革の手帳







　ティアが勝負事を好むのは、元々は自分の力を誇こ示じする事で母親の足手まといになるのを避け、むしろ助けとなる為であった。だからティアは常に勝つ事を考え、勝負の内容には無む頓とん着ちやくだった。しかし一〇六号室へやってきてからは、徐じよ々じよにそれが変化し始めた。当初こそライバルを蹴け落おとす事しか考えていなかったが、最初の夏を過ぎた頃ころには勝負の内容を楽しめるようになった。それは彼女が故郷から離れた事で、勝っても負けてもいい友人を沢たく山さん手に入れたから。それまでのティアは、負けてもいい相手は幼おさな馴な染じみのルースだけ。そんなティアは地球へ来て多くの友人を手に入れ、ようやく勝負そのものを楽しむ事が出来るようになったのだった。

「ホレホレ、コータロー、いい加減覚かく悟ごを決めて言わぬか」

「………………ください」

「ん～？　聞こえんのぅ」

「けっこんしてください、皇女殿でん下か」

「おーっほっほっほっほっ！　我わが騎士よ、そこまで言うなら結けつ婚こんしてつかわす！」

「この野や郎ろう、勝ってるからっていい気になりやがって!!」

「しかしこれでそなたはルール上、破産を免まぬがれる。背に腹は代えられまい？」

「ちっ、後で吠ほえ面づらかくなよ、マイハニーッ!!」

「おっほっほっほっほ、出来るものならやってみるがよい、ダーリン!!　誰が飼い主なのかを教えてくれよう!!」

　そんなティアが一番お気に入りの対戦相手は孝こう太た郎ろうだった。かつての孝太郎はティアにとって不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵であったが、今では絶対の味方でありながら同時に全力で戦ってくれるライバルでもある。だからティアは勝とうが負けようが構わないと思っている。今のティアには勝敗という結果よりも、過程で行き来する感情や知ち恵えのぶつかり合いが大切だと思っていたから。ティアにとって孝太郎は、勝負そのものを最高に楽しませてくれる対戦相手なのだった。

「………そこでじゃ、コータロー。わらわに製鉄所の権利を譲ゆずれ。それで我らの体制は盤ばん石じやくなものとなろう」

「嫌だ。ここで製鉄所を手放すと逆転の目がなくなる」

「なにぃぃっ!?　愛する妻の言う事が聞けぬと言うのかっ!?」

「破産を免れる為に結婚した仮面夫ふう婦ふに何を期待しているっ!?」

「そなた我が騎士であろう!?　そこは嘘うそでも愛していると言うのじゃっ!!」

「アイシテマスコウジョデンカ」

「なんかむかつくっ!!」

　ティアと孝太郎はゲームやクイズをしていると徐々にヒートアップしていく。まるで子供のような意地の張り合いになるのだ。やはりお互たがいに絶対の味方であるという確信がそうさせるのだろう。二人の激げき突とつは甘あまえに過ぎない。お互いに幼よう稚ちな部分を見せていい相手だと思っているのだった。

「そういう奴はこうじゃっ!!」

　ぽかっ

「いてっ、なにしやがる!?」

「教育じゃ！　わらわの愛の鞭むちじゃっ！」

「この野郎、それならこうだっ！」

　めきめきめきっ

「いたたたたたっ、そなた少しは手加減せよ!!　わらわが傷物になったらどうしてくれるのじゃっ!?」

「心配するな、一生介かい護ごしてやるっ!!」

「言うたな、ぐみんめぇっ!!」

　ぽかぽかぽかっ、めきめきめきっ

「ぐわっ!?」

「いたたたたたぁっ!?」

　二人の意地の張り合いは高い確率で実力行使に移行する。そんな二人の格かく闘とう戦を見る者達は、いつも感じている。皇女を殴なぐったり、皇女に殴られたりする事が、どういう意味を持つのか。そして二人の争いが毎回あっという間に忘れ去られるのは何な故ぜなのか。これもやはり、お互いへの甘えなのだ。抱き付く代わりに殴り、耳元で囁く代わりに関節を極きめる。二人の格闘戦は、単なる愛情表現の一形態でしかないのだった。










　二人の格闘戦は愛情表現のバリエーションの一つなので、自分は自分なりのやり方で気持ちを示せばいいという事は、真ま希きにもちゃんと分かっていた。

「………凄すごいなぁ、ティアさんは………」

　しかし真希はティアのやり方に憧あこがれていた。真希は生まれつき真ま面じ目めな性格をしている上に、感情を内に秘ひめるタイプだ。おかげで他人への働きかけも真面目で、型にはまったものになってしまう。またその頻ひん度ども少ない。かつての晴はる海みと似ているのだが、内気というより真面目の方に重心が寄っている。

　真希は他人に対して明るく振る舞まう事は出来るのだが、ぎりぎりのところで真面目さや内向的な性格が足を引っ張り、完全には甘え切れない。だから例えば、孝太郎との関係がまだ友達同士であった頃には冗じよう談だんを言ってからかったり、バレンタインデーのチョコを渡わたしたりという事が出来たのだが、関係がその先へ進み始めると途と端たんにブレーキがかかるようになった。ただの友達という建前を失った事で、自分の存在や気持ちが負担にならないかと不安になってしまうのだ。

　こうした事は孝太郎に限った話ではない。そして多くの人間がそんな事はないと言ってくれている。だが真希はその言葉に素直に甘える事が出来ない。長い期間に亘わたって人の愛情に飢うえていたから、それを享きよう受じゆする事に慣れていないのだ。そしてそれに生まれついての性格が拍はく車しやをかけている。

　真希は常々そんな自分に悩なやんでいた。だから彼女はティアの積極的過ぎる対人関係に憧れていたのだった。

「………私もせめて、ティアさんの一割ぐらい積極性を持てたら………」

　真希は孝太郎と格闘戦を繰くり広げるティアに憧れの眼まな差ざしを向けつつ、小さな溜め息を漏もらした。今のティアほどに派手な対人関係は、真希には難しいだろう。それは性格的に向かないという事と、これまでのイメージが邪魔をしている。恐らく真希が急にティアのように振る舞い出したら、誰もがびっくりしてしまうだろう。だから真希は自分に出来るのはティアの一割ぐらいだろうと考えている。しかしたとえ一割であっても、そういう事が気軽に出来るようになれば、大分印象が変わってくる筈だった。

「………今はこれが精せい一いつ杯ぱいなのよね………」

　真希は身に着けている服に目を落とした後、自身の頭に触れた。彼女の服は先日買ったばかりの新品で、落ち着いた藍あい色いろの生き地じをベースにしつつ、そこかしこにレースやリボンを配した可愛らしいデザインになっている。また頭にも同じようなデザインの髪かみ飾かざりが飾られている。真希自身の印象ともあいまって、一見落ち着いた雰囲気ながらも、よく見ると可愛いというコーディネートに仕上がっていた。

　真希がこんな格好をしているのは、彼女なりの愛情表現だった。真希は自分から積極的に出られないから、いつもとは違ちがうファッションに身を固め、相手に行動を促うながしているのだ。褒めてくれるのでも、笑ってくれるのでも構わない。受け身ながらも何とか接点を持ちたいという、苦肉の策だった。
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『そ、そなたは皇女を何だと思っておるのじゃ………ぜぇ………ぜぇ………』

『ひっさつ………ぜぇ………わざの、練習、相手………ぜぇ………』

　しかし今のところ真希の思おも惑わくは上う手まくいっていない。真希が気を惹ひきたい相手は、他の事に忙いそがしくて彼女の姿に気付いていない。この様子では、しばらく待っている必要がありそうだった。

「………そうだ、仕事仕事！」

　どうせ待っているなら、仕事をしよう。そう考えた真希は、少し前までやっていた作業を再開した。真希は孝太郎の騎き士し団だんの会計担当なので、買い物のレシートを集めてお金の出入りを記録していた。孝太郎の騎士団は規模が非常に小さく、また実質的には戦せん闘とう組織ではないので、帳ちよう簿ぼは家計簿に毛が生えたようなものでしかない。けれど真希はこの仕事に誇ほこりを持っている。立派に役目を果たして褒めて貰おう―――これもまた、彼女なりの愛情表現なのだった。

　真希は藍色に染められた革かわが表紙になっている手帳を手に取ると、ページをめくっていく。この藍色の手帳が、サトミ騎士団の家計簿―――もとい、帳簿だった。真希はそれからしばらくレシートや手帳とにらめっこしながら計算機を叩いていたのだが、途と中ちゆうでふと手を止めた。

「………あれ？」

　真希が手を止めたのは、帳簿に不自然な点を見付けた為だった。サトミ騎士団は、その実体はともかく建前上は軍事組織なので、帳簿に使い道を記録しなくていい自由裁量の予算が存在している。これは情報収集や極ごく秘ひ会談等の費用として使われるお金で、状じよう況きようによっては帳簿に記録を残してはまずい場合があるからだ。もちろん過度な使用は私的流用などの疑ぎ惑わくが生じて監かん査さが入ったりする場合もあるが、今回真希が発見したものはどれも金額が少なく、放っておいていいレベルのものばかり。下は数千円から、上は数万円という程度のものだった。

「………ティアさん………一体何に使っているのかしら………？」

　使い道は申しん告こくしなくていいお金だが、帳簿が合わなくなるので金額は申告しなければならない。そしてその申しん請せいは何故か毎回ティアによって出されている。だからこそ真希は帳簿を見直した時に不自然に感じたのだ。もし毎回別人によって申請されていたら、きっと真希は注目しなかっただろう。

「………ティアさんの場合は、何に使っても良いような気もするけど………」

　額からして問題にならない上に、騎士団の活動資金は元々皇室予算からではなく、ティアの個人資産から出ている。そもそもサトミ騎士団自体が、公おおやけに出来ない性質のものだからだった。だからその資金をティア自身が私的に流用しても、誰にも迷めい惑わくはかけない。仮に資金が足りなくなっても、補ほ填てんするのはやはりティア自身なのだ。

「でも………やっぱり気になるわね。今度確かめてみよう」

　だが真希はどうしてもお金の使い道が気になった。問題にならないなら尚なおの事、ティアに使し途と不明金がある理由を知りたい。真希はティアに憧れていたから、秘密を知りたいという気持ちがとても強かったのだ。そこで真希は、ティアに直接確かく認にんしてみる事に決めたのだった。










　ティアがどういう理由で使途不明金を利用しているのかが分からなかったので、真希は慎しん重ちようにティアが一人になるタイミングを待った。だがなかなかその機会に恵めぐまれない。ティアの傍そばには常にルースがおり、それを抜きにしても孝太郎や他の少女達と何かをやっている事が多い。おかげで真希がティアと話をする機会を得たのは、ティアの使途不明金に気付いてから三日後の事だった。

「ティアさん、ちょっといいですか？」

　真希がティアに話しかけたのは、吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうが昼休みに入った直後の事だった。午前中の授業を終えた生徒達は解放感と共に、それぞれに行動を開始していた。この日はルースが日直で、今は直前まで行われていた地理の授業の資料運びで不在。孝太郎はキリハや賢けん治じと馬ば鹿か騒さわぎをしている。早さ苗なえとゆりかはトイレへ行った。うまい具合にティアが一人きりになっており、使途不明金の話をするには絶好の機会だった。

「なんじゃ？」

「ちょっと騎士団の資金に関して疑問があったもので」

　真希は騎士団と言う時だけ、ティアだけに聞こえるぐらいまで声を小さくする。クラスメイトには説明できないものなので、念の為の処置だった。

「数字でも合わなくなったのかの？」

「そうではなくて………これを見て下さい」

　真希はそう言うと帳簿として使っている藍色の手帳をティアの前に広げた。そして真希は帳簿上の問題の部分をペン先で示しながら、事情を説明した。

「帳簿上に幾いくつか使途不明金があります。そのどれもが、ティアさんが使った事になっています」

「ウッ」

　ここまでは不思議そうに話を聞いていたティアだったが、自身の使途不明金を指し摘てきされると顔色が変わった。表情が強こわ張ばり、額に汗あせが滲にじむ。

「………これらは何に使ったんですか？」

「べっ、べつに大した事には使っておらぬっ!!　金額はどれも少額であろうっ!?」

　ティアは焦あせった様子で話を誤ご魔ま化かそうとする。だが真希はそれでは納なつ得とくしなかった。

「確かに制度上は問題になる額ではありません」

「そうじゃろっ!?　わらわとてきちんとルールは心得ておる!!」

「ですが、使途不明金はティアさんだけが使っているようでしたので………参考までに内容をお教え頂ければと思いまして」

　真希はティアのお金の使い道に興味があった。ティアが秘密にしたいお金の使い道とは何なのか、あるいは利用がティアだけに偏かたよる理由があるのか。真希はそこにティアの積極性に関する秘密が隠かくされているかもしれないと思っていたのだ。

「駄目じゃ駄目じゃあっ！　教えられぬっ！」

　ティアは激しく首を横に振ふる。するとその美しい金きん髪ぱつが宙を舞った。

「どうしてですか？」

「どうしてもこうしてもないっ！　だいたいそれを明かせるようなら、自由裁量枠わくから使ったりはせぬ！」

「………ごもっとも」

　ティアは真希に真実を明かそうとはしなかったが、真希はティアの反応から幾つかの手がかりを得ていた。

　―――よっぽど恥はずかしい内容のようね………。

　ティアは顔を真っ赤にして両りよう腕うでを振り回し、興奮してまくし立てていた。その様子からは強い羞しゆう恥ち心しんが伝わってくる。どうしても必要だが、どうしても明かしたくない、恥ずかしい何事かが原因であるらしい―――真希はそんな風に考えていた。

「それに騎士団の予算は元々わらわが出しておる！　資金繰ぐりで誰かに迷惑をかける事はないっ！　この話はもう止やめじゃっ！」

　ティアは強ごう引いんに話を打ち切ると、椅い子すから飛び降りて逃にげるように教室を飛び出していく。真希はその姿を黙だまって見送った。

　―――これ以上は聞けそうにないわね………さて、どうしたものか………。

　ティアは行ってしまったが、真希はまだ諦あきらめた訳ではない。真希は藍色の手帳の表紙を眺ながめながら、頭の中で今後の対応を検討し始めた。










　ティアが話してくれないなら、真希は自分の手でティアの尻尾を掴つかむしかない。そこで真希は極ごく秘ひ裏りにティアを尾び行こうし、その行動の調査を始めた。騎士団の自由裁量枠からお金を使った場合でも、記録に残らないのは使い道だけで、使った日と金額は記録に残る。だから尾行してティアの行動を全て記録すれば、帳簿と比ひ較かくする事で何にどれだけお金を使ったのかが分かるという寸法だった。そして真希は元ダークネスレインボゥの幹部で、今も現げん役えきの魔ま法ほう少女。得意の魔法を駆く使しすれば、ティアに気付かれないように尾行する事は難しくなかった。







「殿下、今日の夕食はいかが致しましょうか？」

「そうじゃのう………大分涼すずしくなってきた事じゃし、久しぶりに鍋なべにするかの」

「ただ、味付けはあっさり目にした方がよろしいかと存じますが」

「うむ。この時期はその方が食べ易かろう」

「具材はいかが致しましょうか？」

「魚にするとユリカとサナエが非難轟ごう々ごうじゃろうのう」

「ふふ、そう思います」

「あっさり目で肉なら、鶏とり肉にくにでもするか」

「では野菜もそれに合わせて選びます」

「任せる。………それにしてもルース、だんだん地球の料理に染まってきたのう？」

「はい。後々の為に、地球の料理は完全に習得しておく必要がありますので」

「計画的じゃの。頼たのもしい」

「お任せ下さい、殿下」

「うむ、任せた！」







「おいティア」

「む？」

「肩かたや背中をマッサージして貰もらいたいんだが」

「………コータロー、そなたは何故そのような事を主君にやらせようとするのじゃ？」

「早苗とゆりかは、どこまで関節を曲げたら痛いのかが分かってないからだ」

「えへへへへへへ」

「あはははははは」

「その点、格闘も得意なお前なら心配ないだろ？」

「ふむ、事情はよく分かったが………それならもう少し頼み方があるじゃろう。わらわは仮にもそなたの姫ひめじゃぞ？」

「分かったらとっととやれ。マッサージ器を買うかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんだ」

「まったく、いつまで経たっても口の減らない奴やつじゃ」

「俺おれがいつもお姫様扱あつかいしたら、お前も困るだろ？」

「それはそうじゃ。褒めて取らす」

「これだよ、まったく………」

「ふふん………こんな感じか？」

「あー、それそれ。やっぱりお前上手いな」

「そなたの姫はなんでも得意なのじゃ。尊敬せよ」

「尊敬はしてるんだ」

「知っておる。ただ言わせたいだけじゃ」







「ん～………」

「どうかなさいましたか？」

「あ、いや、別にそのぅ………」

「わたくしにまで隠す事はないじゃありませんか」

「そ、そうじゃったな」

「殿下はどれが気になるのですか？」

「こっちの………ちゅにっくとやらじゃ」

「ああ、このふわっとした感じが可愛らしいですね」

「そう思うか？」

「はい。よくお似合いになると思います」

「………笑われたりしないかのう？」

「本気を笑うような人間は一〇六号室にはおりません」

「………それもそうか………」

「お買い上げになりますか？」

「ちょ、ちょっと待っておくれ。あっちのも気になるのじゃ」

「じっくりお選びくださいませ。ふふふ………」







「ホレ、そなたの嫁よめじゃ」

「あれ………こんな金ピカなコマなんてあったっけ？」

「ユリカが失くしたから代わりに作ったのじゃ」

「ふぅん、まあいいか」

「うむ、いいのじゃ」

「ともかく嫁ゲット。よし、ティア、お前の番だぞ」

「………」

「おい、どうした？」

「なっ、なっ、なんでもないっ、ちょっと考え事をなっ!!　サイコロ、サイコロを振るぞっ!!」

「変な奴だな、本当にどうした？」

「どうもせぬっ、気のせいじゃっ！」

「そうか………？」

「そうじゃっ!!　そんな事より、振るぞ………せいっ!!」

　コロコロコロ

「………お前も結婚みたいだな」

「うむ。ルース、コマをくれ」

「はい、殿下」

「婿むこゲットじゃ」

「そんな青いコマあったっけ？」

「ユリカが失くしたから代わりに作ったのじゃ」

「ふぅん。まあいいか」

「うむ、いいのじゃ」







「ハルミや、そなたはどれを食べる？」

「久しぶりにたこ焼きが食べてみたいんですけれど、六個は多いかなって」

「だったらこうしよう。八個入りを買って、そなたは食べられるだけ食べるがよい。残りはわらわが食べる」

「そんな………仮にもティアミリスさんは皇女様ですし」

「そういう風に言ってくれるのはそなただけじゃ。しかし気にする事はない。そなたはわらわの親友じゃ。身分や地位を忘れて欲ほしい時もある」

「………でしたら、そうさせて頂きます」

「うむ、そうしてくれるとわらわも嬉しい」

「ちなみにティアミリスさん、身分を覚えていて欲しいのはどんな時ですか？」

「戦っている時と、公式に演説をする時じゃろか」

「ああ、かっこいいですものね？」

「そうじゃろ!?　そなたも分かっておるのうっ!!」

「これでもお姫ひめ様さま役で舞ぶ台たいに上がった事がありますから」

「そうじゃったな。そなたの演説も堂々としていて見事であったぞ」

「お褒めに与あずかり光栄です、皇女殿下」







「ルース、お願いじゃ」

「仕方がありませんね………一回だけですよ？」

「分かっておる！　必ず一回であのぬいぐるみを取ってみせる！」

「クレーンゲームにそこまで熱くならなくても」

「コータローが誇らしげに飾かざっているウサギの隣となりに置いてやりたいのじゃっ！」

「ふふ、殿下はおやかたさまが相手の時は一歩も退ひきませんね？」

「………ほ、他の者達たちのように、わらわにもう少し可愛げがあれば………その………じゃから勝負では負けられんのじゃっ!!」

「殿下は十分に可愛らしいと思うのですが」

「それはそなたが幼馴染みだからそう思うのじゃっ！」

「そんな事はないと思いますが」

「………この件に関しては、わらわもそこまで自信は持てぬ………」

「ではとりあえず、ぬいぐるみを取って帰りましょう」

「ルース………」

「ここはお金の使いどころです。一回などと言わず、取れるまでやりましょう」

「よく言うてくれた!!　いくぞぉっ!!」







　真希は魔法で姿を隠しながら、ティアを尾行し、観察を続けた。もちろんティアの方も真希との会話を覚えていたから、しばらくの間は自由裁量枠の資金の利用を避さけた。おかげで二人の静かな戦いは長期戦の様相を呈ていしていた。結局、真希がティアの尻尾しつぽを掴んだのは、尾行の開始から三週間が経過した頃の事だった。










　ある日の午後。真希は授業をそっちのけで、今日までに収集した情報の分ぶん析せきにあたっていた。現在真希の前には二つの手て掛がかりがある。騎士団の帳簿と、ここ三週間のティアの行動を記録したノートだった。

「………あれだけ恥ずかしがるという事は………身長を伸のばしたり、胸を大きくする手術とかかしら？　でも、それをわざわざ地球の技術でやるとも思えないし………姿が変わったらお金の使い道を隠しても意味がないし………うーん………」

　真希はティアの気持ちを想像しながら、二つの手掛かりを比較していく。十分に情報が集まっていれば、その二つの手掛かりを比較する事で、ティアの使途不明金の謎なぞが解ける筈はずだった。

「………あっ!?　もしかして、これかしらっ!?」

　帳簿とノートを丹たん念ねんに比較した結果、ティアがある店で買い物をした日に、騎士団の自由裁量の資金―――いわゆる使途不明金が使用されている事が分かった。金額も一いつ致ちしており、騎士団の資金がその買い物に使われた事は疑いないと思われた。

「よぉしっ、この証しよう拠こさえあれば！」

　真希は逸はやる気持ちを抑おさえ、チャイムが鳴って授業が終わるのを待つ。証拠は十分。今回はティアが何を買ったのかまで分かっている。もはや誤魔化しは利かない。ティアは真希の追及からは逃のがれられない筈だった。










　真希が藍色の手帳を手に近付いてくるのを見た瞬しゆん間かん、ティアは表情を強張らせて逃げ出そうとした。だがティアは真希から逃げ出す事が出来なかった。席を立って走り出す直前に、腕うでを掴まれてしまったのだ。

「ティアさん」

「うっ」

　その瞬間、ティアは逃げ出すのを諦めた。そして肩をすぼめ、バツの悪そうな顔でゆっくりと真希の方を振り返る。その顔は、いつになく自信がなさそうだった。

「こちらへ」

「………」

　そのまま真希はティアの手を引き、教室の片隅へ向かう。クラスメイトに聞かれると混乱を来す話題が予想されていたので、ティアもこれには逆らわなかった。

「今度こそ、話を聞かせて貰いますよ？」

「は、話すつもりはないと言ったじゃろうっ」

　ティアが抵てい抗こうを始めたのは、話が始まった直後からだった。ティアは焦った様子で対話自体を拒きよ絶ぜつする。どうしても話したくない内容なのだ。

「既すでに使途不明金が何に使われているのかは分かっています」

「もうそこまでっ!?」

　ティアは驚おどろきに目を丸くする。ティアも興味を持たれているのは分かっていたが、既に尻尾を掴まれているとは思っていなかった。そんな彼かの女じよに向かって、真希は優やさしく諭さとすように話し続けた。

「私はティアさんを罰ばつしたり追い詰つめたりしたい訳ではないんです。ただ………奇き妙みような使われ方をしている使途不明金の理由が知りたいのです」

「うぅ………」

　ティアは思わずたじろぐ。常に強気のティアらしからぬ姿だった。

「ティアさん、あなたはどうして騎士団の自由裁量の資金を使って、服やアクセサリーを買っているんですか？　資金元であるあなたには、そんな事をする必要なんてどこにもないじゃありませんか」

　問題の使途不明金は、ティアの服やアクセサリーを購こう入にゆうする為ために利用されていた。だがこれは奇妙な処理だった。騎士団の予算は全額がティアの個人資産から出ているので、普ふ通つうに服やアクセサリーを買うのと変わらない。賄わい賂ろや工作の為に高額の資金を騎士団を経由させて使い道を隠すならまだしも、服やアクセサリーを買う為に少額の資金でそれをする意味など、真希には想像もつかない。全く意味のない行こう為いにしか見えなかった。だから真希は奇妙に思って事情を聞きにやってきた。むしろ賄賂や工作の為であれば、真希は調査だけで満足して、ティアに質問しに来なかっただろう。

「………そ、それは………」

　真希の追つい及きゆうを受けて、ティアの顔が羞しゆう恥ちで真っ赤に染まった。真希にとっては意味のない行為に見えても、ティアにとっては必要な行為だった。そしてそれを明かす事は、一人の女性として非常に辛つらい。だが真希は既に事実を知ってしまっている。そこでティアは遂ついに観念し、真希が得た事実が示す、ティアの真実を語り始めた。










　ティアは地球へやってくるまで、自分が他人にどう見えているのかという事には殆ほとんど関心がなかった。関心は自身の力を周知させる事にのみ向けられていた。そんな彼女の転機は、地球で対等の友人を得た事だった。最初は孝太郎、やがては多くの少女達。多くの人間と親しく付き合うようになった事で、ティアは指導者としての自分だけでなく、一人の少女としての自分を意識するようになっていった。

　ティアが周囲の少女達と自身を比較した時、自分の可愛かわいげのなさが目に付いた。言動は攻こう撃げき的てきで、服装は指導者に相応ふさわしい洗練されたもの。力を誇こ示じするばかりで、少女としての可愛らしさが全く備わっていなかった。

　そうなってしまうのは当たり前ではあった。ティアはフォルトーゼでは敵が多く、力を誇示せねば生きられない。可愛らしさは指導者としては弱点であって、隠しておかねばならないものだったから。

　だが一いつ旦たんそれを意識してしまうと、弱点だから隠しておこうと考えるのは難しくなる。周囲にいる少女達が、とても羨うらやましかった。特にティアにそう感じさせるのが、早苗やゆりか、そして他ならぬ真希だった。この三人は特に可愛らしい格好をしている。早苗やゆりかは初めから可愛いものが大好きだったし、真希は今年に入ってから急激に少女らしさが増していた。早苗やゆりかの姿に憧れ、自分と大差ないと思っていた真希にも置いていかれそうになっている。ティアはそう感じて、気が気ではなかった。

　そこでティアは一いち念ねん発ほつ起きし、自分も可愛くなろうと決めた。急に性格を変えるのは難しいので、まずは外見から。こうしてティアはファッションやアクセサリーにお金を費やすようになったのだった。

　しかしここで問題になるのが、ティアが皇女でもあるという事だった。ティアには敵が多いので、付け入る隙すきを与あたえる訳にはいかない。これまで彼女は強い皇女のイメージを作り上げてきているので、国民に対しては、プライベートでは可愛い服を着て女の子らしく振る舞っているという事実は伏ふせておきたかった。つまり仕事とプライベートの完全な切り分けが必要になったのだ。

　とはいえフォルトーゼでは皇族は公人であり、資金の透とう明めいさが常に求められる。個人資産であっても、その使い道は公表しなければならない。するとどうしても帳簿上に、ティアが可愛い服やアクセサリーを買った事実が残ってしまう。つまり帳簿を調べられてしまえばイメージダウンは必至。それを避ける為の手段が、どうしても必要だった。










　ティアはそうした彼女なりの真実を、とても言い難にくそうに語った。恥ずかしいし、情けない話なので、その口調はどうしてもぶっきらぼうで攻撃的にならざるをえなかった。

「………じゃから、騎士団にお金を入れて、自由裁量枠で買う事にしたのじゃ………これならイメージダウンは避けられるからの………自分でも、ば、馬ば鹿かな話だとは思っておるのじゃっ！　それでも我が慢まん出来なかったのじゃっ！　笑わば笑えっ!!」

「そういう事だったんですか………」

　だが真希はそんなティアの態度にも気分を害する事はなかった。ティアの話は真希にもよく分かるものだったから。

　ティアと出会った頃ころは、真希も自分の見た目を気にしていなかった。ファッションや化け粧しようは、むしろ真の自分を隠す嘘うそだと思い嫌きらっていた。だが必要に迫せまられて人付き合いが始まり、やがて他人を愛する意味を理解し始めると、自分の見た目が気になり始めた。大好きな人に、可愛いと思って欲しいと思うようになったのだ。

　だがその頃の真希は、まだダークネスレインボゥの悪の魔法少女だった。立場やイメージを守る為に、様々な葛かつ藤とうがあった。だから真希は可愛らしい格好をする為に、自分や他人に色々な言い訳をしなければならなかった。ティアと同じ状況だったのだ。

「………笑わぬのか？」

　ティアは不思議そうに真希を見つめる。真希の反応は意外だった。

「笑いませんよ。私にも似たような経験がありますから」

　真希にはティアの気持ちがよく分かる。だから笑おうとは思わないし、腹も立たない。むしろ自分と同じだという親近感が湧わいていた。そして親近感はもう一つあった。

「それに………私達はお互たがいにコンプレックスがあったみたいですし」

「なんじゃと？」

「私はティアさんのような、積極的な対人関係に憧れていたんです。だからティアさんを笑うと、自分まで笑わなくちゃいけなくなって………」

　ティアは真希の少女らしい、可愛い外見や言動に憧れていた。そして真希はティアの積極的な激しい人付き合いに憧れていた。つまり二人はお互いを追いかけていた事になる。だから真希はティアを笑わない。回り回って、自分を笑うようなものだったから。

「そなたが、わらわにの………」

「里さと見み君と毎日のように大おお騒さわぎしているの、憧れます」

「わらわはあんな風にしか出来なかったから、そなたらのようにしたくての」

「だから笑ったりしません。もっとも………私とティアさんの間で、コンプレックスがぐるぐる回っていた事は、笑えると思いますけれど」

「そうじゃな。それはおかしくて仕方がないのう。ふふ、ふふふふっ」

「ふふふ」

　ティアと真希は顔を見合わせ、楽しそうに笑い合う。お互いに持っていないものを羨んで、メリーゴーランドのように後を追い続けていた。お互いのコンプレックスを理解し合った今、何をしていたんだろうと、笑うしかない状況だった。そしてそれ以上に、同じ事に悩む仲間を見付けた嬉うれしさもあった。

「確かに笑えるのじゃが………マキよ、出来れば秘密にしてくれると助かる」

「それはお互い様ですよ。うふふっ」

「わらわは秘密は守るぞ」

「私もです、安心して下さい。………そうだ、秘密を守るだけじゃなくて、取り引きをしませんか？」

「取り引きじゃと？」

「単に秘密を守るよりも、もっと前向きにというか」

「ふむ………面おも白しろい、詳くわしく話すがよい」

　やがて二人は手を取り合い、一いつ緒しよに新たなゴールを目指す事にする。どうせ回り続けるなら、メリーゴーランドのように一ヶ所に固定されていないで、車輪のようにゴールへ向かって進む方がいい筈だった。










　この日は午前中は曇くもっていたものの、放課後になる頃には綺き麗れいに晴れた。おかげで肩を並べて歩く真希とティアを赤い夕日が照らし出し、長い影かげを作り出していた。

「ティアさんはどんな服に興味があるんですか？」

「今はちゅにっくとやらじゃ。あのふわっとしたシルエットが気になっておる」

「そういえば、あれを着ると印象が大分柔やわらかくなりますよね」

「わらわの活動的な印象を弱められたら―――なんて思ったのじゃ」

「確かにティアさんは、元気な印象があります」

「そうなのじゃ。もうちょっとこう、女性らしさも見て貰いたいというか」

「分かります。私もずっと真ま面じ目め一本でしたから」

「少し不真面目になるとよいぞ」

「あはは、そうします。………そうだ、女性らしさならスーツなんかも面白いんじゃありませんか？」

「背せ伸のびし過ぎではないかのう？　認めたくはないが、わらわは幼児体型じゃぞ」

「そのギャップがいいかもしれないじゃありませんか」

　真希とティアの目的地は、駅前に建ち並ぶファッション関係のショップの数々。二人で一緒に服を買いにきたのだ。二人は気になる店を見付ける度に、入っていってああでもないこうでもないと議論を繰くり返す。だがそこは流石さすがに女の子。数すう軒けんのショップを経ても、未いまだに買う服は決まっていなかった。

「ふむ………ちなみにマキ、そなたはどんなものが欲しいのじゃ？」

「私はティアさんの逆です」

「ほう？」

「私はどうも真面目なイメージがあるので、活動的に見えるようにしたいんです」

「確かにそういう印象があるのう。代わって欲しいぐらいじゃ」

「あはは、私もそうしたいのは山々なんですけれど」

「ふふふ………活動的となると、スカートかパンツかにかかわらず、丈たけは短い方がよいのう」

「短いってどのぐらいですか？」

「スカートなら膝ひざ上うえ十五センチ以上、パンツならショート」

「それは短すぎませんか？」

「そなたはわらわより背が高いのじゃから、半はん端ぱにやると元気さではなく、カッコよさが前面に出てしまうぞ？」

「なるほど………どっちつかずでは別の印象に流されると」

「うむ。それに合わせて、靴くつも動き易やすいものにするのが良かろう。下手にミュールやサンダルにすると、これまたカッコよくなってしまうでの」

　二人とも目指す理想は高い。というより、目の前に理想が存在しているので、何とかそれに近付けたいという欲求があった。だが素材の違ちがいという根本的な問題があるので、なかなか簡単にはいかない。おかげで時間だけがどんどん過ぎていた。

「なかなか決まりませんね」

「そろそろ思い切った手が必要じゃの」

「そうだティアさん、私達が一緒に着られる服を選ぶのはどうでしょう？」

「一緒に？」

「そうです。いきなり対極に行こうとしないで、その前段階として、私とティアさんの中間くらいの服にするんです」

「さっきも言うたが、そなたはカッコよくなってしまうかもしれんぞ？　わらわは無理して背伸びして見えたりとか」

「最終形がそれでは困るんですけれど、過程としてはいいんじゃありませんか？　それに二人が一緒の姿をしていれば、そっちの印象の方が強いでしょうし」

「なるほど………そういうやり方でワンクッション置くならいいかもしれんな。そして次は今回と理想の中間を狙ねらうと」

「はい。それに記念にもなって、いいと思いませんか？」

「ふふ、なるほど、あえて同じスタートを共有する訳じゃな」

　最終的に二人はいきなり理想のファッションは目指さず、まずは両者の中間点を目指す事に決めた。つまり女性的な印象と、活動的な印象を併あわせ持つコーディネートだ。結果的に飛び抜ぬけたものにはならないだろうが、いきなりいつもとは真逆の格好で周囲を驚かせるよりも、このやり方で一度印象の変化に慣れて貰うのは良い手であると思われた。

「でも女性らしさと元気な印象を併せ持つって、難しいですよね」

「キュロットあたりで攻せめるのはどうじゃろか」

「だったら靴はヒールがやや高めのショートブーツとか？」

「ふむ、形になってきたのう」

　二人で同じ格好をするという指針が出来たおかげで、少しずつコーディネートが決まり始めた。お互いに無理なく着られるようにする必要があるので、ただただ理想を追っていた先さき程ほどとは違って、妥だ協きよう点てんも見み出いだし易かった。おかげで完全に日が暮れる前に、二人の買い物は無事に終しゆう了りようしたのだった。










　二人で一緒に買った服が披ひ露ろうされたのは、その翌日の事だった。クラスメイト達と一緒に遊びに出かける事になっていたのだ。二人は一緒に着き替がえ、メイクを施ほどこし、胸を高鳴らせながらクラスメイト達の前に立った。自信はあったが、その評価が気にならないと言えば嘘になるだろう。幸いその反応は良好で、ティアと真希は顔を見合わせて安あん堵どの笑え顔がおを零こぼした。問題はあと一つ。まだ集合場所に現れていない、孝太郎の反応だった。

　クラスメイト達が二人のファッションに気付いたのは会ってすぐだったのだが、孝太郎はすぐには気付かなかった。孝太郎が気付いたのは今日の目的地であるテーマパークに着いてからの事だった。

「………あれ、よく見るとティアと藍あい華かさんって、同じ格好をしてるんだな」

「馬ば鹿か者ものっ！　今いま頃ごろ気付くでないっ！」

「あはは、実は昨日二人で買ったペアルックなんです」

　二人にとっては孝太郎がどう思うかが一番重要だったので、幾らか肩かた透すかしを食くらった格好になる。ティアはその事に怒おこり始め、真希は笑う。格好は同じでも、相変わらず反応は真逆の二人だった。

「おいコウ、女の子の服装や髪かみ形がたぐらい、顔を合わせてすぐにチェックしろよ」

「お前と一緒にするな！　俺は女の子ばかりを見て生きてる訳じゃない！」

「よく言った孝太郎！　それでこそ俺おれ達の仲間だ！」

「まあ、孝太郎君がマッケンジー君みたいに女の子に気を配り始めたら、怖こわいは怖いわよね」

　クラスメイト達も孝太郎がいつ二人の姿に気付くか興味があったので、ここまで息を潜ひそめて反応を待っていた。そしてようやく気付いた今、待っていましたとばかりに囃はやし立てる。もちろん孝太郎の味方は少ない。味方は一部の男子生徒のみだった。

「まったく、わらわとマキのドキドキを何だと思っておるのじゃ」

　孝太郎に対して一番否定的な意見を持っていたのは、やはりティアだった。両腕を組んで頬ほおを膨ふくらませ、不ふ機き嫌げんな子供のように孝太郎を見上げている。新しい服は可愛らしさと活動的な面が両立しているのだが、今はティアが攻撃的過ぎて、その効果はいまいち発揮されていなかった。

　―――やっぱりティアさんは凄すごいなぁ………。

　そして真希はそんなティアの様子に感心していた。孝太郎との関係を少しも傷付ける事なく、それでいて極きわめて過激な言動を続けている。少しでもさじ加減を間ま違ちがうとお互いに酷ひどく傷付くだろうに、決してそういう風にはならない。これはティアにしかできない、特別な技術だった。

「マキ、そなたも何か言ってやれ！」

「きゃあっ!?」

　ここでティアは真希の手を掴み、強引に孝太郎の前に引っ張り出した。傍ぼう観かん者しやでいるつもりだった真希なので、この展開には驚いた。だがこの状態で何も言わずにいるのも不自然なので、真希は必死に頭を働かせて言葉をひねり出した。

「確かに気付いて欲しかったけど、それはこっちの都合だから―――」

「マキ、そなた一生そのままでいるつもりかっ!?」

「うっ!?　………さっ、里見君のどんか～～～んっ!!」

「うむ、それでよいのじゃ」

　最初は肯こう定てい的てきな言葉だったのだが、途と中ちゆうでティアのサポートもあり、最終的にそれなりの悪態が口から飛び出した。それでもティアのそれよりも大分大人しいのだが、ティアは最初の一歩としては上出来だろうと思っていた。

「悪かったよ二人とも。でも別に無視しようとしていた訳じゃない。遅ち刻こくしてきてそれどころじゃなかったんだよ」

「だったら率そつ直ちよくな感想を述べよ」

「性格も体格も全然違うのに、よく二人で一緒に着て似合う服を見付けてきたもんだ」

「あ、ありがとう、里見君」

　だが真希が不機嫌そうな顔をしていられたのはほんの数秒間だった。孝太郎に似合うと言われた途と端たん、真希は恥はずかしそうな笑顔になる。新しい服で来てよかった、そんな気持ちで胸がいっぱいだった。だがティアは真希のそんな反応を許さなかった。
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「マキッ、そうそう簡単に誤ご魔ま化かされるでないっ！」

「でも嬉しかったから―――」

「そなたはコータローに甘あま過すぎるっ！　もっと厳しく！」

「え、えと………里見君っ、ちゃんと可愛いって言って下さいっ!!」

「うむ、それでよいのじゃ」

「おいおい………」

　その後も真希はティアに言われるままに、孝太郎に悪態をつき続けた。

　―――どうなっているんだろうな、これは………。

　真希はティアに無む理り矢や理り言わされている感が満まん載さいだったが、別に嫌いやがっているような様子はない。むしろ楽しげに見えていた。

「もっとあのアホに何か言うてやれ」

「里見君の真面目人間っ！」

「それは悪態か？」

「え、えと………別なの何か………」

　他人にわがままを言う事に慣れていない真希だから、その様子はどこか微ほほ笑えましい。悪態も本当にそう思っている訳ではなさそうなので、孝太郎は二人を好きなようにさせておく事にした。普ふ段だんとは少し印象が違う元気で可愛らしい二人を、そのままずっと眺ながめていたかったのだった。










　テーマパークに入ると、孝太郎達は最近出来たばかりの新アトラクションに向かった。それは銃じゆうを使ってゾンビと戦う体感ゲームで、全員で一緒に遊びながら同時に個人でポイントを競きそう事も出来る、若者に大人気のアトラクションだった。

「よーし、マキ、ここはわらわと協力プレーじゃ。コータロー達をギャフンと言わせてやろうぞ」

「でも私は、里見君のお手伝いがしたい―――」

「マキよ、手伝いならいつでも出来る。じゃが真正面からぶつかり合える機会は決して多くはない！　ここは全力で戦うべき時じゃ！」

「なるほど………勉強になります」

　ここでも真希とティアは協力して孝太郎と戦う事にした。孝太郎と賢治に勝つ為には、真希とティアの共きよう闘とうは必ひつ須す条件だった。

　実はこうして真希とティアが協力し合う事や、ペアの服を着ている事には、明確な理由がある。それはティアが使し途と不明金の真相を明かしたあの日に、二人で交かわした取り引きだった。

　その取り引きでは、真希はティアが可愛くなる手助けをする事になっている。これに絡からみ、服を買う時に騎き士し団だんの資金を使うのは止め、真希が購入した服をティアにプレゼントする形に変へん更こうされた。こうすれば帳ちよう簿ぼ上の安全性は更さらに高まる。加えて真希は可愛い服の初心者であるティアのアドバイザーを務める。ティアのファッションセンスは決して悪くないのだが、いかんせん地球のファッションには不慣れ。真希が居てくれると非常にありがたかった。

　そしてティアの方は、真希に積極的な人間関係を指南する事になっていた。真希は真面目で内向的な性格なので、表面上の付き合いはともかく、親しい相手との積極的な付き合いが苦手だ。そこでティアがサポートする事で、真希に積極的な人間関係を教えていこうというのだ。これは真希にとって、自身の欠点を改善する大きなチャンスだった。

　つまり二人が交わした取り引きは、真希がティアに可愛らしさを教え、代わりにティアは真希に過激さを教える、というものだ。それはお互いに足りないものを補い合い、共に進歩していこうという前向きな取り引きだった。

「わらわは武器を持った敵を優先して倒たおす。マキはそれ以外の敵を近付けないようにしてほしい」

「分かりました。それと弾たまを再装填するタイミングは声を出して伝え合うようにしましょう」

「了りよう解かいした！　では参るぞ！」

「はいっ、頑がん張ばりましょう！」

　そうして二人は協力してアトラクションに挑いどむ事になった。スタート地点に肩かたを並べて立つ二人の顔は、いつになく明るく楽しげだ。きっかけや思おも惑わくはそれぞれであったが、二人がこれまで以上に強い絆きずなで結ばれるようになったのは、間違いなさそうだった。







Episode 4　内宇宙大戦争







　ある土曜日の昼下がり。孝こう太た郎ろう達は押おし入いれからボードゲームを引っ張り出して遊んでいた。そのメンバーは孝太郎、ゆりか、真ま希き、ティア、クランの五人。関係している人間が一部不在なので、勝とうが負けようが部屋の支配権を示す畳ポイントの移動はない。単に遊びたくて遊んでいるのだ。外は気持ちよく晴れていたので、日差しが窓から六畳間に差し込んでいる。柔らかい秋の日差しに包まれて、孝太郎達のゲームはゆっくりと進んでいた。

「藍あい華かさんの番だよ」

「は、はい」

　孝太郎に促うながされ、真希は緊きん張ちようの面おも持もちでゲーム盤ばんのルーレットに手をかける。成長の過程であまりゲームというものに触ふれてこなかった真希なので、多少慣れた今になっても少しばかり緊張してしまうのだ。

「えいっ」

　カラカラカラ

　真希の可愛らしい掛かけ声と共に、ルーレットが勢いよく回り始める。孝太郎達がやっているゲームは、このルーレットの出目に従って、恐きよう怖ふの洋館を模したゲーム盤を進んでいくものだった。

「………四ですねぇ。真希ちゃん四マス進んでくださぁい」

「いち、にぃ、さん、よんっ、と」

「なになに『食堂を探たん索さくしていると、どこからともなく物音が聞こえてきた。イベントカードを引く事』か………何か起こったようじゃな」

「ベルトリオン、イベントだそうですわよ」

「はいよ。藍華さん一枚引いて」

「はい」

　止まったマスの指示に従い、真希はカードを引く。このカードに書かれている事が、探険中の真希に起こった出来事という事になるのだ。

「ええと『不意に鎧よろいの騎き士しが襲おそい掛かってきた！　………と思ったが、部屋に置かれた飾り物だった。特に何も起こらない』だそうです」

「ラッキーでしたねぇ」

「そうとも限らんじゃろう。敵が出れば、宝物が貰もらえるかもしれない訳じゃからの」

「ユリカ、あなたは事なかれ主義ですのねぇ」

「死んじゃったら元も子もないじゃないですかぁ。お宝も食べ物も、生きていればこそなんですよぅ」

　カードの内容に関しては少女ごとに捉とらえ方が異なっており、統一感はない。少女達のやり取りを聞いていた孝太郎は、捉え方に個々の性格がよく出ていると感じていた。そういう部分も顔を突つき合あわせて遊ぶゲームの醍だい醐ご味みだろう。

「ふふ」

　するとそんな孝太郎を見て真希が笑い始める。

「どうしたんだい、藍華さん？」

「このゲームってホラーが題材じゃないですか？」

「ん？　ああ、そうだな」

「でも里さと見み君が襲ってくる姿を想像してしまって………それで、面白いなって」

「ああ、そういう事か」

　鎧の騎士と言われると、一〇六号室の関係者が真っ先に思い付くのは孝太郎だ。だからホラーが題材であったのに、真希は思わず和なごんでしまったのだ。真っ昼間にやっているので元々緊張感は乏とぼしかったのだが、完全にそれが途と切ぎれてしまった格好だった。

「その時藍華さんはどんな感じなんだい？」

「きゃーきゃー言いながら色んなものを里見君に投げ付けるような」

「ありそうだな」

「では投げるとしよう」

「ティア!?」

「皆みなの者、攻こう撃げき開始じゃ！」

『はーい！』

　ティアの号令に従って、少女達たちが一いつ斉せいに孝太郎に向かってものを投げ始める。しかし孝太郎を痛めつけたい訳でも、一〇六号室を壊こわしたい訳でもない。だから彼かの女じよ達が投げるのは脱ぬいでいた上着や座ざ布ぶ団とん、タオルや新聞紙といった、ダメージにならないものばかり。一番痛いものでもカップラーメンぐらい。もっともこれは、ゆりかにとってとても痛かったのだが。

　―――なんというか………うん、言葉にしにくいが………。

　そういう優しさを残した遊び心を発揮している少女達に対して、孝太郎は本気で怒おこる事が出来ない。むしろその遊び心に、応じたくなってしまった。

「お前らー！」

『きゃーきゃーきゃー！』

　そこで孝太郎は飛んで来たものを掻かき集めると、まとめて一気に投げ返す。元々狭せまい部屋なので、少女達に逃にげ場はない。少女達も孝太郎同様、頭から色んなものを浴びる羽目になった。そうなっても少女達から笑顔は消えない。そうやって孝太郎が反撃してくるのを期待していたのだから当然だった。










　そんな風に何度となく余計な事で脱だつ線せんを繰り返しながら、孝太郎達のゲームは進んでいく。今回は真希が初心者なりに善戦した事と、ゆりかの純じゆん粋すいな運が猛もう威いをふるい、二人の一いつ騎き打うちのような様相を呈ていしていた。

「真希ちゃん、最後の勝負ですよぉ！」

「ここまで来たんだから、負けないわよ、ゆりか！」

　諸問題が解決した事もあって、最近の二人は良好な関係を築いている。今もそうで、友達同士の対決を心から楽しんでいた。

「………ゆりかって、負けてもいい時に限って強いんだよなぁ」

　孝太郎はそんな二人の様子を見て笑っていた。二人が楽しんでいる事は、見ている孝太郎にも十分伝わっている。これまでの事もあって、微笑ましい気分にさせられていた。

「ここぞという時には、弱気が出る方ですものねぇ」

　クランも一緒に笑う。これも馬鹿にしてというよりは、孝太郎と同じく微笑ましく思っている意味が大きい。最近はクランも素す直なおに感情を出すようになってきていた。

「何を言うておるか。真に負けてはいけない時のユリカの強さを、不要だと思っておるくせに」

　ティアは孝太郎の言葉に呆あきれていた。ゆりかは確かに、負けると損失が出たりする時には滅めつ法ぽう弱い。罰ゲームがあったりすると途端に負ける。だが本当の意味で負けてはいけない時には―――誰だれかの命がかかっている時など―――絶対に負けない強さを持っている。そして孝太郎は、ゆりかがそういう本当の強さを発揮する事を不幸だと思っていた。だから孝太郎はゆりかが、負けてもいい時にだけ勝ち、勝たなければいけない時に負ける事が出来る今の状じよう況きようを歓かん迎げいしている。それは平へい穏おんだという事だからだった。

「そなたにはユリカが勝つ事を笑う権利はない」

「手厳しいな」

「ふふ、ベルトリオン、あなたはユリカにいつまでも手のかかる妹分のままでいて欲ほしいのでしょう？」

「そういう自覚はあるよ」

　今の孝太郎は、ゆりかだけでなく真希もティアもクランも、平穏の中にいて欲しいと願っている。孝太郎はもう、そういう自分の気持ちを誤魔化そうとは思わなかった。

　ぐぅぅぅ

「おや」

　そんな時、会話の流れを無視して孝太郎のお腹なかが鳴った。既に時刻は十二時を回っている。そろそろ昼食の時間だった。

「まったくぅ、行ぎよう儀ぎが悪いぞ、コータロー」

「すまんすまん」

「この男に行儀を期待するのは無意味ですわ」

「里見君、これが終わったらご飯にしましょう」

「そうですそうですぅ、それがいいですぅ」

「そうするか」

　丁度ゲームも終しゆう盤ばんに差し掛かかっていたので、終わったら食事をする事に決めた。だがここで一つ大きな問題があった。

「じゃが誰が食事を作る？　それとも出前でも取るかのう？」

　実はここにいるメンバー以外は午前中から出掛けている。いつも食事を作っているキリハとルースが両方いないので、何らかの手段で食事を調達する必要があった。

「そうだ、ゲームに負けた奴やつが作るってのはどうだ？」

　単にじゃんけんや出前では味気ない。そこで孝太郎は、今やっているゲームの勝敗で料理を作る人間を決めればいいと考えていた。

「なんで今いま更さら言うのじゃ!?　そういう事は最初に言うものであろうっ!?」

　ティアは途端にむくれる。勝敗に大きな価値を見出すティアなので、ゲームのルールが途中で変わる事は好まなかった。

「今だから言うんだよ。今なら俺おれかティア、クランの誰かになる訳だろう？」

　孝太郎はむくれるティアにそう告げると、ちらりとゆりかの方を見た。ゲームはゆりかと真希がトップを争い、残りの三人が遅おくれ気ぎ味みに追従している状態にある。従って昼食を用意するのは孝太郎達三人である可能性が極めて高い。つまり、ゆりかの料理を食べずに済むという訳なのだ。

「………確かにそなたの言う事はもっともじゃ」

「わたくしもそれで構いませんわ」

　ティアとクランはすぐに孝太郎の意図を察して同意する。二人ともゆりかの料理は危ないだろうという認にん識しきで一いつ致ちしていた。

「次は里見さんの番ですよぉ」

「はいよ」

　昼食に関する結論が出たところで、孝太郎達三人もゲームに戻もどっていく。ゲームの決着が付いたのは、それから十数分後の事だった。










　ボードゲームで一位を取ったのは真希だった。彼かの女じよは当初のリードを守り切り、そのままゴールへ辿たどり着いた。多くの財宝を抱かかえた彼女はぶっちぎりのトップだった。

　続く二位はティア。負けたら昼食を作るというルールが追加されたところから急激に成績を上げ、最終的に二位まで這はい上がった。結局真希には追い付けなかったのだが、ルールが追加された時点からの成績を集計すると明らかにティアが一位なので、これは堂々たる二位と言えるだろう。

　三位はクランだった。クランはティアに比べると慎しん重ちよう派はなので、終盤は守りに入った分だけティアには及およばなかった。要は最下位にならない為のプレーをした訳だ。クランらしい計算された結果だった。

　四位は孝太郎。孝太郎はティアに勝つべく最後で大きな賭かけに出た。危険は高いが報ほう酬しゆうも高い、屋や敷しきの地下にある宝物庫に踏ふみ込んだのだ。その結果、孝太郎は敵に敗れて多くの宝物を失った。ティアとの勝負に拘こだわらなければクランといい勝負だったので、この結果はプライドの為に賭けに出たのが失敗だったと言えるだろう。

　そして最下位はゆりか。あれだけ多くの宝物を抱えていたにも拘かかわらず、ゲームの終了時点では見事に最下位。他の者達を呆れさせるのと同時に『ああ、やっぱりね』という空気を作り出していた。

「うっ、うっうっうっうっ」

「ゆりか………お前は本当に目先の利益に弱いなあ………」

「うっうっ、だ、だってぇ、宝物が取れる目だったからぁ………ううっ」

　ゆりかは泣きながら失敗の理由を口にした。このゲームにはゴール直前に分ぶん岐き点てんがある。それは真っ直すぐに出口へ向かう安全な道と、危険だが報酬の高い宝物庫を経由して出口へ向かう道だった。圧あつ倒とう的てきな強運で真希を抑おさえ、一位でそこへ辿り着いたゆりかは、ちょうどぴったり宝物が貰えるマスに止まれるというだけの理由で宝物庫へのルートを選んだ。これだけ宝物を抱えていれば多少危険な目に遭あっても最下位にはなるまいという安心感もそれを後あと押おししていた。確かにその選せん択たくによって、ゆりかは大量の宝物を獲かく得とくした。もうゆりかが一位だろう、誰もがそう思ったほどに。

　だが、それが転落の始まりだった。その後ゆりかは宝物のマスには一度も止まらず、ひたすら敵に襲われ続けた。敵に勝てば宝物が貰えるのだが、この場所に出る敵はとても強い。あっという間にみぐるみを剥はがされ、無一文でゴールへ到とう着ちやくした。あまりに劇的な転落劇だった。

「最後の最後で欲を出して、運を逃がしてしまいましたわねぇ………」

「とことんついてない奴じゃのう。呪のろわれておるのかのう？」

　この予想外の結末にクランとティアは困こん惑わく気味だった。ゆりかを最下位にしない為ための措置だったのに、何な故ぜかゆりかが自分から最下位に飛び込んで来たのだ。

「あー………なんだったら俺が作るか、昼飯？」

　ゆりかが作る昼食に可能性が見出せず、孝太郎は自分が昼食を作ると申し出た。これはゆりかを除外すると、最下位は孝太郎になる為だった。

「それがいいかもしれんのう」

「異議なしですわ」

　ティアもクランも異議はない。孝太郎の料理の腕うでは高いとは言えないが、食べられないものは作らない。二人ともそこは信しん頼らいしていた。

「そうですそうですぅ。それでいいですぅ！」

　ゆりかも自分が作らずに済んだ事を喜んでいた。それまで泣いていたのが嘘うそのように、嬉しそうな笑顔を浮うかべている。ゆりかとしても、料理は面めん倒どうなのでやりたくないのが本音なのだ。そんなゆりかに怪け訝げんそうな視線を向けたのが真希だった。

「ゆりか………あなたには料理が出来る筈はずがないって言われたも同然なんだけど、それでいいの？」

「えええぇぇぇぇっ!?　そうなんですかぁぁぁっ!?」

　ゆりかは真希に言われて初めて、自分には料理が出来ないという前提で話が進んでいる事に気付いた。するとゆりかはその頬をぷっくりと膨らませ、這うようにして孝太郎に詰つめ寄った。

「里見さんっ、お料理なら私がやりますぅ！」

「そんな事言ったって、どうせお前料理なんて出来ないだろう？」

　孝太郎は何も悪意があって言っている訳ではない。孝太郎はこれまで一年半以上に亘わたって、ゆりかの自じ堕だ落らくな生活を眺めてきた。その中で彼女がまともに料理をしているところを見た事がない。また、彼女の家庭科の成績も限りなく低空飛行。これで料理上手であったら奇き跡せきだろう。そんなゆりかを思えばこそ、孝太郎は交代を申し出たのだ。

「出来ますぅ！　ナナさんと一緒だった頃ころには、私だってごはんの用意ぐらいしてたんですよぉっ!?」

　だがゆりかの答えは意外なものだった。実はゆりかがナナの協力者であった頃、二人は一緒に住んでいた。だからゆりかが家事を担当する事も多く、食事の用意をする事もあったのだ。

「そ、そうだったのか」

「酷いですぅ里見さん。確かに里見さん程は出来ないかもしれませんけどぉっ、これでも女の子ですからぁ、全然出来ないなんて事はありませんよぉっ！」

「そいつは悪かった」

「ナナさんにだってぇ、お湯を入れるのが上う手まいねって褒ほめて貰った事があったんですからぁっ!!」

「だから悪かったって言ってるだろう」

「私が作りますぅ!!　絶対美味おいしいって言わせますぅっ!!」

　ゆりかは完全にへそを曲げてしまっていた。ゆりかも一応女の子。女の子としての技術が備わっていないと思われてしまうのは心外だった。しかもそれはよりによって孝太郎。一番女の子だと思って欲しい人間に誤解されたままではいられない。ゆりかはなけなしのプライドを刺し激げきされ、やる気になっていた。

「大だい丈じよう夫ぶですかしら………」

「ゆりかがあそこまで言うんだから、きっと大丈夫ですよ」

「だとよいのじゃがのう………」

　真希は楽観視していたが、クランとティアの表情は冴さえない。二人は普段のゆりかのイメージが強過ぎて、いまいち信じ切れないのだ。加えて貧民街生まれで何でも食べなければ生き残れなかった真希とは、食に関する感じ方が異なっているのだった。










　ゆりかが台所へ行ってしばらくは、静かな時間が続いた。彼女が助けを求めてくるような事もなかった。だから孝太郎達は、ゆりかも料理は出来たのかと考えた。しかし実際はそうではなかった。ゆりかが静かだったのは、どうして良いか分からずに途と方ほうに暮れていたから。そして孝太郎達が自分達の勘かん違ちがいに気付いた時には、もう後の祭りだった。

「………これを食えって言うのか？」

「うわああぁぁぁぁぁぁぁん!!」

　ゆりかはちゃぶ台に突っ伏ぷすようにして泣き崩くずれる。そんなゆりかの頭の横では、皿に盛られた黒い何かが怪あやしい煙けむりを上げていた。

「なんなのじゃ、この黒い物体は？」

「完全に炭化しているところを見ると、植物由来のものが多いのではありません？」

「分かった、これ、焼きそばだわ！」

「なるほど！　それでどことなくもじゃもじゃしておるのじゃな！」

「うわああぁぁぁぁぁぁぁん!!」

　問題の黒い物体は、加熱し過ぎて焦こげ付いてしまった焼きそばだった。もちろんゆりかはこんなものを作りたかった訳ではない。自分の実力には薄うす々うす感付いていたので、シンプルな焼きそばにしようと考えたところまでは間違っていなかった。しかしゆりかは材料を投入する順番と火力を誤り、しかも六畳間の様子に気を取られてフライパンの中身から目を離はなした。その結果出来上がったのが、この黒い物体。灰かい燼じんに帰した、ゆりかのプライドだった。

「にくいっ、料理が出来るかどうかで、女の子の価値が決まる世の中がにくいっ!!　料理を発明した、ご先祖様達がにくいっ!!」

　バン、バンバン

　ゆりかは泣きながらちゃぶ台を拳こぶしで叩たたき続ける。どうして自分がこんな醜しゆう態たいを晒さらさねばならないのか、それが悔くやしくてならない。明らかに家事や家庭科の授業の手て抜ぬきをしてきたゆりかのせいなのだが、それを認める訳にはいかない。ゆりかは涙なみだを流しながらちゃぶ台を叩き続けた。

「ま、まぁいいじゃないかゆりか。女の子が料理出来なくたって」

　幾いくら自じ業ごう自じ得とくとはいえ、泣き続けるゆりかを放っておく訳にもいかず、孝太郎は苦く笑しよう気味にゆりかを慰なぐさめる。するとゆりかは疑ぎ惑わくの視線で孝太郎を見上げた。

「………じゃあじゃあ、里見さんはぁ、料理の出来ない女の子を彼女にしたりぃ、結けつ婚こんしたりするんですかぁ？」

　ゆりかの口からこの言葉が飛び出すと、残りの少女達の視線も孝太郎の方を向いた。ティアにしろ、クランにしろ、真希にしろ、自身は料理があまり上手ではないという事を理解している。だからこの質問に対する孝太郎の答えには大きな興味があった。だから自然と少女達の顔は緊張で強こわ張ばっていた。

「ああ。大事なのは、そんな事じゃないからな。大体、料理なんて後から幾らでも覚えられるだろう？　必要だと思えば、覚えればいい。もっと別に大切な事があるなら、そっちが先でもいいさ」

　そんな孝太郎の明快な答えに、少女達の表情は緩ゆるみ、ホッとした様子で顔を見合わせる。そして少女達はその小さな胸の中で、料理を覚えようか、それとも他の何かを覚えようか、悩なやみ始めていた。

「じゃあじゃあ、似たような性格ぅ、大差ない外見でぇ、同じような想おもい出がある女の子が二人いたとしてぇ」

「うん」

「片っぽが料理出来てぇ、もう片っぽが出来なかったらぁ、どっちを選びますかぁ？」

「そりゃあ………出来る方じゃないか？」

「うわああぁぁぁぁぁぁぁん!!」

「お、おいゆりか？」

「やっぱり駄だ目めなんだぁぁぁぁぁぁっ!!　うあああぁぁぁぁぁぁんっ!!」

　だがゆりかだけは他の三人とは違ちがう反応を見せた。彼女は再びちゃぶ台に泣き崩れる。それはゆりかが、自分は六畳間の少女達の中で一番家事能力が低いという事実に、気付いてしまった為だった。










　静しず香かが一〇六号室へ戻ってきた時、最初に感じたのは化学調味料の匂においだった。一〇六号室では珍めずらしい匂いではない。ゆりかがしばしばカップ麺めんを食べているからだ。だから静香は今回もそうなのだろうと思っていたのだが、実態は違っていた。

「どうしたのみんな!?　なんでそんなの食べてるの!?」

　孝太郎達は何故か全員でカップ麺を食べていた。五人の男女がちゃぶ台を囲んでカップ麺をすすっている姿は、一種異様な雰ふん囲い気きがある。特にゆりかは泣きながら食べているので、何が何やらという状況だった。

「それが実はゆりかの奴が―――」

　立ち尽つくす静香に、孝太郎が事情を説明しようとゆりかを指し示した、その時。

「静香さーんっ!!」

　ゆりかが静香に飛び付いた。

「ゆ、ゆりかちゃん!?」

「料理を、料理を教えて下さぁぁぁぁぁいっ！」

　そして静香にしがみつき、涙ながらに料理を教えてくれと訴うつたえる。料理の単純な技量ではキリハの方が上かもしれないが、静香はお料理研究会に所属しているので、豊富なレシピを持ち指導も得意。基き礎そから料理を習うなら静香が一番だった。

「お願いしますぅ、どうか私にっ、女の子として恥ずかしくないだけの料理の技術を教えて下さいぃぃぃっ!!」

「………里見君、何があったの、コレ？」

「実はですね―――」

　困惑する静香に乞こわれるままに、孝太郎はこれまでの事を説明していく。ゆりかはその間もずっと、静香にしがみついたままだった。










　孝太郎の説明が終わる頃には、一〇六号室を空けていた他の少女達も戻って来ていた。おかげで部屋にいる人間は十人まで増えている。その窮きゆう屈くつさを解消すべく、一部の少女はクランの発明品の力で壁かべや天てん井じように座すわったり寝ね転ころんだりしている。最近の一〇六号室ではよくある風景だった。
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「―――という訳で、昼飯がカップ麺になった次し第だいです」

「なるほどねぇ。ついてないわね、ゆりかちゃん」

「うっうっうっ」

「気持ちはよく分かるわ」

「料理をっ、料理をおじえでぐだじゃいぃぃぃぃっ」

「分かったわ。大船に乗ったつもりでいて頂ちよう戴だい」

「ありがとごじゃいましゅぅぅぅぅぅっ」

　事情を知った静香は、ゆりかに料理を教える事を快かい諾だくした。静香も女の子。ゆりかが大好きな男の子に手料理を褒めて貰いたかった気持ち、そしてそれに失敗した気持ちはよく分かる。面めん倒どう見みのいい性格もあいまって、静香はゆりかを何とかしてやりたいと思うようになっていた。

「その代わりと言っては何だけど、ゆりかちゃん、覚えた料理でお料理コンクールに出てくれないかしら？」

「お料理コンクールですかぁ？」

「そうよ。実は今度の文化祭で、お料理研究会主しゆ催さいのお料理コンクールをやる事になったのよ」

　そして静香にはもう一つ、ゆりかに料理を覚えて貰いたい事情があった。それはゆりかにお料理コンクールに出場して貰いたいという事だった。

　時は移ろい、もうすぐ十月。そして吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうでは、十一月に文化祭がある。静香が所属しているお料理研究会も、毎年文化祭には参加していた。ちなみに昨年は一年間の活動報告を兼かねたレシピ本を作って販はん売ばいした。そして今年はどうしようかという話になったのだが、そこで飛び出したのがお料理コンクールというアイデアだった。

　たまには大々的に技を競ってみたいという事で、コンクールを行う事はすんなりと決まった。しかし一つだけ問題があった。それはこのままではコンクールの参加者が少な過ぎるという問題だった。

　お料理研究会はその名が示す通り、部ではなく研究会だ。吉祥春風高校の校則では、研究会が一定の会員を確保できた時に、部に昇しよう格かくする仕組みになっている。残念ながらお料理研究会はそれには至っておらず、所属する会員の数は少ない。そしてそれはイコール、コンクールを開かい催さいする際に参加者が少ないという事でもあった。

　そこでお料理研究会は、コンクールの参加者を広く募つのる事にした。研究会に所属していなくても、それどころか校外の人間でもＯＫ。男女問わず、年ねん齢れいの制限もなし。そうする事で大きな大会になる事を期待したのだ。

「いくら練習するからってぇ、いきなりコンクールなんて大だい丈じよう夫ぶですかねぇ………」

　ゆりかは不安そうだった。涙を拭ぬぐいながら考え込む。するとそんなゆりかに早さ苗なえが笑いかけた。

「心配しなくて大丈夫だって。あたしも出るんだから」

「早苗ちゃんもなんですかぁ？　だったらぁ、大丈夫かなぁ………？」

　早苗も参加するという話を聞き、ゆりかはコンクールは初心者でも大丈夫らしいと感じた。早苗も料理の技量はゆりかと似たり寄ったりの筈なのだ。

　―――早苗ちゃんと一いつ緒しよならぁ、下の方の順位になってもぉ、肩かた身みが狭ぁい感じにはならないかもしれませんねぇ………。

　早苗が参加するという報はゆりかにとって心強いもので、ゆりかはコンクールの参加を前向きに考え始めていた。静香から料理を教わる以上、彼女にも見返りがあっていい筈という殊しゆ勝しような考え方も、ゆりかの後押しをしていた。

「平気平気。ドーンと出ればいいのよ、ドーンと」

「そうしてみようかなぁ」

　早苗の自信満々な笑え顔がおが決め手だった。ゆりかは早苗と一緒にコンクールに出る事を決めた。やはり知った顔、似たような技量の人間と一緒というのは心強かった。

　だが、ゆりかのこの考え方は根本的に間ま違ちがっている。確かに『早苗ちゃん』は料理が全く出来ない。料理をする時間があったら、もっと楽しい事をしようというのが『早苗ちゃん』方式なのだ。だが『早苗さん』はそうではない。霊れい的てきな問題で昔から家を出る事が少なかった彼女なので、母親の佳か苗なえから家事はしっかりと仕込まれている。当然、料理も人並みには習得している。だから早苗全体としては料理が出来る。決してゆりかと似たような技量ではないのだった。

「ありがとう、ゆりかちゃん！　練習、がんばりましょうねっ！」

　参加者が一人増えた事もあり、静香は大きな笑顔でゆりかの両手を握にぎり締しめた。

「はいですぅ、よろしくお願いしますぅ！」

　ゆりかも静香の手を強く握り返した。こうしてゆりかは、自分が単独最下位である事に気付かないまま、文化祭のお料理コンクールへの参加を決めたのだった。










　実は静香と早苗だけでなく、キリハとルース、晴はる海みの三人もお料理コンクールへ参加する事になっている。この五人が午前中から出掛けていたのは、コンクールの打ち合わせに参加する為だったのだ。

「………その初回打ち合わせだったから、当日までの大まかなスケジュールと、大会当日の日程を決めたのだ」

「キリハさんって凄すごいのよ？　いつまでに、どこに、どれだけの人間と物を用意すればいいのか、あっという間に計算してくれたの。私達お料理研究会は、その辺がまだどんぶり勘かん定じようだったから、助かっちゃった」

　静香は事情を説明しながら、キリハに頼たのもしげな眼まな差ざしを向ける。静香がキリハをコンクールの仲間に引き入れたのは料理の腕を買っての事なのだが、結果的に大正解だった。キリハが運営の指導をすれば、成功は間違いないだろう。

「まあ………地上侵しん略りやくに比べれば、コンクール運営なんて朝飯前か」

　そんな孝太郎の言葉に、キリハは目を細める。

「そうなるな。だが、こういう事に頭を使うのは楽しい。こんな事をしていられるのは、平和である証しよう拠こだからな」

　キリハもこの状況を楽しんでいた。キリハの理想は、彼女の頭脳がこういう事にだけ使われる事だ。戦いや侵略の為に頭を使う事は、不幸以外の何物でもない。出来ればずっとこんな事だけを考えていたい―――キリハはそう願っていた。

「そうだ、笠かさ置ぎさん」

　話が一段落したところで、晴海が両手を合わせてにっこりと微ほほ笑えむ。すると一同の視線が自然と彼女に吸い寄せられた。

「どうせですから、ティアミリスさん達にも出て頂くのはどうでしょうか？」

「わらわ達も？」

　するとこれまで蚊か帳やの外だったティアとクラン、真希の三人が目を丸くする。そして一いつ旦たん顔を見合わせた後、再び晴海を見た。

「九人中六人まで参加していますから、どうせなら全員で参加して、一緒に楽しめないものかと思いまして。参加者ももっと欲しい訳ですし」

「それもそうね！」

　既すでに一〇六号室では参加しない人間の方が少数派。どうせならまとめてというのは、静香も同感だった。そこで静香は笑顔で三人に話を向けた。

「どう、ティアちゃん、クランさん、藍華さん？」

「料理か………料理はあまりやった事がないが………」

　ティアも一応、基き礎そ的てきな教育としての料理は習っている。だがチマチマとした作業が性格に合わない事や、ルースが料理を得意としていた事で、自然とルースに任せきりになっていた。だから急に参加してくれと求められても、咄とつ嗟さには答えられなかった。

「殿でん下か、よろしいじゃありませんか」

「ルース………」

「一度ぐらい余興で地球の料理を作るのも悪くないのではありませんか？　地球の人達の心を知る良い機会です」

　しかしルースがそう言いながらほんの一いつ瞬しゆんだけ孝太郎を見た事で、ティアは決断に至った。

「うむ、それもそうじゃな。ついでにわらわの力を地球の者達に知らしめる良い機会でもあろう！　シズカよ、わらわも参加するぞ！」

　確かにルースの言う通りだった。一度ぐらいは自身が料理をする事で、地球への理解を深めるのは後々の為に必要な事だと思われた。

「決まりね！　クランさんは？」

「わたくしは………どうしましょう」

　クランは料理など一度もした事がない。ずっと科学一筋なので、全て他人任せだった。彼女が料理について知っているのは、科学的な成分の話と、自動調理機のボタンを押おす事ぐらい。自分で作るとなると、全く自信がなかった。そうやってクランがどうしたものかと悩んでいると、孝太郎がにやりと笑った。

「クランに料理は無理だろ」

「なっ、なんでですのっ!?」

「出来るなら、俺があんなに苦労する訳がないからだ」

　クランと二人きりだった頃はもとより、現代に帰って来てからも、孝太郎はクランの世話を焼き続けている。だから孝太郎はクランには家事が出来ない事を誰よりも良く知っていた。当然、料理も論外だった。

「失敬なっ！　料理ぐらいわたくしにも出来ましてよっ！」

「意地を張らなくていいって。後で酷ひどい目に遭うだけだぞ？」

「料理に必要なのは科学っ！　それを証明してご覧に入れますわっ！」

「ほどほどにな」

「シズカッ、わたくしも参加致いたしますわ！」

　クランは孝太郎の鼻を明かしてやりたくて、コンクールへの参加を決めた。なんとしても孝太郎に美う味まいと言わせようと、執しゆう念ねんを燃やしている。おかげで参加を決めた直後から、なにがしかの計算を始めたクランだった。

「ふふ、了りよう解かいしました」

　静香はクランの様子に微笑むと、ちらりと孝太郎に目を向ける。そしてクランに見えない位置で右手の親指と人差し指をくっつけて丸を作り、孝太郎に見せた。御ご協きよう力りよくに感謝します―――それはそんな意味だった。

「藍華さんはどうする？」

　静香は最後に真希に目を向けた。態度を示していないのは彼女だけだった。

「料理は自信がないんですけれど」

「そう？　でもね………」

　静香は真希に近付くと、その耳元に何かを囁ささやく。すると真希の表情が変わった。

「本当ですか!?」

「うん」

「出ます！　絶対出ます！」

　静香が囁いた言葉は、真希にとって重大な意味を持つ言葉だった。おかげで真希はすぐに参加を決めた。やる気は十分、その表情には気き迫はくが漲みなぎっていた。

「はい、全員参加で決まりね」

　静香は参加者が増えた事に満足して、大きな笑顔を作る。お料理研究会に六畳間の少女達たちを加えると、参加者は確実に十人を超こえる。幸い少女達はやる気を出しているので、見み栄ばえがする大会になりそうだった。

「がんばれよー」

　そんな中、一人他ひ人と事ごとだったのが孝太郎だった。女の子同士の勝負に割って入るのも無ぶ粋すいなので、今回は一人の観客としてコンクールを楽しむつもりでいる。孝太郎は少女達の話を聞きながら、呑のん気きにお茶を飲んでいた。

「里見君、なに他人事みたいな顔してるのよ」

「へっ？」

「里見君は審しん査さ員いんに決めてきたから」

「なんですってっ!?　そんな事、一言も聞いてませんけどっ!?」

「私が里見君を推すい薦せんして、賛成が七票入ったの」

　賛成七票のうち、五票は静香自身、キリハ、早苗、晴海、ルースによるものだ。お料理研究会は五人に満たない組織なので、五票の時点で賛成多数だった。

「どうして俺がっ!?」

「里見君ならお願いすればやってくれると思ったから」

　静香は悪戯いたずらっぽい顔で笑いながら、片目をつぶる。

「そ、それはそうですが………」

　確かに孝太郎は、静香の言う通り断るつもりはなかった。少女達が本気で挑いどむ事を断れる筈もない。だが不意打ちで当事者になった事に関しては戸と惑まどいを隠かくせなかった。

「それにね、ちゃんとした理由もあるのよ」

「どんな理由ですか？」

「里見君ってね、裏では女の子に人気があるのよ。実際、私達以外にも二票入ってるでしょう？」

「ええっ!?　………って、そんな筈ないでしょう」

　孝太郎は目を丸くする。にわかには信じられない話だった。

「里見君は自覚がないんだろうけど………演劇をやって以来、里見君は有名人なのよ？　だから里見君が審査員なら、参加者や観客が増えると思って」

　それが静香が孝太郎を推薦した理由だった。静香は『憧あこがれの青騎き士し様』の集客力に期待したのだ。静香の勘かんでは、孝太郎に青騎士を思わせる青い衣装を着せて審査員席に座らせれば大きな武器になる筈だった。しかしその意見に異議を唱える者もいた。ティアがその急きゆう先せん鋒ぽうだった。

「じゃが………コータローにはラブレターもバレンタインデーのチョコも来ぬ。期待し過ぎではないかのう？」

　このティアの指し摘てきはもっともだった。青騎士の舞ぶ台たいの後にも、孝太郎が女子生徒に囲まれている印象はない。ラブレターも貰もらわないし、バレンタインデーに貰ったチョコも六畳間の少女達のものと、幼よう稚ち園えんの園児達が『あくまだんしゃく』宛あてに送ってきたものだけ。とても集客力があるとは思えなかった。

「普ふ段だんの里見君は、大おお柄がらで怖こわい印象があるのよ。おかげで直接の行動には出にくいみたいね。それにいつも馬ば鹿かみたいな事やっているし」

　しかし静香には自信があった。体育の時間に他のクラスの女の子と一緒になると、孝太郎の話が度たび々たび登場する。表に出てこないだけで、潜せん在ざい的てきな集客力は高い筈なのだ。

「孝太郎はメガネ君みたいに話し掛かけやすいキャラクターじゃないしねー」

　早苗はそう言いながらいつものように孝太郎の背中にしがみつく。こういう事がしにくくなるので、孝太郎には不人気のままでいて欲ほしい早苗だった。

「そうそう、そのマッケンジー君にも審査員をお願いする予定よ」

「なるほどのう。マッケンジーで表の集客を、コータローで裏の集客を、というところじゃな」

「お願い里見君、力を貸して！」

「それは構わないんですが………」

「やった！　ありがとうっ、里見君っ！」

　本当に自分で大丈夫なのかという心配はあったが、断る理由はないし、静香に両手を合わせて拝まれてしまえば孝太郎としては頷うなずくしかない。こうして孝太郎もまた、少女達とは別の形で、コンクールに参加する事が決まったのだった。










　文化祭は二日間に亘って開催される。そして今年も例年通り十一月三日、文化の日が最終日になるように日程が組まれていた。既に九月も後半に差し掛かっているので、少女達に残された時間はおよそ一ヶ月といったところ。少女達はその限られた時間を使って、それぞれに準備を進めていた。










　晴海の作戦は単純だった。晴海は料理が出来るといっても、実家に住んでいるので日常的にやっている訳ではない。その為ルースやキリハ、静香程ほどの技術がある訳ではない。そこで晴海は自分が間違いなく作れるものの中で、コンクールという限られた時間で十分に完成させられるメニューを選んだ。食べる側が安心して食べられるものを、胸を張って出したいという、晴海らしい性格が表に出た選択だった。

「どうしようかな………ちょっと冒ぼう険けんしてみるのも………でも難しくなるし………」

　晴海はスーパーマーケットの売り場の一角で、その整った眉まゆを寄せて考え込んでいた。いつもは温おん厚こうな印象の晴海だが、この時ばかりは真しん剣けんだった。やはり晴海も女の子、このコンクールにかける気持ちは熱い。

「やってみようかな………何もしないよりは前向きだし………」

　晴海がコンクールに出そうとしていたのはハンバーグだった。どんなレシピ本にも必ず書いてある定番メニューなので、晴海も何度となく作った事があった。だが何のひねりもなくレシピ本の言うままに作ってしまうと、晴海の料理というよりは、レシピ本の執しつ筆ぴつ者しやの料理になってしまう。そこで晴海は少しだけアレンジを加えようとしていた。彼かの女じよが悩んでいたのは、そのアレンジの手段だった。

「よし、一度練習してみよう。それでどうするのかを決める方向で………」

　晴海はハンバーグの中にチーズを入れてみようと考えていた。しかしもちろん、そうすると調理の難易度が上がる。チーズという性質の異なる物が中に入るので、ハンバーグを焼く温度や時間を工く夫ふうしなければならない。またチーズの種類や量によって溶とける温度に違いが出るから、それだけバリエーションが増えてしまう。更さらには加熱された時点でチーズが溶けているので、ハンバーグが崩れやすいという欠点もあった。食べる側の人間がナイフを入れる前にチーズが出て来てしまっていては興きよう醒ざめだろう。

　そうした事から、晴海はチーズ入りハンバーグが自分の手に余る可能性に気付いていた。それでスーパーマーケットのチーズ売り場の前で考え込んでいたのだ。

「難しいようなら、チーズソースをかける方向でいけば………うん、そうしよう！」

　そこで晴海は試ためしにチーズ入りを作ってみて、難しいようなら普ふ通つうのハンバーグに切り替かえ、そのソースを工夫する事に決めた。ハンバーグそのものに執しゆう着ちやくせず、全体で自分らしさが出ればいい。これもまた、晴海らしい丁てい寧ねいで柔じゆう軟なんな発想だった。










　ルースの場合、一番の難点は彼女が異星人であるという事だった。料理の技術そのものはキリハに次ぐ彼女だが、地球式の料理に関してはまだまだ途とじ上ようにある。フランス料理のシェフが和食に挑むような状じよう況きようを想像すると分かり易やすいだろう。理解は早いのだが、時々方法論の違いに戸惑う、そんな状態だった。

「………こうなってくると、これまで作った事があるものにするのが、安全なのかもしれませんね………」

　ルースは放課後の教室で、一人レシピの検討をしていた。彼女は自身の腕うで輪わを操作して料理のレシピの一覧とにらめっこを続けている。それはこれまで彼女が作った事がある料理の一覧表だった。

「作った頻ひん度どで並べ替えると………やはりこの辺りになりますねぇ………」

　作り慣れたものを作るとなると、上位にはカレー、焼き肉、手巻き寿ず司し、ハンバーグ、パスタといった子供が好きそうなメニューが並ぶ。一〇六号室には子供の味覚の持ち主が多いので、自然とこうなるのだ。

「そういえばハルミ様はハンバーグと仰おつしやっていましたから………コンクール向きなものはカレーかパスタ、次点のオムライス？　うむむむむ………カレー、かなぁ………」

　データ至上主義のルースは、作った回数が最も多いカレーに気持ちが傾かたむき始めていた。しかし一いち抹まつの不安もあった。

「ですが………カレーは国民食というお話ですので、ご家庭ごとの味がある筈………そこがネックかもしれませんね」

　カレーにはデータ主義の落とし穴が存在していた。分類上は同じカレーでも、各家庭でそれぞれ違う味がある。つまり違う料理なのに、名前だけカレーになっている訳だ。これは非常に危険だと言わざるを得なかった。

「よし、ここはオムライスで行きましょう！」

　最終的にルースは自身のメニューをオムライスに決定した。カレーやパスタに比べるとオムライスには明確なイメージがある。チキンライスを薄うす焼やきの卵で包つつんで、ケチャップをかけるというものだ。万ばん人にんの共通認にん識しきにアクセスしやすいメニューと言えるだろう。人気ではカレーに劣おとるのかもしれないが、イメージがぶれないおかげでかえって高得点になるのではないか―――データ至上主義のルースはそこに賭かけたのだ。

「大事なのは旗ですね、やはり」

　そしてオムライスにだけ存在する、大きな武器があった。それは旗だ。オムライスはカレーやパスタとは違って、旗を立てて遊び心を演出する事が出来る。そしてルースにはそういう遊び心に滅めつ法ぽう弱い審査員に一人心当たりがあった。これもルースならではの目の付け所と言えるだろう。










　晴海とルースは分かり易い良さを出そうとした訳なのだが、それとは真逆の考え方で勝負に出たのがキリハだった。キリハは一つの料理で勝負するというよりは、お盆ぼんの上に乗っている幾つかの料理全体で勝負しようとしている。ごはんと味み噌そ汁しるをベースに、おかずや野菜類を加えた、定食メニューのようなもの。言い方を変えるなら、家庭料理というべきものだった。

『姐あねさん、どうして必ひつ殺さつ技わざを使わないホ？』

『それとも実は隠し球があるホ？』

「いや、特別な事はしない。我が目指しているのは究極の普通なのだ」

『究極の普通ホ？』

『意味が分からないホー！』

「毎日食べ続けて飽あきない味。そして作る側が毎日変わらず提供できる味。その中で最高のものを作ろうと思うのだ」

　キリハがやろうとしているのは、毎日日常的に食べる料理、その中での最高の味を追求する事だった。飽きない味である事はもちろん、栄養のバランスも考こう慮りよ。また調理の特とく殊しゆ化かを避さけ、手に入り易い材料を、一いつ般ぱん的てきな調理法で作る。結果的に飛び抜ぬけた味にはならないのだが、ある意味では究極の料理の一形態となるだろう。

『哲てつ学がく的てきな料理だホー。おふくろの味だホ』

『でも確かにカレーもハンバーグも毎日じゃ困るホー』

「それと………我がここで本気を出して勝ちに行くのも大人おとなげなかろう？」

　尊敬のまなざしを向ける埴はに輪わ達に、キリハは微笑みかける。彼女が普通の究極を目指したのは、埴輪達の言う必殺技や隠し球―――ハンバーグやカレーのような―――分かり易い味を他の少女達に譲ゆずる為ためでもあった。何しろ料理に費やしてきた歳さい月げつが違うので、キリハが本気で勝ちに行くと完勝してしまう。だからここはあえて難しい課題に挑み、勝負が一方的なものにならないようにした訳だった。

　―――もっとも、それだけではないのだがな………。

　キリハの笑顔の裏には、もう一つ隠された想いがある。キリハには究極の普通の料理を届けたい人がいるのだ。毎日食べる料理というのは、裏を返せばおふくろの味という事でもある。それを求めている人がいるから、キリハはそれに挑む。これは勝負を面おも白しろくする為というだけでなく、彼女自身の願いでもあるのだった。










　早苗は一通り料理が出来るのだが、出来るのはあくまで『早苗さん』であって『早苗ちゃん』ではない。その為コンクールに向けて料理の研究を始める事にした時から、『早苗ちゃん』はめんどくさがって身体から抜け出てしまい、『早苗さん』に任せきりになっていた。それは今もそうで、材料の買い出しを『早苗さん』に任せ、自身は売り場の近くを浮ふ遊ゆう霊れいよろしくふらふらと漂ただよっていた。

「ねぇ、『早苗ちゃん』も一緒に考えてよ」

『あんたが出たいって言ったんだから、あんたが考えなさいよ』

「そんな意地悪言わないでさぁ」

『あんたも子供じゃないんだから、そろそろ自立しなさい。すたんどおんゆあおうんふぃーと』

「自分自身から自立してどうするのよぉ！」

　一人では心細いので『早苗さん』はしきりに『早苗ちゃん』に協力を求めていた。しかし忍にん耐たい力りよくとは無む縁えんの『早苗ちゃん』は料理が性に合わず、協力を拒こばみ続けていた。『早苗ちゃん』が興味があるのは肉や野菜ではなく、その隣となりの売り場だった。

『そんな事よりさ、シュークリーム買って帰ろ！　孝太郎とみんなのも！』

「そんな事って………もうちょっと真ま面じ目めに考えてくれてもいいじゃない」

『あたしに思い付く事は、あんたでも思い付くんだから、一人で頑がん張ばりなさい』

「そんなぁ………」

　自分自身からのつれない言葉に『早苗さん』が肩かたを落とす。『早苗ちゃん』はその間もスイーツのコーナーにご執しゆう心しんで、目を輝かがやかせてその周辺を飛び回っていた。それでも『早苗ちゃん』に協力して貰いたい『早苗さん』は、どうしたら協力して貰えるのかを考え始めた。

　―――こんな事から始めているのは私達だけだろうなぁ………。

　少々情けない気持ちになりつつも、『早苗さん』は『早苗ちゃん』の観察を始める。見たところ『早苗ちゃん』のお菓か子しに対する執着は相当なもので、その後ろ姿にはシュークリームにするかエクレアにするかの苦く悩のうが滲にじみ出ていた。

「あれ？　そういえば………」

　そんな時『早苗さん』の脳のう裏りに革命的なアイデアが閃ひらめいた。それは『早苗ちゃん』の協力を得る為の手段であり、同時にメニューの方向性を決める事でもあった。

「ねえねえ、『早苗ちゃん』！」

『ん、もう帰るの？　じゃあシュークリームとエクレア五個ずつ買って帰ろ！』

　自分はシュークリームを食べ、孝太郎にはエクレアを食べさせ、両方を味わう。『早苗ちゃん』も革命的なアイデアが閃いたところだった。

「まだなんだけどね、コンクールでシュークリームとか、お菓子を作ろうと思うの！」

『シュークリーム!?』

　その瞬しゆん間かんだった。これまで殆ほとんど興味を示さなかった『早苗ちゃん』が、くるりと振ふり返って『早苗さん』を見た。その時の『早苗ちゃん』の瞳ひとみは、きらきらと輝いていた。

『シュークリームって自分で作れるものなの!?』

「うん。思ったほど難しくないのよ」

『やりたいやりたい！　………って、お菓子でコンクールに出て平気かな？』

「大丈夫よ！　お菓子だって立派な料理だもの。それに盲もう点てんになって、競争率も低くなってると思うの！」

　上う手まい具合に『早苗ちゃん』の興味を惹ひけたことで『早苗さん』は勢い付いて畳みかける。その声は明るく大きい。ここが勝負どころだった。

『よぉし、それじゃあコンクールはお菓子で決定よ！』

「うんっ、頑張ろうね！」

『さしあたって、研究の為にシュークリームとエクレアを買って帰るわよ！』

「そうしよ！　ふふふっ」

　利用したのかされたのか。二人の早苗の利害はここで一いつ致ちし、今日のところはシュークリームとエクレアを買って帰り、そしてお料理コンクールには協力して挑む事となったのだった。










　ティアはコンクールへの参加を決めたものの、料理の技術は嗜たしなみとして習った程度だ。しかも習ったのはフォルトーゼ式の料理ばかりで、日本式の料理は全くの守備範囲外。味は知っていても、どう作るのかは想像しにくい。そこで困ったティアが頼たよったのは、やはり幼おさな馴な染じみのルースだった。

「文化のギャップが大き過ぎて、自信があるのかどうかもよく分からぬ」

「お気持ちはよく分かります」

「そこでじゃな、わらわでも分かり易い料理のレシピを教えて欲しいのじゃ」

「分かりました、幾いくつかレシピを御紹しよう介かい致いたします」

「頼む、そなただけが頼りじゃ」

　ルースはティアの求めに快く応じ、幾つかレシピを見繕っていく。ティアの技術を計算に入れ、それでいて見栄えが良い料理。ルースはレシピが印刷された紙をちゃぶ台に並べていった。

「殿下はお米を炊く事はお出来になりますよね？」

「うむ、それは何度かやった事がある」

「だったら、一番おすすめなのがこちらです」

　そしてルースはレシピの内の一つをティアに指し示した。するとティアはそれを覗のぞき込むようにして料理名を読み上げていく。

「冷やししゃぶしゃぶ、か」

「はい。茹ゆでた肉を生野菜と合わせたものです」

「肉の載ったサラダのようなものか」

「概おおむねそのような御理解で問題はないかと。肉の茹で過ぎに気を付ければ、最悪の状態は避けられるでしょう」

「後はソースの調合次第という訳か。ふむ、確かにわらわでも何とかなりそうじゃ」

　ティアは満足げに頷く。流石さすがに生野菜をサラダにする事はティアにも出来る。しゃぶしゃぶも茹で時間に余裕がある肉を選べばいい。問題はソースだが、これは本番までの一ヶ月を使って調合すればいい。初心者でも失敗する可能性が少なく、それでいて見た目もいい、ティアも納なつ得とくのレシピだった。

「しかし幾つか欠点もございます」

「ふむ？」

「コンクールの日が寒かった場合、このレシピはマイナスです」

「涼しげな料理じゃからの」

「それと、これ単独ではシンプルすぎるのです」

「なるほどのう………それらの欠点を補うような、スープを用意出来ぬじゃろうか？」

「良いお考えです。当日の気温に合わせて冷製にも出来る、じゃがいものポタージュなどはいかがでしょうか」

　じゃがいものポタージュもあまり高度な技術は必要ない。軽く炒めたり、ミキサーをかけたりするぐらいだ。それでいて飲みごたえのあるしっかりとした味なので、冷しゃぶの相棒にはうってつけだろう。

「ふむ、それでいこう。あとはご飯を炊けばよい訳じゃな」

「はい。殿下に余力があるようでしたら、ご飯にも何か工夫されれば宜よろしいかと」

「炊き込みご飯とかじゃろか」

「おにぎりなどでも宜しいかもしれません」

「流石ルース、大したものじゃ。それなりのメニューになってきたのう」

「それだけが取り柄のようなものですから」

「いつも助かっておる」

「もったいないお言葉です」

　それから二人はしばらくの間、ティアのメニューについてああでもないこうでもないと相談を続けた。その間中ルースのメニューはそっちのけになっていたのだが、ルースはその事を気にした様子はない。ルースの成績はティアの成績でもあり、ティアの成績はルースの成績でもある―――二人はお互たがいにそんな風に思っているから、どちらがどうという区別は曖あい昧まいなのだった。










　ゆりかは静香から料理を習う事になった関係で、コンクールに出す料理も静香と同じものになった。家庭科室で二人並んで同じものを作れば、ゆりかは調理を真似まねればいいし、静香も説明がし易い。二人の料理が同じものになったのは、必然といえるだろう。

「ゆりかちゃん、それじゃあ手を切っちゃうわ。こう持たないと」

「こうですかぁ？」

「そうじゃなくて、こう」

「じゃあじゃあ、こうですかぁ？」

「惜しい、左手の添そえ方をよく見て」

「指を曲げるんですねぇ」

「そうそう、その調子」

　ゆりかの料理の技術は完全にまっさらな状態だった。しかしこれは変な癖くせも付いていないという事でもあるので、静香は順を追ってゆりかに技術を教え込んでいった。ゆりかは覚えがいいとは言えなかったが、今回は事情が事情なので、覚えの悪さを情熱と執念が補っている。ゆりかはゆっくりとだが、着実に料理の技術を身に付け始めていた。

　―――しかし、ナナさんと一いつ緒しよだった頃ころって、どうしていたのかしら………？

　静香はゆりかの料理の技量がゼロであった事が不思議だった。ゆりかはナナの協力者として、一緒に生活していた時期があった。だから料理を含む家事が全く出来ないという状態が、にわかには信じられなかった。そこで静香は一旦手を休め、ゆりかにその辺りを尋たずねてみる事にした。

「ねぇ、ゆりかちゃん」

「はいぃ？」

　ゆりかも手を休め、包丁を置く。包丁を握ったまま別の事をして指を切った事があるので、ゆりかも流石に学習していた。

「ナナさんと一緒に住んでた頃って、ゆりかちゃんが料理をしたりはしなかったの？」

「私はお湯を入れたりとかぁ、電子レンジのボタンを押したりとかぁ、そのぐらいしかしませんでしたぁ。ナナさんは天才でしたからぁ」

「なるほど、そういう事なのね」

「私が冷蔵庫に材料を詰め込んでおくとぉ、あっという間にナナさんがご飯を作ってくれたんですぅ」

　食事に関するゆりかとナナの役割分担は、まずゆりかが材料を確保し、それを使ってナナが料理を作るという形式だった。ナナは本当に何でも出来たので、料理も思いのまま。ゆりかの参考にならない程に手早く、美味おいしい料理を作ってしまう。おかげでゆりかはお湯を入れる事や、ボタンを押すぐらいしか身に付かなかった。

「………天才っていうのも、考えものだわね」

　事情を知った静香が苦く笑しようする。静香にもナナの事情が読めてきた。恐おそらく、ゆりかに料理を教えるよりナナがやってしまう方がずっと早かったのだろう。そして空いた時間はゆりかに魔ま法ほうを教える事に費やした。状況的に、そうするしかなかったのだ。

「今はそう思いますぅ。ナナさんはぁ、ずっと一人だったみたいですしぃ」

「………ゆりかちゃんは一歩一歩、しっかりと進んでいきましょうね？」

「はい、よろしくお願いしますぅ」

　そうやってひとしきりお喋しやべりをしたところで、二人は料理の練習に戻もどった。ゆりかの歩みはとてもゆっくりとしたものだったので、二人の料理―――とんかつの完成まではもうしばらくかかるだろう。だが二人は、それを不幸だとは思わない。時間の浪費が許される状況と相手がいる。それはむしろ、幸せな事なのだった。










　真希は自分の料理の実力をよく分かっていたので、最初から上位入賞は諦めていた。だが負けるつもりで出るのは後ろ向き過ぎる。そこで真希は自分なりの勝利条件を設定し、それを目指す事に決めた。今の自分に出来る精一杯をやろう。そんな考え方だった。

「ねえ里見君、里見君が食べたい料理ってどんなのですか？」

　休み時間、真希は笑え顔がお全開で孝太郎にそう尋ねた。すると孝太郎は小さく溜ため息をつき頭を抱かかえた。

「………藍華さん、ド直球で不正を働きに来たな？」

　孝太郎は審査員なので、その好みを聞きに来るのは明らかなルール違反。孝太郎が頭を抱えるのも当然だろう。

「いいじゃないですか。どうせ私の実力じゃ勝てないんだし、せめて審査員の一人ぐらい満足させて終わりたいなって」

　真希が設定した自分なりの勝利条件、それは審査員の一人ぐらいには美味しいと思って欲しいというものだった。料理は経験が物を言う。その辺りは魔法と同じだ。だから真希は自分が多くの審査員を納得させて上位に入るのは難しいと考えていた。けれど一人だけなら納得させられるかもしれない。そして一人だけなら、コンクールの勝敗を左右してしまう事もないだろう。その一人が孝太郎なのは、後々審査内容を漏もらして貰う為。真希が思い切り不正を働きに来たのは、そういう訳なのだった。

「気持ちは分かるが、あんまり褒ほめられた事じゃないぞ？」

　本来ならば真希を止めねばならないのだが、確かに上位は特定のメンバーで固定されるような気がしていた。そして真希は残念ながらその外側にいる。つまり不正をせず頭数合わせだけで参加するか、それとも不正をして審査員の一人には褒めて貰えるかのどちらかになる訳だから、孝太郎としてはあまり厳しい事は言えなかった。

「本気でインチキしたいなら、魔法を使うわよ」

「………そりゃそうだ。分かった、協力する」

　迷っていた孝太郎の背中を押したのが、真希が魔法少女だという事だった。彼女が本当の意味で不正を働くなら、誰にも言わずに魔法で順位を操作するだろう。だが真希はそれをしない。だから孝太郎にも、真希には順位を操作する意図がない事がしっかりと伝わっていた。本当に、一人でいいから美味しいと言わせたいのだ。

「それじゃあ里見君、教えて下さい。どんな料理が食べたいですか？」

　真希は再び笑顔全開で尋ねた。

「そうだなぁ………」

　孝太郎は真希に請こわれ、何が食べたいのかを考え始める。すると真っ先に思い付いたのは、日ひ頃ごろあまり食べないものだった。

「ハンバーガーか、ホットドッグかなぁ。それもでかい奴やつ」

「そんなものでいいんですか？」

　孝太郎の思わぬ答えに、真希は驚おどろいて目を丸くする。すると孝太郎は笑いながら真希の耳元に囁いた。

「今の生活は三食充じゆう実じつしてるから、なかなかジャンクフードを食べる機会がないんだよ。手料理はありがたいんだけど、たまにはジャンクフードも食べてみたい気がするんだ」

　今の孝太郎の食生活は充実している。朝昼晩、全てが手料理で賄われていた。おかげで以前よりもずっと、ジャンクフードを食べる機会が減ってしまっている。ジャンクフードを食べるのは、男の子ばかりで遊びに出掛ける時ぐらい。それがちょっと寂さびしくて、孝太郎はハンバーガーやホットドッグと答えた訳なのだった。

「なぁるほどぉ、そういう事なんですね。ふふふっ」

　事情を察した真希は楽しそうに目を細めた。孝太郎の話を総合すると、時々でいいから健康的な食生活から脱だつ線せんしたい、という事になるだろう。

　―――そういえば里見君は、昔ながらのコーラが好きだったわね………。

　最近は健康志向の飲み物が多いが、孝太郎はそうではないものが好きだった。そこに照らせば、ジャンクフードが食べたいという言葉は納得のいくものだった。

「とても参考になりました。ありがと、里見君」

「頑張ってくれよ。なかなかジャンクな味は食べられないんでな。良い肉を使ったりして、上品に作らなくていいぞ」

「分かってます。身体に悪そうな感じに、ですよね？」

「そうそう。それがいいんだ」

「ふふふっ、はいっ」

　真希はコンクールでの戦い方を見み出いだし、気合いが入っていた。この路線で攻めてくるコンクール参加者は殆どいないだろうから、真希が孝太郎に褒めて貰える可能性は格段に大きくなった。あとはどれだけ孝太郎の理想のジャンクフード―――身体に悪そうな味に近付けられるかが勝負だった。










　お料理コンクールに挑むにあたり、料理の腕うでを磨くのは必然であるだろう。美味しい料理を作る為には、料理の腕が必要だからだ。しかし多くの参加者の中にたった一人だけ、その必然のアプローチを放棄した者がいる。それは神聖フォルトーゼ銀河皇国第二皇女、クラリオーサ・ダオラ・フォルトーゼその人だった。

「ふっふっふっふっふ………この科学万能の時代に、手作業などという非効率的な手段で料理をするなど笑止千万っ！」

　クランは自ら打ち立てた独自の理論を元に、料理の世界に革命を起こそうとしていた。彼女が目指すのは、ナノテクノロジーを料理に応用する事。その為に必要な発明は二つ。一つ目はナノマシンを駆く使しした完全な自動調理機。二つ目は味覚神経に介入して最高の味だと感じさせる、ナノマシン調味料。この二つを組み合わせれば、最高の料理を作る事が出来る。誰でも手軽に最高の味を―――これは新時代の調理システムだった。

「料理は愛情だの真心だの、非科学的も良いところですわっ！　わたくしはただ科学という純然たる真理が命ずるままっ、最高の料理を作ってみせますわっ!!」

　クランはコンピューターを操作して、ナノマシンのプログラムを書いていく。その手の動きはまるでピアニストのようで、プログラムのコードはあっという間に何千行、何万行とどんどん膨れ上がっていく。しかしそれでいて論理的に完成されていて無駄がなく、美しいプログラムに仕上がっている。科学者の面目躍如といったところだろう。

「まずはカレー！　しかしこのカレーが、わたくしの覇道の初めの一歩となる！」

　現状においては、ナノマシンはカレーライスを作るようにプログラムされている。だがいずれこのプログラムは拡張され、多くの料理に対応する事になっている。いずれ全ての料理界を支配しようと、クランの野望は膨れ上がる一方だった。

「見ていなさいっ、ベルトリオンッ！　わたくしに料理が出来ないだろうと言った事を、後こう悔かいさせて差し上げますわっ！」

　だがクランは気付いていない。彼女の野望が、孝太郎を見返すという感情によって支えられているのなら、それはあくまで愛情から現れたものという事になる。つまり結局は料理は愛情という事になるのだが、荒ぶる感情に我を失ったクランは、最後までその事には気付かず終じまいだった。










　コンクールの出場者に打ち合わせがあるように、審しん査さ員いんにも打ち合わせがある。審査員に選ばれた孝太郎と賢けん治じは、ある土曜日の午後、打ち合わせの為に生徒会室へやってきていた。生徒会室には孝太郎と賢治の他にも様々な人間が集まっている。校内からは校長や人気のある女性教師、生徒会長、アスリートとして知られている生徒など。校外からは町内会長などの有力者、地元で代々刀を打っている刀匠など。吉祥春風高校と地域の著名人を集めた、バラエティに富んだ構成だった。

「本日お集まり頂いたのは、皆みな様さまに御ご協きよう力りよく頂くお料理コンクールのスケジュールと、その進行についてお話させて頂く為です」

　この場を仕切っているのは、お料理研究会の会長。その声と表情は硬い。代替わりしたばかりである事と、著名人ばかりである事に緊きん張ちようしているのだ。いきなりの大仕事なので、緊張しない方がおかしいだろう。

「話をお聴きいただく中で疑問点などがありましたら、その都度お尋ね頂ければと思います。ではまず―――」

　会長は早さつ速そく本題に入る。様々な人間が集められているので、打ち合わせに確保できた時間はそれほど長くはない。急がなければならなかった。










　お料理コンクールは文化祭の二日目、十一月三日の午後に行われる。当初は小ぢんまりとした計画だったのだが、キリハの介入と共にあれよあれよという間に大きなイベントとなっていった。今では文化祭のラストを飾るステージイベントになっており、文化祭の目玉企画とも言えるものになってしまっていた。

　調理と審しん査さの時間を考えると、コンクールには四時間余りかかると予想される。季節柄、夕方になると寒くなる。そこで開始時間は昼の十二時に設定され、暗くなる前に終わるという形に決まった。会場は体育館と家庭科室。体育館では開会式や審査が行われ、実際の調理は家庭科室で行われる。体育館には大きなモニターが設置され、家庭科室の出場者の様子をリアルタイムで見る事が出来る。審査員達たちはその様子を、体育館の壇上に作られた審査員席から見守る事になる。

　コンクールの出場者は、吉祥春風高校の内外から集められた総勢二十四名。年ねん齢れい性別職業は様々で、中にはプロまで含ふくまれている。我こそは町一番の料理上手である―――それを証明する為に集まった猛も者さ達だった。

　コンクールのルールは単純で、三時間の間に調理を済ませて審査を受けるというだけ。材料は用意されているが、持ち込みや事前の準備もある程度許されている。所詮は文化祭のコンクールなので、あまり細かい事は言わない、かなり自由度が高いルールだった。

　審査は十人の審査員に十点ずつの、合計百点満点で行われる。普通に食べられる味だと思えば五点、美味しいと思ったら七点、不味いと思ったら三点という基き礎そ点に、審査員の自由裁量でプラスマイナス三点が許されている。味は普通だったので五点、見み栄ばえがとても良かったのでプラス二点、合計七点―――というような審査方法だった。こちらも自由度が高い採点方法と言えるだろう。

　全員が審査を受け終わるか、時間が切れた時点でコンクールは終しゆう了りようとなる。自由度の高いコンクールの中で、唯一絶対のルールがこれだ。後ろの後夜祭に差し支えるから延長は出来ないのだ。審査の時間を考慮に入れて、早め早めの行動が必要だった。

　審査が終わると、参加者の中で上位六名を壇上に上げ表彰する。加えて上位三名にはトロフィーも与あたえられる。栄えある初代チャンピオンは誰なのか―――校内では今からその噂うわさで持ちきりだった。










　お料理研究会の会長は、そうしたコンクールに関する話を丁寧に説明していった。途と中ちゆうで幾つか質問は出たが、幸い大きな混乱は起こらず、打ち合わせは滞りなく終了した。終わったのは午後三時を過ぎた頃。時間があったので、孝太郎と賢治はそのまま駅前へと繰り出していた。

「ところでコウ、駅前に何の用事があるんだ？」

「何やら雲行きが怪あやしいんでな、保険だ」

「保険？」

「ああ、ここだここだ」

　孝太郎は賢治を連れて町で一番大きなドラッグストアへ入っていく。孝太郎にはそこで買いたいものがあったのだ。

「怪け我がでもしたのか？」

　賢治が真っ先に思ったのは、孝太郎が怪我をした、という事だった。孝太郎は活動的なので、しばしば怪我をする。傷薬やばんそうこうは欠かせなかった。

「いや」

「病気―――な訳ないか」

　孝太郎は病気らしい病気をした事がない。時折風邪を引くのが精々だった。

「当たり前だろ」

「じゃあ何を買うんだ？　生活用品か？」

「うんにゃ、こいつだ」

　孝太郎が賢治を連れて行ったのは、薬の棚たなの前だった。それも服用薬が集められている一角だった。

「やっぱり病気なんじゃないか？」

「病気になるのはコンテストの後だ」

「は？」

　意味が分からない賢治は、眼鏡めがねの向こう側で目を丸くする。そんな賢治に向かって、孝太郎は棚から一つの箱を取り、差し出した。

「俺おれ達は間ま違ちがいなくコンテストの直後に体調を崩す。だからこれが必要なんだ」

「胃腸薬………ちょ、ちょっと待て、どういう事だっ!?」

　賢治は箱を受け取ると、そのラベルを眺ながめる。孝太郎が渡わたしたのは、胃腸薬の中で最も高価なものだった。

「コンクールにティア達が出るのは知ってるだろ？」

「ああ………笠置さんの関係で出て貰もらうらしいな」

「だがあいつらの中でまともに料理が出来るのは半分だけだ」

「残りの半分は？」

「時限爆弾だ。爆発は十一月三日の夕方だろう」

「なんだってぇぇぇっ!?」

　賢治にも事情が呑のみ込めてきた。孝太郎はその時限爆弾の爆発を防ごうと、この一番高価な胃腸薬を買いに来た。迷わず高価なものを買うくらい、危ないと考えているのだ。

「待て待て、確かか!?」

「ああ、なんかそんな雰ふん囲い気きだった。だからマッケンジー、当日に向けて体調を整えておけよ？」

「コウ、お前………」

　賢治は驚いていた。だが彼かれが驚いていたのは、少女達が危険な料理を作っている事に対してではない。それらが副次的に示している、ある事実についてだった。

「なあコウ、お前今、爆弾発言をした事に気付いてるか？」

「爆弾？　ああ、確かにな」

　孝太郎はこくりと頷うなずく。少女達の料理は半分が時限爆弾。確かにそういう話だった。

「そうじゃない。お前が女性関係についての爆弾発言をしたって事さ」

「してないだろ、そんな話」

「いいや、したさ。お前はさ、あの子達の料理の実力を完全に把握しているんだ。そうじゃなきゃ、あんな風に断言はできない」

「まあな、これで連中とも一年半以上の付き合いだからな」

「バーカ。料理の実力を完全に把握しているって事は、彼かの女じよらの手料理を日常的に食べているか、もしくは料理の実力を把握するのに十分な付き合いがあるって事なんだぞ？」

「それが爆弾発言か？」

「当たり前だろ。この俺おれでさえ、これまで付き合った女の子の料理の真の実力なんて知らないんだぞ？」

　それは女の子と何人も付き合ってきた賢治だからこそ分かる事だった。

　今の時代、交際相手の料理の真の実力を知るのは難しい。鍋なべに入れるだけの料理セットはあるし、お菓子作りも道具付きのキットがある時代なのだ。更さらに言うと賢治は、市販のクッキーを買ってきてオーブンで焦げ目をつけ、『手作りなんだけどちょっと失敗しちゃった～！』という最悪の偽装ケースも経験している。

　つまり料理の実力なんて、ちょっと付き合ったぐらいでは分からない。特に性格が悪い女の子の場合、交際初期には自分を良く見せようとあらゆる手を打ってくる。しばらく付き合って日頃の言動からおおよその実力を類推するのが限界だった。

「なのにお前は、あの子達の実力をきちんと把握してる。それはつまり、全員とちゃんと付き合ってます―――って言ったも同然なんだぞ？」

「そんな訳ないだろ、お前じゃあるまいし。普ふ通つうに友達付き合いしていれば、それぐらい分かってくるだろ」

　孝太郎は取り合わなかった。出会って日が浅い交際相手なら賢治の言う通りかもしれないが、孝太郎と六畳間の少女達はそうではない。最初は仲が悪かったし、良いところも悪いところもみんな知っている。長期に亘わたって徐じよ々じよに関係が変化したので、賢治の言うような理り屈くつは当てはまらないのだ。

「第一マッケンジー、お前だって俺の料理の実力は知ってるだろ。それと同じだって」

「………まあな」

　賢治は苦笑しながら頷いたが、腹の中では別の事を考えていた。

　―――コウの奴、順調に外堀を埋められてるみたいだな………。

　もし孝太郎の周りにいる女の子達が、賢治と同じ道を歩んでいるのだとしたら。孝太郎の周りに新たに九人の賢治が出現するという事になる。そして彼かの女じよ達は自分は絶対に居なくならないと証明しようとするだろう。これまで賢治がそうしてきたように。

　―――だがなぁ、コウ。入り口と過程が俺と同じでも、出口まで同じとは限らないんだぞ。分かってないだろう、お前………。

　ただ一つ賢治と少女達が決定的に違ちがっているのは、証明の仕方が女の子らしい手段になるだろうという事だった。そしてその結果、孝太郎と少女達の関係は特殊なものになっていく。友達同士という建前を守ったままに、誰よりも近い関係になっていくのだ。

「何笑ってんだ？」

「いや、なんでも。んで、コイツは買っていくのか？」

「当たり前だろ。その為ために来たんだ」

「一つでいいのか？」

「審査員全員分は買っておこう」

「じゃあもう一箱だな」

　賢治はそれをあえて口には出さなかった。その方が面白いし、これまで女たらしだ何だと言われ続けた事に対する、ささやかな復讐でもあるのだった。










　十一月三日は幸い天候に恵めぐまれ、朝から快晴。心配されたような寒さはなく、青い空に眩まぶしい太陽、昼頃には気温もぐんぐん上がってぽかぽか陽気だった。

『さぁ、皆みなさんおまちかねっ、吉祥春風高校お料理コンクールの時間がやってまいりましたっ！』

　司会進行役を務める、お料理研究会の元会長の声が体育館に響く。孝太郎は壇上に用意された審査員席の端はしに座すわり、スピーカーから聞こえてくるその声に耳を傾けていた。

『このコンクールは我わが高校の内外から集められた料理自じ慢まんが、その腕を競きそうというシンプルな競技です』

　元会長は孝太郎達と同じく体育館の壇上におり、マイクを手に体育館に集まった観客へ向けてコンクールの概要を説明していく。この達者な喋りは、何度も繰くり返し練習した賜たま物ものだった。

『大事な事は二つだけ！　美味しそうかどうか、そして実際に美味しいかどうか！　果たして十人の審査員を唸うならせる料理は飛び出すのか！　それとも飛び出さずに残念な結果になるのか！　その鍵を握にぎっているのは家庭科室でスタートの合図を待つ、二十四人の参加者の皆さんです！』

　そして会長の背後にある大きなモニターには家庭科室の様子が映し出されている。吉祥春風高校の放送部と、商店街の青年会が総力を挙げて作り出した中継システムだった。

　今はそのモニターに、参加者の姿が映し出されている。総勢二十四人。大半がこの高校の生徒だったが、一部部外者が含まれている。商店街の飲食店の人達や、単なる料理好きの人間などだった。ちなみにクランは、そうした部外者の参加者の一人だった。

『参加者の皆さんは、この町で生産された食材と、一部持ち込みの材料を使い、開始から三時間以内に料理を仕上げて審査を受ける必要があります。これに間に合わない場合は失格となりますので、審査の時間を差し引きすると二時間ほどで料理を完成させる必要があるでしょう！　この時間に関する駆かけ引きも、今回のコンクールではかなり重要な要素となります』

　家庭科室で撮影をしているカメラは、ゆっくりと回転するようにして参加者全体を映した後、そのままの動きで家庭科室の一角を映し出した。そこには食材がうずたかく積み上げられている。この食材も商店街が協力してくれたもので、画面の下には『協力・吉きつ祥しよう春はる風かぜ商店街』と表示されていた。

『それでは参加者の皆さんの紹しよう介かいに移りましょう！　まずは我がお料理研究会が誇る、新会長―――』

　食材を見せて全体の紹介が終わると、今度は個々の紹介に移っていく。これは二十四人の参加者を順番に紹介していく訳なのだが、二十四人のうち九人が孝太郎の関係者。何人も紹介しないうちに、孝太郎が良く知っている顔が画面に現れた。

『エントリーナンバー四番、我が研究会きっての剛腕、笠置静香ちゃん！』

『ちょっと、止めて下さいよ先せん輩ぱいっ！』

『彼女は空手の有段者でありながら、お料理も究めんとする文武両道を地でいく昨今珍めずらしい女の子。今回のコンクールでもカボチャを割ったりしてくれるのではないかと、密かに期待しております』

『割りませんっ！』

　最初に現れたのは静香だった。紹介になっているようななっていないようなやり取りだったが、孝太郎にも静香が研究会でどういう立ち位置にいるのかが良く伝わってきた。きっと楽しい研究会活動をやっているのだろう、孝太郎はそんな風に感じていた。

『カメラが割られないうちに次へ行きましょう！』

『本当に割ってやろうかしら………』

　ぼやく静香に続き、画面には長い黒髪の少女が姿を現す。今度はキリハの番だった。

『エントリーナンバー五番、倉くら野の桐きり葉はさん！』

『倉野です。今日はよろしくお願い致いたします』

『倉野さんはさっきの静香ちゃんのお友達で、静香ちゃんにお願いされて参戦する事になりました。しかし侮ってはいけません。静香ちゃん情報によると、倉野さんは家事万能で嫁よめにして安心との事。もちろん料理の腕もピカイチです』

『まぁ………そんなにおだてられては困ります』

『この控え目でおしとやかな性格！　確かに嫁に欲ほしい！　コンクールの結果次し第だいでは、そう思う人が続出するでしょう！』

　キリハは高校では猫かぶりを続けている。これまで誰一人として、それを見抜いた者はいない。今もそうで、会場の人々を魅了するその振ふる舞まいには一分の隙すきもなかった。

『続いてこの方、エントリーナンバー六番！　桜さく庭らば晴海さん！』

『あ、あの、桜庭晴海です。今日は頑がん張ばります！』

　キリハとは反対に、隙だらけなのは晴海だった。彼女はキリハの様子を楽しく見ていたところで急に話を振られ、声が上擦ってしまっていた。晴海は人前に出る事への抵てい抗こう感は少なくなっていたが、それでもインタビューなどには慣れていない。おかげで普通の女の子らしさが出てしまっていた。

『桜庭さんは昨年、演劇部が主しゆ催さいする演劇に出たのを切っ掛けに注目が集まり、守ってあげたい女の子として人気が急上昇。今日も会場にはファンの方々が多数詰めかけている模様です。桜庭さん、会場に向かって一言お願いします』

『えと………緊張していますが、精一杯やりたいと思います。皆さん、応おう援えんをよろしくお願いします』

　最後は何とか調子を取り戻し、晴海はいつもの穏おだやかな笑顔で微ほほ笑えむと、深々と頭を下げた。すると体育館にどよめきが走る。どうやらファンが来ているというのは本当のようだった。

『桜庭さん、ありがとうございました。さあ、次はエントリーナンバー七番、東ひがし本ほん願がん早苗さんです！』

『今日はこのあたしっ、東本願早苗が優勝を頂くわっ！』

　晴海とは正反対に、堂々と勝利宣言したのが早苗だった。とはいえ堂々としていたのは半分だけだ。孝太郎が見たところ、話しているのは『早苗ちゃん』で『早苗さん』は引っ込んだまま出てきていない。引っ込み思案な『早苗さん』は、この場を『早苗ちゃん』に任せるつもりのようだった。

『力強いコメントの東本願さんですが、実家は長い歴史と伝統がある神社という事で、子供の頃から花嫁修業は万全。先さき程ほどのコメントも決して根拠のない話ではありません。今大会のダークホースと言えるでしょう！』

『本命よ本命っ！　みんなっ、あたしに賭かけなさいっ！』

『あはははっ、本当に賭けちゃ駄だ目めですよ！　我々お料理研究会は、清く正しい大会運営を心掛けております』

『ともかく、あたしが勝つ！』

『ありがとうございました。終始ブレない自信が印象的な、東本願早苗さんでした』

　早苗の様子はいつも通りで、特に緊張したり気負ったりしている様子はない。

　―――案外、本当に早苗が勝つかもしれないな………。

　普ふ段だん通りの力を発揮出来なくなるのが、大きな大会のプレッシャーだ。だが自然体の早苗はその影響を受けないから、彼女が勝つ可能性は十分にあるだろう。

「………なぁコウ」

　そんな時だった。隣となりに座っている賢治が孝太郎を突っつき、孝太郎の耳にだけ届くように小声で囁ささやいた。

「どうした？」

「見た感じ、お前が言うほど危険には思えなくてな」

　賢治の目には静香もキリハも晴海も、料理が出来ない印象はない。それに弁当を持ってきているのを見た事があるような気もしていた。未知数なのは早苗だが、勘かんの良い子なのでそこまで危険なものを作るとも思えない。

「問題はここからなんだよ」

　孝太郎が苦笑して肩かたを竦すくめたところで、新たな人物がモニターに映し出された。

『次は海外からの留学生です！　幼おさな馴な染じみという事なので、お二人まとめてご紹しよう介かい致いたしましょう！　ティアミリスさんとルースカニアさん！』

　モニターに映し出されていたのはティアとルースの二人だった。同じ説明を繰り返す事になるので、進行役の元会長は二人をまとめて紹介する事にしていた。

『ティアミリスじゃ。ティアと呼ぶがよい』

『ルースと申します。ティア様共々、よろしくお願い申し上げます』

『お二人は昨年一緒に本高校へ留学して来ました。大変優秀なお二人で、特にティアミリスさんはスポーツで、ルースカニアさんは数学で好成績を残しています。今回は料理という事で、お二人の隠れた一面が垣間見えるのではないかと思われます』

　ティアは堂々と胸を張り、ルースはその脇に控えて目立たないようにしている。今の主役はティアである―――立ち方から、誰もがはっきりとそう感じ取る事が出来ていた。

「あの二人がやばいのか？」

「やばいのはティアだ。あいつは極端なお嬢じよう様さま育ちでな、食う専門なんだ」

「ああー、確かにティアさんは細々した仕事は苦手そうな印象があるよ」

　賢治もティアのがさつさには気付いていた。一年半も同じクラスに居れば、ある程度は分かってくるのだ。ティアの書く字はダイナミックで、非常に男らしい字をしている。また掃除の時なんかにはほうきの扱あつかいが荒っぽい。そういうティアが、繊細さを要求される料理が得意とは思えなかった。

「だろう？　あいつの料理は危険だぞ、絶対。覚かく悟ごしておけ」

「なるほどなあ」

「次はもっと危険だぞ」

　なんとなく意味が分かってきた賢治がうんうん頷いていると、孝太郎はモニターを指さした。二人が話をしている間に、映し出されている人間が変わっていた。

『そして次の参加者はこの人！　コスプレ研究会にこの人あり、みんな大好き虹にじ野のゆりかさん！』

『虹野ゆりかですぅ。あのあのぉ、今日は美味しい料理を作れるように頑張りますぅ』

『この人に関しては説明は不要でしょう。さぁ、みんなでゆりかちゃんを応援しようっ！』

　校内のイベントとあれば軒並み参加させられ、毎回酷ひどい目に遭あうゆりかなので、校内ではすっかり有名人だった。そしてゆりかの意図に反し、その不幸具合で大人気だった。

「まさかっ、虹野さんも参加するのかっ!?」

　そして賢治はゆりかの顔を見た途と端たん、その表情を引き攣つらせた。賢治はゆりかだけは絶対に参加しないだろうと勝手に思い込んでいた。ゆりかの不器用さはよく知っていたからだ。

「そうだ。そして俺おれ達審しん査さ員いんは、ゆりかの料理を食わなきゃならん」

「馬ば鹿かなっ!?」

「………ようやく現実が分かってきたな、マッケンジーよ」

「コウ、俺にも薬をくれ！」

「最初からそう言えばいいんだ」

　孝太郎はお客から見えないように、机の下で薬を三錠手渡す。すると賢治はすぐにそれを飲もうとしたので、孝太郎は制止した。

「待った、食後に飲むタイプだ」

「分かった、ありがとう。お前の気遣いに感謝する」

「分かればいいんだ」

　賢治は受け取った胃腸薬をティッシュに包むと、大事にポケットにしまいこむ。今や三錠の胃腸薬だけが賢治の命いのち綱づなだった。

『そしてコス研からやってきたもう一人の刺客、藍華真希さん！　彼女はゆりかちゃんの古いお友達で、コスプレの時は敵役を務める事が多いそうです。今回も結果的にゆりかちゃんのライバルとなる訳ですが、意気込みを聞いてみましょう！』

『ええと、料理は他の皆さんほど上手ではないので、自分なりの目標を決めて、それを達成できるように頑張るつもりでいます』

『いい子だ！　とても謙虚でいい子だ！　彼女が悪役のコスプレをしている時も、皆さんそれを忘れないようにしてあげて下さいっ！』

　参加者の紹介はゆりかの次の、真希に移っていた。賢治は真希の紹介を聞きながら、再び孝太郎をつつく。

「コウ、藍華さんはどうなんだ？」

「藍華さんは自分が料理が下手なのを知ってるよ。だから多分、無茶なものは出てこないと思う」

「って事は、悪くても普通に不味まずい味止まりか」

「藍華さんに関しては心配要いらないと思うぞ。チョコレートも不味くなかったからな」

「普通に食えるものなら何でもいいさ」

　ゆりかが参加している事を知ったおかげで、賢治はこのコンクールから身の危険を感じ始めている。参加者一人一人に過敏に反応していた。

　―――教えてやった方がいいのか悪いのか………。

　孝太郎は、場合によってはゆりか以上に危険かもしれない参加者の存在を知っている。賢治は知る事が出来ない情報なので、それを伝えようかどうかで迷っていた。

『ここからは一般参加の皆さんです！　最初はこの方、クラリオーサさん！　先程のティアミリスさんの親戚にあたる方で、遊びに来たついでに参加を決意されたそうです！』

『皆さん初めまして。クラリオーサと申します。今日はわたくしなりの全力をお見せしたいと思いますので、期待して下さいまし』

　そのゆりか以上に危険な参加者とはクランの事だった。クランは家事が一切出来ない。共に過去のフォルトーゼへ行った経験から、孝太郎はその事を誰よりも良く知っている。ティアとは違って、真正のお嬢様育ちなのだ。

　それだけならまだしも、クランはコンクールへの参加を決めた日から、何な故ぜか研究室に籠って出て来ようとしなかった。何をしているのか教えろと言っても教えてくれない。孝太郎はそこに、計り知れぬ恐ろしさを感じていた。

　―――でもまあ、教えても対策はない訳だから………黙だまっておくか。

　結局孝太郎はクランの情報を伏せたままにする事にした。今のところ孝太郎の勘以上のものではなく、言っても賢治を不安にさせるだけで状じよう況きようが変わる訳ではない。それならば危険はゆりかだけと思わせておく方が気分は楽だろう、そう考えての事だった。










　二十四人の参加者の紹介が済むと、審査員の紹介へ移った。孝太郎と賢治は席が端にあったおかげで、紹介は最後。順番が回ってきたのは、暇ひまになった孝太郎が欠伸あくびをしかけた頃ころの事だった。

『九人目の審査員はこの方、松まつ平だいら賢治君！　美男子役はお任せの、演劇部のエース！　二代目の青騎き士し様です！』

『マッケンジーくーん！』

『里見君と肩組んでー！』

「はいはい………ってコウ、笑え顔がお笑顔」

『きゃー、何だかアレな感じー！』

　進行役の元会長が賢治を紹介すると、体育館のそこかしこから黄色い声せい援えんが上がる。賢治がそれに応えてサービスをするものだから、体育館内は一気に沸き返る。昨日、新キャストで行われた『白銀の姫ひめと青き騎士』の影響だった。

「………大した人気だ」

　孝太郎は賢治の人気ぶりに驚おどろきを通り越し、ただただ感心していた。元々女の子には人気のあった賢治が、舞ぶ台たいで隙のない演技を披ひ露ろうした結果、新たに大量のファンを獲かく得とく。アイドルもかくやという状態になっていた。

　―――しかしある意味助かったとも言えるな。

　そしてこの事は孝太郎にとっても悪い事ではなかった。賢治の評判が高まれば、人々の頭の中で、孝太郎が青騎士役をやった記き憶おくが薄うすれる。自分で自分の演技をしていたというのは、出来ればなかった事にしたい記憶なので、孝太郎としてはこの状況はとても有り難がたいのだった。

「分かってないな、コウ」

「あん？」

「あの子達の中には、話し掛かけ辛づらいお前へのチャンネルとして、俺を利用している子達が相当数含まれてる」

「そんな訳ないだろ」

「お前を好きになる子は、大たい概がいそうなんだよ。昔からな」

　賢治と孝太郎が並んでいると、女の子は自然と賢治に話し掛ける。だがそれは孝太郎にどう話し掛ければいいか困った結果、人当たりの良い賢治に話し掛けた場合も多く、気を良くした賢治が告白して玉砕するというケースが散見されていた。だから賢治に向かって声を上げている少女達の中にも、孝太郎のファンが一定量交じっている事が予想されるのだった。

「今時、そんな訳ないだろ」

「どっちの言い分が正しいのか、すぐに分かるさ」

　孝太郎は取り合わなかったが、賢治には自信があった。そしてそれは、孝太郎が紹介された時に分かる筈はずだった。

『そして十人目、最後の審査員はこの人！　初代青騎士として今も語り草になっている伝説の人物、里見孝太郎君です！』

　進行役の元会長が孝太郎を紹介した瞬しゆん間かん、これまでざわついていた体育館がしんと静まり返った。女生徒達が口を噤つぐんだのに引きずられるような形で、体育館にいる人間全員が口を閉じたのだ。戸惑っていたというのが正しいだろう。

「ほらみろ。俺はお前とは違う。みんなもう忘れてんだよ」

「おかしいなあ、そんな筈は―――」

　孝太郎の言葉に賢治が反論しかけた、その時だった。静かになっていた体育館が再び沸き返った。

『きゃあああああああぁぁぁぁぁっ!!』

『あおきしさまぁぁぁぁぁぁぁっ!!』

　確かに孝太郎は容姿では賢治には及およばないし、人当たりも悪い。だが会場に詰めかけた少女達は、アライア姫と青騎士の別れのシーンを今もはっきりと覚えていた。そして大きなイベントの空気が、日ひ頃ごろは遠巻きに見ているだけだった少女達の背中を押おした。この歓声は確かに、孝太郎へ向けられたもの。一年経たった今も、孝太郎が演じた青騎士のイメージは少女達の胸に焼き付いたままだった。

「………手を振ってやれよ、コウ」

「あ、ああ………」

　孝太郎は戸と惑まどいながらも、賢治に言われるままに手を振った。すると会場は更にヒートアップする。結果的に見て、この状況は静香の目論み通りだった訳だが、孝太郎はまだ信じられないでいた。狐につままれたような気分だった。

『気持ちは分かるけどっ、みんなそろそろ落ち着いて！　今日はお料理コンクール。主役は家庭科室にいる二十四人なのよ！』

　進行役の元会長がそう言うと、徐々に体育館の空気が落ち着き始める。それを見計らったかのようにモニターが再び点灯し、二十四台の調理台と向き合う二十四人の参加者の姿が映し出された。参加者はみんな緊張気味で、その表情は真しん剣けんそのもの。それを見た会場の人々は、今度はコンクールの為に声を上げ始めた。

『それではそろそろ始めたいと思いますぅっ！　輝け第一回、吉祥春風高校お料理コンクール！　お料理開始ぃぃっ!!』

　賢治と孝太郎の人気は確かに大したものだったが、開始の掛け声に触発された観客の歓声は、今日一番に盛り上がっていた。










　コンクールが始まると、家庭科室に配置された数台のカメラが、料理をする参加者の姿を撮影し始めた。司会進行役の元会長と町のお料理研究家が、その様子を見ながら解説して、料理の完成までの時間を繋つなぐという形式だった。

『注目はやはり、お料理研究会から参加している三人だね。野菜の洗い方から包丁さばきまで、見ていてとても好感が持てる』

『やったよみんなっ、柏かしわ原ばら先生が褒ほめてくれてるよ！　その調子で頑張って！』

　最初に映し出されていたのはお料理研究会の三人。静香を含む二年生が二人と、一年生が一人。毎日の熱心な活動が実を結び、三人が料理する姿は研究家に好意的に受け入れられていた。

『柏原先生、他に気になる参加者はいらっしゃいますか？』

『良い意味と悪い意味、どっちが先に聞きたいかね？』

『ではまず良い方を』

『エントリーナンバー五番と………九番かな』

『五番は倉野さん、九番はルースカニアさんです』

『この二人は多分、常に料理をしていると思うよ。動きが非常に機能的で美しい。学生に限れば、お料理研究会のライバルはこの二人になると思う』

『学生に限らなければ？』

『やっぱり二十四番、商店街の「鳥よし」の旦那だね。彼は大人おとな気げないよ。老舗しにせの鶏とり肉にく料理屋が本気を出したら学生が勝てる訳ないじゃないか』

『なんでも、新作メニューのお披露目を兼かねているとか。そしてもし優勝してしまった場合には、何か手頃な反則をして順位を剥奪されるつもりでいるそうです』

『剥奪なら順位が繰り上げになるね。しっかりしているなあ、旦那は………』

　大本命は一般参加の鶏肉料理店の店主。それに続くのがお料理研究会、そしてキリハとルース。それ以降は団子状態というのがお料理研究家の読みだった。

『では柏原先生、悪い方の気になる参加者は？』

『それはもう断然十番。次いで八番だね』

『十番は虹野ゆりかちゃん、八番はティアミリスさん。ゆりかちゃんは案の定という感じですが―――』

『案の定ってどういう事ですかぁっ!?』

『ティアミリスさんは何処どこが悪いのでしょうか？』

『うん、彼女は完全に素人しろうとだね。何とか教えられた通りにやろうと四苦八苦しているような感じがするよ。それとあの包丁を持つフォームだ。どちらかというと、料理というよりも武術か何かのように見えるね』

『確かにティアミリスさんに斬られるキャベツから悲鳴が聞こえてきそうです』

『ただ、出来上がりは悪くないかもしれない』

『先生のお話しぶりでは、失敗しそうに聞こえましたが』

『うん、メニューの選せん択たくが上う手まいんだ。初心者が作ってもさほど失敗のないメニューが選ばれている。あの戦略眼、このレベルの戦いではもしかするかもしれないよ』

『つまり作戦勝ちという事ですね。そして問題のゆりかちゃんですが―――』

『彼女は論外だね』

『えぇえぇぇぇぇぇっ!?　どうしてそんな事言うんですかぁっ!?』

『まず料理に集中していない』

『確かに、私達たちの会話が気になって仕方がないようです』

『うぅっ』

『その上、極度の緊きん張ちよう。手が震えているのが見えるだろう？』

『低周波治療器を着けているような感じですね。包丁で手の皮を剥むいたり、腕うでの肉を削そいだりしそうで、見ていて非常に心臓に悪いです』

『これでも一所懸けん命めいやってるんですよぉっ!!』

『という訳で、彼女の話は止やめよう。見ていると寿命が縮む』

『もっともです』

『うぅっ、ひ、ひどいですぅぅぅぅっ』

　最下位の候補は、今のところ断トツでゆりか。そのリスキーな包丁捌さばきは他に追随を許さない。ゆりかからは見るからに『あ、最下位だろうな』というオーラが出ていた。ティアは技術ではゆりかの次ぐらいなのだが、メニューの選択が巧みで欠点を補っている。全体としてはティアは最下位にはならないというのが研究家の評価だった。

『では、他に注目すべき参加者はいらっしゃいますか？』

『七番と十二番だね』

『東本願早苗さんとクラリオーサさんです』

『この二人は一体どうなっているんだろう？』

『と、仰おつしやいますと？』

『まず七番の子だが………やっている事が滅茶苦茶だ。菜箸の握りはおかしいし、泡だて器も子供が水遊びをしているようにしか見えない』

『言われてみれば………子供の悪ふざけという言葉が似合います』

『にもかかわらず、料理の基き礎そ的てきな理論はきっちりと守っているんだ。材料の混ぜ方、調味料を入れる順、オーブンの温度。訳が分からない』

『確かに不思議な光景です』

　お料理研究家と司会進行の二人を困こん惑わくさせているのは、早苗という少女が内包する二面性が原因だった。この料理を主導しているのは『早苗さん』なのだが、引っ込み思案な彼女はこういう人の注目を浴びる場所に出てくる事が出来ない。そこで『早苗ちゃん』が『早苗さん』の指示に従って作業をしている。だからこそ理論と技術が一いつ致ちしない、不思議な光景が出来上がる。孝太郎達以外は、全員が困惑していた。

『続いて十二番、クラリオーサさんは？』

『彼女の料理は料理じゃないね。言いたくはないけど、魔ま法ほうや超能力の次元だ』

『………は？』

『ちょっと見ていてごらん。今からじゃがいもの皮を剥くようだから』

『はぁ………』

　そして早苗以上に会場を混乱の渦に陥れていたのがクランだった。

『鍋を出しましたね。あれに皮を捨てるのか、それとも皮を剥いたじゃがいもを入れておくのか』

『それがどっちも違うんだ』

『え？　って、あああっ!?　じゃがいもをそのまま鍋に入れたーーー!!』

『洗ってもいないんだよ、アレ』

『そしてクラリオーサさん、何を思ったか鍋を振り始めました!!』

『こふきいもを作るならそれでいいんだが、面おも白しろいのはここからだ』

『クラリオーサさん、蓋を開けてまな板の上に中身のじゃがいもを出し―――って、あれぇぇぇっ!?　どうなってるんですかぁっ!!』

『そうなんだよ、何故か綺き麗れいに皮が剥けて、角切りになってるんだ』

『信じられない光景です！　確かにこれは料理とは思えません！　手品か魔法か………ともかく料理以外の何かです！　これは予想外の展開です!!』

　このクランが繰り返している奇行を正しく理解出来た者は、この会場には数人しかいない。孝太郎もそのうちの一人だった。
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　―――あの馬鹿っ、こんなものを作っていやがったのかっ!!

　それがクランの発明である事はすぐに分かった。理屈は想像もつかないが、何か高度な科学技術が使われている事だけは間違いなかった。あの鍋は、鍋に見えるだけで実際は何かもっと別のものなのだ。

『彼女はあの鍋だけで料理をするつもりのようだね』

『何と言えばいいのか………あの鍋、欲しいです』

『同感だ。あれが実演販はん売ばいであるなら、大成功だと思うよ』

　コンクールは大波乱の様相を呈ていしていた。良くも悪くも、今後の展開から目が離せない。参加者達の調理を見守る会場の観客達は、興奮が高まる一方だった。










　最初に審査を受けにやってきたのは、意外にもティアだった。手つきは危なっかしかったのだが、無理のないシンプルなメニューと、最適化された調理手順が最速タイムを叩たたき出したのだ。ティアは審しん査さ員いんの前に、料理を乗せたお盆ぼんを置いていく。席順の関係で、孝太郎の前にお盆が置かれたのは一番最後だった。

「へぇ………冷製しゃぶしゃぶとじゃがいものポタージュ、ご飯にも何か入ってるな。何なんだ？」

「鶏肉と根菜類じゃ。味付けは洋風じゃが、いわゆる炊き込みご飯と思って差し支えないじゃろう」

「ふぅん、色々考えてあるんだな」

「わらわとて自分の実力ぐらい把握しておる。わらわに実行可能な戦術の中で、最良のものがこの三品なのじゃ。それにじゃな、最初に食べるものが一番美味うまく感じるに決まっておるからのう」

　孝太郎は実にティアらしい話を聞きながら、料理を口に運んでいく。ティアはその様子をじっと見つめていた。そのどこか不安げな様子は、まるで生まれて初めて家族に誕生日プレゼントを渡わたした子供のようだった。

「どうじゃ、美味いか？」

「ああ………って、それを答えられる訳ないだろ」

「そ、そうじゃったな。すまぬ」

　ティアは孝太郎の評価が知りたくて思わず尋たずねてしまったのだが、これは一応料理コンクール。審査の内容は現段階では明かせなかった。

「とりあえず食べたから、良い子で待ってろ」

「う、うむ。そうするとしよう。ふぅ………」

　答えは聞けなかったのだが、ティアは少しだけ安あん堵どしていた。良く考えてみれば、食べた時の孝太郎の表情は悪くなかった。少なくとも不味かった訳ではないらしい事が分かったので、まずは一安心だった。










　次にやってきたのは真希だった。真希もメニューのシンプルさが完成を早めたのだが、ティアほど徹底した練習をした訳ではなかったので、順序的には二番手になっていた。

「お、藍華さんはホットドッグとポテトか。そうそう、俺おれはこれが食べたいんだよ」

「味付けも里見君の好みに合わせてみました」

　真希の場合、孝太郎の好みに合わせる事を最大の目的としていた。その為ため、孝太郎の好みの調査に多くの時間が費やされ、調理の練習に使える時間が少なくなった。その結果、参加者中もっともシンプルなメニューながらもティアに後れを取った格好だった。

「完全に反則だけどな」

「いいじゃないですか。どうせ十人全員には褒めて貰もらえないんですから、たった一人に十点付けて貰う事を狙ねらっても」

　真希のホットドッグは、材料だけでなく調理方法や味付けまで、完全に孝太郎の好みに合わせてあった。表面をパリッと焼き上げ、塩こしょうは強めに。一いつ緒しよに挟はさむキャベツも生ではなく軽く炒めてしんなりさせ、バターの香りを付けてある。ポテトフライは表面に軽くカレー粉をまぶしてややスパイシー仕上げ。全体的に味が濃く、しつこい味付けになっているので、孝太郎はともかく全体の評価はそれほど高くはない筈だ。孝太郎一人を狙い撃ちにする料理だった。

「何点付けるのかは秘密だ」

「うん。でも、いい点付けてくれるって、信じてる」

　この時の真希の無邪気な笑え顔がおは孝太郎の気持ちを掴つかんだ。おかげで思わず十点を付けそうになる。真希の無邪気さには、一握りの悲しみが付きまとう。それを無視して採点をしなければならないので、意外に厄介な審査だった。










　三番目にやってきたのはルースだった。この辺りから徐じよ々じよに料理は複雑化していく。彼かの女じよの料理はオムライスと野菜スープだった。孝太郎は料理が運ばれてくるのを見た途端、その瞳ひとみを輝かがやかせた。

「やーったぞ、オムライスだ！」

「落ち着いて下さい、おや―――えと、サトミ様。オムライスは逃げませんから」

　ルースはそう言いながらテーブルに置かれたばかりのオムライスに旗をさしていく。

「ルースさんの料理だったんですね。美味そうだ」

「あらあら、うふふふふっ」

「では早さつ速そく、いただきまーす！」

「はい、めしあがれ」

　ただでさえ美味しそうなオムライスなのに、任せて安心のルース味。しかも旗がはためいている。だから孝太郎はいつもの食事の勢いでオムライスを食べ始めた。

「おおっ、こらうまい」

「サトミ様、今評価を仰おつしやっては」

「そうだった」

　オムライスは、トマトピューレや鶏肉と一緒に炊き込んだチキンライスを軽く炒めて味を調整したものを、バターたっぷりの半熟ふんわり卵焼きで包つつんである。そこに丁てい寧ねいに煮込まれたデミグラスソースがかけられており、いわゆる高級店のオムライスだった。

　野菜スープは鶏の骨できっちりとだしを取り、コンソメ味に仕上げてある。具材も玉ねぎやセロリなど、爽やかな味のものが多い。オムライスが濃厚なので、スープをさっぱりさせてバランスを取っているのだ。

　どう考えてもこれが不味い筈はない。だが立場上、今の時点で詳細に感想を言う訳にはいかない。後の審査にも響ひびいてくるからだ。

「その辺で止めておきませんと、他の料理が食べられなくなってしまいます」

「そっか。残念だな」

　残念だと言った時点で、評価を言ったも同じだろう。だからルースは審査表を書き始めた孝太郎の姿を、幸せそうに見つめていた。










　静香がやってきたのは、ルースの審査の後に、二人ほど審査をした後の事だった。彼女が持ってきた料理は、とんかつ定食。料理の基本を忠実におさえつつ、それでいて男性審査員にアピール力がある肉料理。その味が美味いであろう事は、盛り付けの美しさを見ただけで明らかだった。お料理研究会のエースの実力は遺憾なく発揮されていた。

　ごりごりごり

「このゴマをソースの上からかけるの。そうするとね、ちょっと後味が変わってくるの。ほのかに香ばしい感じに」

「細かい工く夫ふうですね」

「こういうのを研究するから、お料理研究会なの」

「確かに」

　静香は最後の仕上げに審査員の目の前でゴマをすり、ソースのかかったとんかつの上に振りかけていく。こうして味だけでなく、目まで楽しませるエンターテイメント性までが静香の料理だった。

「これは高得点を付けざるを得ませんね」

「アリガト。でも個人的には、今回の私の得点は、この料理の点じゃないのよ」

「どういう事ですか？」

「ゆりかちゃんよ。ゆりかちゃんの料理を、どれだけこれに近付けられたか。それが私の挑ちよう戦せんなの」

　コンテストで勝つ事だけを考えるなら、静香は別のメニューを選んだろう。だがゆりかへの指導の意味もあったので、彼女はあえてとんかつを選んだ。揚あげ物という料理における一番大きな障害をゆりかに乗り越えさせる事が、今回の静香の目的だった。

「ゆりかちゃんにはこの一ヶ月、とんかつの何たるかを叩き込んだつもりよ。だから期待して待ってて」

　静香はそう言って笑う。その笑顔には、ゆりかの健闘を願う気持ちが溢あふれていた。

「相変わらず人の世話ばかり焼いているんですね、大家さんは」

「そういう性分なのかしら。あと………今はベスト体重だから、心に余裕があるのよ」

　静香は後ろ半分を言う時だけ、他の者達に聞こえないよう声を潜めた。

「人の世話ばかり焼いていると、自分の幸せがおろそかになりませんか？」

「平気平気。里見君が気付いてくれてるもの」

　孝太郎が言うように、静香にも自分の事が後回しになっている自覚はあった。しかしそうしないと気持ちが落ち着かないから、これまでは仕方がないのだと諦めてきた。だが今になると、静香はそれで正解だったと感じている。自分のそういう部分に気付いてくれる人と出会えたから。

「後で何か、優やさしい言葉をかけてくれるのよね？」

「言わないッス」

「壁かべと向かい合って、膝ひざを抱かかえて座すわってやるっ」

「分かりました、分かりましたよ！」

　自分はきっと、今の自分のままで幸せになれる。

　静香はそれを固く信じていた。










　六畳間の少女達だけで数えて五人目、丁度中間点でやってきたのが晴海だった。早くもなく遅くもなく、思慮深く自己主張の少ない彼女らしいタイミングでの登場に、孝太郎は思わず笑ってしまっていた。

「どうして笑うんですか？」

「桜庭先せん輩ぱいはこんな時も優等生なんだなぁって思って」

「どういう意味なんですかっ、それはっ」

　しかし付き合いが長い孝太郎に対しては、最近は少しだけ自己主張を覚え、頬ほおを軽く膨ふくらませて不満を示す事が出来る。この時ばかりは、優等生の印象は薄れていた。

「そういう星巡りなんだろうなって」

「んもー、里見君ったら、ときどき凄すごく意地悪です」

「そういう星巡りなんだろうなって」

「さとみくんっ!!」

　晴海は怒おこっていてもどこか優しげで愛らしい。内から滲にじみ出る人の善さが、自己主張を薄れさせてしまうからだ。晴海は根本的に、他人への攻こう撃げきが苦手な少女だった。実際、孝太郎に文句を言いながらもその手は丁寧に料理の配膳を続けている。そうして孝太郎の前にやってきたハンバーグは、晴海の頬と同じぐらいぷっくりと膨らんでいる。チーズ入りの自信作だった。

「なんだか美味おいしそうな雰ふん囲い気きが」

「本当ですか？」

　そして一言孝太郎が褒めた時点で、晴海の表情が笑顔に切り替わる。他人への攻撃が苦手なだけでなく、怒いかりを維持するのも苦手な晴海だった。

「………おっといけない」

　自分が笑ってしまった事に気付いた晴海は強ごう引いんに怒り顔を作る。しかし既すでに笑ってしまった以上、その怒り顔にはなんの効果もなかった。

「………あのう、無理して怒る必要はないんじゃありませんか？」

「ティアさんが『プライドの問題なのじゃ！』と仰っていました」

「ほほう………だったらこうだ」

　対応に苦慮した孝太郎は、変顔で対抗する。自分の頬を両手で左右から押し上げ、目つきと口元を変えるだけというシンプルなものだった。

「ぷっ」

　すると晴海は一いつ瞬しゆんで吹き出してしまう。怒り顔はあっという間にどこかへと消え去ってしまっていた。晴海は笑いに対する耐性も低い。特に完全に心を許した相手には。

「これでよし」

「………もぉ、里見君ったらぁ………」

「可愛かわいいからプラス三点しよう」

「ちゃんとやって下さい、さとみくんっ」

　晴海は全然痛くなさそうな握にぎり拳こぶしを振ふり上げ、孝太郎に訴うつたえる。既に何の審査なのか分からないような状態だったが、これはこれで楽しかったので、最終的には満足した晴海だった。










　次にやってきたのはキリハだったが、その隣となりには早苗の姿があった。だが早苗は『早苗ちゃん』だけで身体を抜ぬけ出してきている。『早苗さん』はまだ家庭科室から動いていなかった。

『どんな感じー？』

「もう半分過ぎたぞ」

『ふーん。じゃあ、そろそろいいかな。あたしも持ってこよっと』

「急げよー」

『ハーイ』

　早苗は来た途と端たんに戻もどっていく。実は早苗は、審査の進み具合を見にやってきたのだ。これは彼女の料理の審査は、後半の方が良かったからだった。孝太郎はそういう事情を知らないから、目の前で配膳をしているキリハに早苗の事を尋ねた。

「あいつ、何を作ったんだ？」

「それは来てからのお楽しみだ」

「それもそうだな」

「今は我だけを見てくれ」

「妙みような言い回しをするなよ」

「いや、汝なんじが思った通りの意味だ」

「おい………」

「ふふふ………」

　キリハは軽く目を細めると、ご飯の茶碗を孝太郎の前に置いた。これで料理は全て揃そろった。キリハが用意した料理は、どれも庶民的なものばかり。肉じゃがに揚げだし豆腐、ほうれん草のおひたし。そしてご飯と味み噌そ汁しる。特別な部分などどこにも見当たらない。どのご家庭でも普ふ通つうに見る事が出来る家庭料理だった。

「キリハさんにしては、随ずい分ぶん地味だな」

「そんなに派手な女に見えるか？」

　キリハは手を伸のばし、孝太郎の手の甲を優しくつねる。ちょっとだけ不本意です、という意思を伝える為の行こう為いだった。

「学校では猫かぶりしているから、そのノリで来るかと思ってたんだ」

「普ふ段だんの我からするとどうだ？」

「実にキリハさんらしいかな」

「その言葉が聞ければ十分だ。さあ、食べてみてくれ」

　キリハは笑顔に戻ると、孝太郎に審査に入るよう促うながした。料理は温かいうちに食べて貰うのが基本中の基本だった。

「うわっ、なんだこれ………ちょっと待った、他は………？」

　孝太郎はまず味噌汁を飲んだのだが、そこで何かに気付き、他の料理も次々と口に放り込んでいく。すると味噌汁だけでなく、全ての料理がそうである事が分かった。

「凄いなこれ、何と言ったらいいのか………凄く手間のかかった家庭料理だな？」

「分かるか？」

「細かいところは分からないけれど、目立つ部分はね。そうか………キリハさんはこういうチャレンジをしたのか」

「そういう事だ」

　キリハの家庭料理には特別なところなど何処にもない。材料も調理器具も全て家庭で使われているものばかり。しかし問題は手間だった。明らかに家庭料理ではありえない程ほどに手間暇をかけ、丁寧に作られている。言うなれば、超ハイクオリティの普通の料理がそこにあった。

　味噌汁一つを取ってもそうだ。だしが非常に丁寧に取ってあり、口に含むとカツオのふんわりとした香りが広がる。味付けは普通の味噌のようだが、いわゆる市販の合わせ味噌の味ではない。自分で味噌を幾いくつか買い集め、そこから理想の配合を見付け出したのだろう。おかげでだしの味と干渉したりせず、上手く共存していた。具材はわかめと大根なのだが、大根は口当たりがいいように角が取ってある。家庭料理でここまでする意味があるのかというぐらいの圧あつ倒とう的てきな高品質だった。

「凄い普通だな―――この言葉が褒め言葉になるとは思わなかった」

「してやったりだ」

　孝太郎は素直に称賛せざるを得なかった。毎日同じメニューを食べ続けても飽あきない、極限まで普通を突つき詰めた家庭料理。これはキリハでなければできない、キリハだからこその料理だった。

「だが、どうしてこんな事をやったんだ？」

「こういう人生を送りたいのだ。当たり前を必死で生きる」

「………分かる気がするよ」

「それとティア殿達へのハンデの意味もある」

「なるほどね。理想を形にしてみる、いい機会だったって訳か」
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「そういう事になるな」

　特別な事など何一つない、普通の毎日。それを懸命に生きる。そんなキリハの理想の人生は、この小さなお盆の上で見事に再現されていた。そして孝太郎がその事に理解を示してくれたから、キリハはとても嬉うれしそうに微ほほ笑えむのだった。










　早苗が再びやってきたのは、キリハが去った少し後だった。審査は既に後半に差し掛かっており、コンクールの残り時間は一時間を切っている。早苗はこのタイミングで自分の料理を審査員に食べさせるのがベストだと考えていた。

「さぁ、食べるのだ孝太郎！　たらふく食べて、あたしを散々褒めるがいい！」

「へぇ………早苗、お前お菓か子しを作ったのか」

「えへへへ～、スイーツなら競争率が低いだろうし、このタイミングに欲しくなると思ったのだっ！」

　早苗が作ったのはスイーツ、それも食後のデザートを意識したものだった。料理の審査を続けて飽きて来たところにデザート。これなら味が変わって印象に残るし、ライバルも少ない。早苗の実力でも上位が狙える大作戦だった。

「珍しく頭を使った作戦だなぁ」

「思い知るがいい、早苗ちゃんの真の実力を！」

「いただきまーす」

「食べまくれ!!　そして褒めまくれ!!　ついでに早苗ちゃんのおこづかいを増額するのだ!!」

　興奮気味の早苗の熱い視線を浴びながら、孝太郎は皿に盛り付けられたスイーツを口に運ぶ。皿に盛られたスイーツは全部で五種類。シュークリーム、エクレア、チョコレートムース、ラズベリータルトにハニードーナツ。どれも小さめで、一口で食べられるように工夫されている。早苗が個人的に食べたいものばかりだった。

「お、意外にちゃんとしてるじゃないか」

「えっへん！」

「大変だったろう？」

「ううん、作り方はあの子が全部知ってたから」

「そういや花嫁修業してたらしいな」

「美味しかった？」

「それはまだ言っちゃいけないんだ」

「ふーん」

　早苗は素早く幽ゆう体たい離り脱だつすると、孝太郎の背中にしがみつく。言っちゃいけないなら、心の声で訊きいてしまおう―――早苗の不正行為は非常に高度なものだった。

『美味しかった？』

『おう、頑張ったな』

『えへへへへ～～、それでさ、どれが好き？』

『エクレアかな。シュークリームより味に変化があって良かった』

『あたしも！　チョコがでろでろにかかってるのがいいんだよねっ！』

　流石さすがに孝太郎も心の声は隠かくし切れない。仕方なく孝太郎は説得を諦め、そのまましばらく早苗との会話に興じたのだった。










　ゆりかは静香の指導を受けたので、同じ料理を作った。だがゆりかが審査員席に料理を運んで来たのは、静香がやってきた一時間後の事だった。その手際の悪さは、推おして知るべしといったところだろう。

「やっと来たな、ゆりか」

「お待たせしましたぁ」

　残り時間が三十分を切ると、駆かけ込みで審査を受ける者が多くなってくる。ゆりかもそうした者達の一人だった。

「おお、一応普通の見た目をしてるじゃないか」

　孝太郎の予想に反して、ゆりかのとんかつはとんかつらしい姿をしていた。確かに静香のものよりは衣が厚めだったりはするのだが、それでも衣が剥がれているような部分はなく、揚げ過ぎて黒くなっている部分もなかった。

「えへ、えへへへ、少し多めに作ってぇ、ましな奴やつから順に持ってきたんですぅ」

　実はそこにはゆりかなりの工夫が存在していた。現段階において、ゆりかがとんかつを揚げるのに成功する確率はおよそ六割強。だとしたら審査員の人数よりも五割程多くとんかつを揚げれば必要な枚数が得られる計算になる。

　静香と練習を繰くり返したおかげで、ゆりかは自分の技量を正確に把握している。おかげでこういう工夫が可能となったのだった。

　―――そういえば、本気になった時にはやってくれる奴だったよな。料理に関しても本気になったって事か………。

　戦いの時でも、勉強に関しても、ゆりかは真に必要な時には必ずやり遂とげた。今回もきっとゆりかのそういう部分が発揮されたのだろう。

「悪かったな、ゆりか」

「え？　何がですかぁ？」

「いや、なんでもない。早速食べてみるか」

「はいですぅ。冷めないうちに食べて下さぁい」

　孝太郎は自分の気持ちに整理を付けると、切り分けられたとんかつの一片に箸を伸ばした。とんかつは揚げたてを持ってきたようで、切断面からは湯気が上がっている。肉にはきちんと火が通っており、赤い部分は見当たらない。食欲を誘うにおいもしている。雰囲気は決して悪くはなかった。

「いただきまーす」

「はぁい、どうぞー」

　孝太郎がとんかつを口に入れると、最初に衣のサクサクした歯ごたえを感じた。続いて感じたのは、ソースと衣の混じり合った濃厚な味、そして肉汁を失っていない柔らかな豚肉の味。それは間ま違ちがいなくとんかつの味だった。

「どうですかぁ？」

「喜べゆりか、ちゃんととんかつになってるぞ」

「やったぁ!!　美味しいですかぁっ!?」

　素直に出来を伝えてやると、ゆりかは瞳を輝かせて机に両手をつき、身を乗り出すようにして孝太郎に迫った。

「それを言ったら審査にならないだろ」

「あ、そ、そうでしたぁ！　すみませぇん………」

　孝太郎が制止すると、ゆりかはしゅんとして引き下がった。だが申し訳なさそうにしているゆりかを見て、なんとなく申し訳ない気分になった孝太郎は、少しだけフォローをしておく事にした。

「ただな、ゆりか」

「は、はい？」

「ゲームに負けてお前が料理を作る事になったあの日にこれが出て来ていたら………俺は何も文句を言わなかったと思う」

　確かにゆりかのとんかつは静香のそれには及およばない。衣の厚さが一定ではないし、少し揚げ過ぎのようにも見える。だが、ちゃんととんかつになっている。そして何より、孝太郎が自分で作る場合よりも上手に出来ているように思えたのだ。

「あ………」

　するとゆりかの顔がパッと明るくなった。そしてゆりかは胸元をぎゅっと押おさえるようにして微笑む。その目尻には涙なみだが浮かんでいた。

「ありがとうございますぅっ！　ありがとうございますぅっ！　頑張った甲斐がありましたぁっ！」

　ゆりかは涙を拭ぬぐいながら、しきりに礼の言葉を繰り返す。本当に嬉しかったのだ。ゆりかの女の子としての部分を認めて貰えたような気がして。

「………泣くほどの事か」

「里見さんには分からないんですよぉっ、もぉ………男の子はぁ………」

　もはやゆりかには順位などどうでもよかった。孝太郎に認めて貰えただけで十分。ゆりかはこの一月余りのあいだ追い続けたゴールに、辿たどり着く事が出来たのだった。










　ゆりかは繰り返し手を振りながら去っていく。その姿を見ていると、孝太郎は胸の奥があたたかくなるのを感じていた。人の努力が実るのは、とても気持ちのいい事だった。

　―――俺はゆりかを悪い方に考え過ぎていたな………。

　結果的に孝太郎の予想は外れた。ゆりかの料理対策に、胃腸薬を用意する必要などなかったのだ。そしてそれは、孝太郎がまだゆりかを見み縊くびっていたという事でもある。だがゆりかはもうかつての彼女とは違ちがっていた。必要な時にはちゃんと頑張れる。それが嬉しくもあり、寂さびしくもある。孝太郎は自分がゆりかにそんな感情を抱いている事を不思議に思っていた。かつてはただの不出来な居候だと思っていたから。

　―――というより、俺はやっぱり、あいつには手のかかるクラスメイトのままでいて欲ほしかったんだろうな………。

　孝太郎はそんな事を思いながら、ぼんやりと体育館の時計を眺ながめ続けた。コンクールの終わりは近い。残り時間はあと十分ほどだった。

「おーっほっほっほっほっほっ………いよいよ真打ち登場ですわねぇっ!!」

　そんな時に高笑いと共にやってきたのが、まだ審査を受けていない最後の参加者―――クランだった。そしてクランの登場と共に、孝太郎のしんみりとした気持ちは何処どこかへ消え去っていた。

「やれやれ、まだお前がいたか」

「御挨拶ですわね。このわたくしが来たからには、優勝は頂きですわっ!!」

「怪あやしい作り方をしていたが、ちゃんと食べられる代物なんだろうな？」

　孝太郎はクランに疑ぎ惑わくの視線を向ける。鍋なべに材料を入れて振るだけという、非常に斬新な調理法を披ひ露ろうしていたクラン。問題の鍋には何らかの科学技術が使われているのは間違いないが、それで健康を害するような事があれば一大事だった。

「当たり前ですわ！　実用の前に試験をするのは科学者の義務でしてよ！」

「本当だろうな？」

「わたくしが自分自身で何度も試しましたわ！　ちゃんと安全なものが出来上がっていましてよっ！」

「だったらいいがな」

「黙だまってお食べなさいっ、ベルトリオンッ!!」

　ゴンッ

　クランは叩き付けるような勢いで孝太郎の前に深めの皿を置いた。中にはクランが作った料理が入っている。茶色と白、コントラストが特徴的な料理だった。

「………カレー？」

「そうですわっ！　世界一美味しいカレーでしてよっ！」

　クランは自信満々だった。両りよう腕うでを組み、孝太郎の前でふんぞり返っている。だが、孝太郎の目には到底そんな風には見えなかった。

「どう見てもご家庭のカレーなんだが」

　クランのカレーは世界一美味しいという触れ込みだったが、高級な店で見るようなそれではなく、家庭や給食で食べるカレーに近い代物だ。じゃがいもやニンジンがごろっと入っている、素朴なカレーだった。

「つべこべ言わずにさっさとお食べなさいっ！」

「分かった分かった、怒鳴るなよ」

　食べなくてはクランも納なつ得とくしないだろう―――そう考えた孝太郎はスプーンを手に取ると皿にさし入れ、一口分のカレーとライスをすくい取った。

「さあお食べなさいベルトリオン！　そしてわたくしの前にひれ伏しなさい！」

「大おお袈げ裟さな奴め………んんんっ!?」

　だがスプーンでカレーを口に運んだ直後、孝太郎はクランの言葉が嘘うそでも誇張でもない事を理解した。見た目はどう見ても平へい凡ぼんなカレーなのに、口の中で感じる味はそれとはまったく違う。見た目と味のあまりの落差に、混乱してくる程だった。

「クランッ、どうなってるんだこのカレーは!?」

「おーっほっほっほっほっほっ！　これこそが新世代の料理っ！　全ての料理人が、科学の前にひれ伏す時がやってきたのですわぁっ!!」

「お前っ、一体何をやったんだっ!?」

「簡単ですわっ、カレーに振りかけた調味用ナノマシンが味み蕾らいに吸着、通常の味覚を完全にブロック。そして神経に対して、世界一美味しいカレーを食べているという偽情報を与えているのですわ！」

　クランの発明は二つで一つ。一つ目の発明である例の鍋は、内蔵した調理用ナノマシンがシンプルなカレーを作り出す。そしてその味を、二つ目の発明が強引に改編する。カレーに振りかけられた調味用ナノマシンが、カレーと舌の間に入って味を変えてしまうのだ。

「インチキじゃないかっ！」

「いいえ！　これは素材の味を徹底的に生かさない料理なのですわっ！」

　つまり元々のカレーは食感を得る為だけに利用し、味は完全に偽の情報。クランは味だけをすり替える事で、究極のカレーをお手軽に食べられるようにしたのだ。

　いかに百戦錬磨の料理人であっても、この味のすり替えの前には無力。クランが勝ち誇るのも当然だった。

「それにナノマシンの利用を禁じるルールなどどこにも―――」

　ズドンッ

　だが、ここでクランにも予想外の出来事が起こった。

「おわぁぁぁぁぁぁっ、どっ、どっ、どうしたぁぁぁぁっ、コウッ!!」

「―――って、はりゃりゃあぁっ？」

　カレーを食べていた孝太郎が、文字通りの意味で口から火を噴き、ばったりと床に倒たおれてしまったのだった。










　孝太郎が爆発して火を噴いたのは、クランのミスではなかった。どちらかというと複数の要因が重なって起こった事故だった。

　実は孝太郎の体内には、以前から医療用のナノマシンが注入されている。これは激しい戦いに身を置く孝太郎の為に、ルースが注入したものだった。この医療用ナノマシンには怪け我がの治療や体調管理の他に、外部からの異物の侵しん入にゆうを防ぐ性質がある。これにより風邪のウィルスや傷口から入る雑菌を排除するのだ。

　だが今回に限っては、その機能が裏目に出た。舌に張り付いて偽情報を流すクランの調味用ナノマシンを異物と判断し、排除しようと攻こう撃げきを仕掛けたのだ。もちろんクランのナノマシンも黙ってやられたりはしない。任務に忠実なナノマシンは、攻撃を受けた時点から猛然と反撃を開始。そうやってナノレベルの大戦争が口の中で勃発した。その結果発生したのが、問題の爆発だった。










　孝太郎が目を覚ました時、そういう事情をクランとルースが一緒に説明していった。予期せずナノマシンがかち合っただけで、誰か一人が特別に悪い訳ではなかったのだと。

「………という訳なのです」

「申し訳ありませんでしたわ。あなたの中にナノマシンがいる可能性を完全に失念しておりましたの」

「わたくしもお伝えするのを忘れておりました」

「はるほろれ、それれおれろくちろらかがらいへんらころにらっているろか」

　小規模ながら口の中で爆発が起こった訳なので、孝太郎は口の中を火傷やけどしていた。おかげでまともに喋しやべる事が出来ない。今はそれこそ医療用ナノマシンと、回復魔ま法ほうで治療の真っ最中だった。

「サナエや、通訳を頼たのむ」

「あいあい。さっきのはね、『なるほどね、それで俺おれの口の中が大変な事になっているのか』だってさ」

　幸い早苗を背負っていれば言いたい事を伝えてくれる。早苗が背中に乗っているのは日常的な事なので、孝太郎には不自由はなかった。

「孝太郎が『お料理コンクールはどうなったのか』って言ってるよ」

　孝太郎は気絶している間に一〇六号室に連れて来られていた。おかげでコンクールの結末を知らない。だから目を覚ました時からずっと気になっていたのだ。するとお料理研究会に属している静香が説明を始めた。

「ええとね、まず………里見君が爆発した騒そう動どうのせいで時間切れになって、クランさんが失格になったわ」

「こればかりは仕方がありませんわね。ですので、わたくしがあなたをここへ運びましたの」

「『礼は言わないぞ』だって」

「分かってますわ、そのぐらい。意地悪ですのねっ」

　孝太郎が突とつ然ぜん倒れた事は、単なる立ち眩くらみとして処理された。幸いナノマシン云うん々ぬんに気付くような人間はいないので、学校側はすぐに納得してくれた。だがこれに絡んだ騒動で審査は時間切れに。結果的にクランは失格となった。だが仮に時間切れにならなくても、点を付ける孝太郎が気絶していたので、結局は点数が出揃わずにクランは失格になっただろう。孝太郎が倒れた時点で、クランの失格は決まっていたのだった。

「安心して、眼鏡めがねっ子。孝太郎は別に怒ってないから。でも眼鏡っ子が可愛いから、怒ったふりしてからかってるんだって」

「ベッ、ベルトリオンッ!?」

「あっ、これ伝えちゃダメなヤツだった？　ゴメン、孝太郎。てへへへへっ」

「おほんっ、おほんっ、ま、まあ、わたくしが悪いのは事実ですし、ここは目くじらを立てたりしては大人おとな気げないですわね」

　クランが軽く顔を赤らめて機嫌を直したところで、部屋の空気がふわりと緩ゆるんだ。実のところ少女達たちは誰もが、孝太郎の具合と機嫌を心配していたのだ。そしてそんな空気を察して笑え顔がおになった静香が、続きを話し始めた。

「里見君の審査表はクランさん以外の得点は埋まってたから、そのまま提出したわ。それでそのままコンクールは継続」

「『ふむふむ』」

「優勝したのは、お料理研究会の今の会長さん。準優勝が商店街のお店の人。そして三位はなんと、ルースさんだったの！」

「『確かに美味かったもんな、あのオムライス。旗も良かったし。ともかくルースさん、おめでとうございます』だそうです」

「ありがとうございます、おやかたさま！　とっても嬉しいです！」

　順位は順当なものだった。キリハが特殊な料理に挑んだせいで、ルースが上位に食い込む事となった。オムライスの求心力ともあいまって、見事な三位入賞だった。

「大体そんな感じだったわよ」

「『ありがとうございます、大家さん』」

「どういたしまして」

　知りたい事を聞けたので、孝太郎は満足して話を終えた。そしてちゃぶ台の上に置いたままになっていた自分のお茶を飲む。お茶はもう冷めていたので、火傷にしみたりはしなかった。

「少しいいか、孝太郎」

　続いて口を開いたのがキリハだった。彼かの女じよには孝太郎に訊きたい事があったので、静香の話が終わるのを待っていたのだ。

「『なんだ？』」

「実は汝が倒れた時に、汝が書いた審しん査さ表ひようを見た。我らの得点は、全て基き礎そ点が七点になっていた。その理由を知りたくてな」

　コンクールの審査には、基準となる基礎点が決められている。美味しいが七点、普通が五点、まずいが三点だ。そして審査員が個人の判断で、その基礎点をプラスマイナス三点まで動かす事が出来る。これによりゼロから十までの得点が発生する訳だった。

　孝太郎の審査表では、六畳間の少女達の基礎点は全員が七点―――『美味しい』が書き込まれていた。審査は途と中ちゆうだったが、クランのものでさえ七が書き込まれていた。

　しかしこれは不思議な点数だった。客観的に見れば、ティアやゆりか、真希のものは普通の五点であるのが自然だろう。だが得点は例外なく七となっている。キリハはそれが気になっていたのだ。

「孝太郎は返答を拒否しています」

　孝太郎にはキリハの疑問に対する明確な答えがあったが、それを早苗が口にする事を許さなかった。年頃の男としての感情が、話す事を拒否させていたのだ。

「里見君、ここは答えておいた方が誤解が少ないと思いますよ」

　答えを渋る孝太郎に対して、晴海が笑いかける。彼女には孝太郎の意図がなんとなく分かっていたのだ。すると孝太郎は小さく苦く笑しようして、早苗に話していいと伝えた。

「『美味しさは、味だけじゃ決まらない』」

　早くに母親を亡くし、父一人子一人で育った孝太郎なので、昔から一人で食事をする事が多かった。一人きりの食事では、何を食べても美味しいとは感じない。孝太郎が食べ物の味の良し悪しを感じ始めたのは、賢治が現れた後からなのだ。だからこそ全員の点数が七点になる。孝太郎にしてみれば、当たり前の結論だった。

「孝太郎………」

　実は早苗が口にした孝太郎の本音は、十一年前にキリハが孝太郎に向かって言った言葉だった。だからキリハはその言葉の意味を誰よりもよく分かっている。大事なのは誰かと向かい合う事。それが味に意味を与えてくれる。そしてそれは、味に限った話ではない。きっと、人生にも意味を与えてくれるに違いなかった。

「聞きたい事も聞けた事だし………そろそろ夕食にしようか」

　だとしたら、孝太郎達にはやるべき事があるだろう。コンクールは結局、一人一人が個別に審査員と向かい合っただけだ。だから今は、ここにいる十人がお互たがいに向かい合うような、そんな時間が必要だった。

「そういえば、わらわ達は作るばかりで何も食うておらぬのう」

「晩ばん御ご飯はんか………里見君、口の中は大だい丈じよう夫ぶ？」

「『大丈夫です、大家さん』」

「真希ちゃん、里見さんの口の中、ご飯までに治りますかねぇ？」

「言ってないでやるのよ、ゆりか！」

「私も手伝います」

「クラン殿でん下か、最悪の場合に備えて痛み止めだけは用意しておきませんか？」

「確か強力なのが研究室にあった筈はずですわ」

　こうしてお料理コンクールは終わり、孝太郎達はいつも通りの生活に戻った。それは何処にでも転がっているような、平凡でありふれた毎日だった。

「ところで里見さぁん、それは何を飲んでいるんですかぁ？」

「『胃腸薬』だって。孝太郎ってば、あたし達の料理を信用していなかったみたい」

「なんじゃとぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　しかしだからこそ、彼かれらはお互いと向かい合って暮らす事が出来る。そしてそう出来るおかげで、夕食は美味しいか、宿題は終わったか、漫まん画がは面白かったか―――そんな当たり前の事に、意味が生まれるのだった。
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あとがき







　皆さんお久しぶりです、作者の健たけ速はやです。今回で遂ついに二十巻という大台に乗りました。厳密に言うと外伝やＤＶＤ特典で合計二十三冊になっているのですが（笑）、ここは素直に喜びたいと思います。皆さん、いつもありがとうございます。




　この二十巻の中身は『六畳間の侵略者!?　へらくれす！』と題してＷＥＢに掲載していた短編群が半分、書き下ろしの中編が残り半分という構成です。どれもこれまでの数冊とは違って、非常に平和的な内容となっています。

　実はこの作品を手掛ける上でいつも悩んでいる事があります。この作品は皆さんが飽あきてしまわないようにと、巻が進むごとに徐々に内容を変化させてきました。その変化を作る上で参考にしたのはドラえもんです。序盤は通常連載のドラえもん、次は時折あったおばあちゃんの話などのハートフルもの、そして皆さんがキャラクターに慣れてきた頃からは映画の大長編―――というようなやり方になるでしょうか。これは一見丁てい寧ねいな構成に見えるのですが、実はこのやり方には大きな欠点があります。この作品を好きになって頂いたタイミングによっては、望まない展開が続く場合があるのです。

　特に現在はストーリーのまとめに入っているので、ドラえもんの映画と同様に真面目な展開が多くなっています。戦ったりする事も少なくありません。そういうストーリーが好きな方にはいいと思うのですが、だからといってこれをやり続ければいいかというと、一いち概がいにそうとも言えません。初期の頃から支えて下さった読者の方達は、ドラえもんで言うところの通常連載や、時折挟まるハートフル路線を求めておられる筈はずなのです。現在の物語を予測して、あえて支えてくれたという方は殆ほとんどいらっしゃらないでしょう。

　となれば時折こういう内容の巻を用意したい訳なのですが、ここでまた新たな問題が生じます。それはフォルサリア編を始めると、そのままの流れでフォルトーゼ編に雪な崩だれ込まないといけないという問題です。フォルサリア編で明確にストーリーのリンクが形成されていますので、何もしないでいる期間が挟はさまるとは思えないのです。

　そこで今回ははっきりと本編と同期させたりはせず、なんとなく本編の隙間にこういう事がありました、というミニエピソードを紹介していく形にしました。折しもＨＪ文庫で短編を掲載していくサイト『読める！ＨＪ文庫』がスタート。そこへ掲載する短編としても相性が良かったので、このような形での発表となりました。

　今後はフォルトーゼ編を進めつつ、時々『へらくれす！』をまとめたものに中編を追加した巻が挟まる、という形式になっていくと思います。どちらが好きな方達にも楽しんで頂けるよう頑張っていくつもりでおりますので、今後もよろしくお願い致します。

　そしてこの次、二十一巻からはいよいよフォルトーゼ編がスタート。実はこれにサブタイトルを付けるかどうかで悩んでいます。付ける場合には『黄金の姫と青き騎士』となる筈です。二千年前には脇役に甘んじた黄金の姫が、今回は主役として登板。二千年前と同じ状況になりつつあるフォルトーゼで、冒険を繰り広げていきます。こちらも楽しみにして頂ければ幸いです。




　こんなところでしょうか。最後にいつもの御ご挨あい拶さつを。この記念すべき二十巻を出版するにあたり御ご尽じん力りよく頂いた編集部の皆様、ずっと可愛いイラストを付けて下さっているポコさん、そして長い期間に亘わたって支えて下さっている読者の皆様に深く御礼申し上げます。




　それでは二十一巻のあとがきでまたお会いしましょう。


二〇一五年　七月

健速









[image: ]




cover.jpeg





nav.xhtml

    
  
    		目次


    		Episode 1 虹野、魔法少女やめるってよ


    		Episode 2 ルース＆早苗・イン・ワンダーランド


    		Episode 3 藍革の手帳


    		Episode 4 内宇宙大戦争


    		あとがき


    		奥付


  




  
    		start


    		目次


    		Cover


  




images/00020.jpeg





images/00022.jpeg





images/00021.jpeg





images/00024.jpeg





images/00023.jpeg





images/00025.jpeg





images/00017.jpeg





images/00016.jpeg
I7ULA—DHTE [ErTRErTTrr e
TI51-0053 AR AK AL 4 A2-15-8

(B R E—T v 8y HICHmSER

Rk ek R a ek

@ '5-!,‘71 M http://www.hobbyjapan.cojp/hjbunko/

NEH ORI 20

20154E9 H 1 H  RIRSZEAT

HE— R

AN TRSA
wH—RR SR — Y ¥ 8
T151-0053
BRI AL % A2-15-8
EaAE 03(5304)7604 (Hade)
03(5304)9112 (%)
FIRIFT——K B AEDR AR R &4
BT —WBl—  MAEH A =

SRR - B

©Takehaya
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-1071-9  C0193






images/00019.jpeg





images/00018.jpeg
N

-

NEEODEEE!?20

HIUX &

N

\\






images/00011.jpeg
Episode






images/00010.jpeg





images/00013.jpeg





images/00012.jpeg
]I +11K
HOSHERZURL NN ERRIUEHY
SRR L O O S NEEWWE B Q
P ERERERME L @ Er v HIEE L EkHAee°

R+ E
BDENDHR O 1) QKEMNHWE O VI
DEQRBRKBRE8 0 —





images/00015.jpeg
O$8 - BN~ %1





images/00014.jpeg





images/00002.jpeg





images/00001.jpeg
|






images/00004.jpeg





images/00003.jpeg





images/00008.jpeg





images/00007.jpeg





images/00009.jpeg





